
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ８ 年 度 使 用 

広 島 市 立 高 等 学 校 

中等教育学校（後期課程）用 

教科用図書の採択に係る資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添資料 



広島市立高等学校・中等教育学校（後期課程）・特別支援学校（高等部）用 

教科用図書採択の基本方針 

 

１ 採択の基本 

 教育基本法や学校教育法の改正で明確に示された教育の理念や目標及び学習指導要領に示され

た各教科の目標や内容、本市が定めた教育課程編成基準等に則り、生徒に最も適切な教科用図書

を採択する。 

その際、各学校が専門的な調査研究に基づき選定・申請した教科用図書について、各学校の教 

育課程に照らして検討し、適正と認めたものを採択する。 

 

２ 適正かつ公正な採択の確保 

採択権者の権限と責任において、適正かつ公正な採択を行う。 

特定の教科書発行者と関係を有する者が教科書採択に関与することがないようにする。 

 

３ 開かれた採択の推進 

 採択に係る情報を公開するなど、開かれた採択を推進する。 

 

令和３年５月２６日教育委員会議決  
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広島市立広島みらい創生高等学校用教科用図書採択の基本方針 

 

１ 採択の基本 

 教育基本法や学校教育法の改正で明確に示された教育の理念や目標及び学習指導要領に示され

た各教科の目標や内容、本市が定めた教育課程編成基準等に則り、従来の定時制・通信制課程の

枠組みに捉われないフレキシブル課程としての特色を踏まえ、生徒に最も適切な教科用図書を採

択する。 

その際、学校が専門的な調査研究に基づき選定・申請した教科用図書について、学校の教育課 

程に照らして検討し、適正と認めたものを採択する。 

 

２ 適正かつ公正な採択の確保 

採択権者の権限と責任において、適正かつ公正な採択を行う。 

特定の教科書発行者と関係を有する者が教科書採択に関与することがないようにする。 

 

３ 開かれた採択の推進 

 採択に係る情報を公開するなど、開かれた採択を推進する。 

 

令和３年５月２６日教育委員会議決  
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○教科用図書選定に関わる手順・方法の確認。 

○教育委員会が定めた基本方針、観点及び視点例に基づき、教

科用図書選定が公正かつ適正に行われるよう協議し、調査す

る観点及び視点を定める。 

○調査員の報告をもとに審議し、校長に答申する。 

調査・研究 

（調査員：各学校教員） 

○教科用図書選定委員会の示した観点及び視点に沿って、各教科の教科用

図書について調査研究し、教科用図書選定委員会に報告する。 

各学校教科用図書選定委員会 

校長、教頭、主幹教諭、事務長、教務主任、 

保護者代表、学校運営協議会委員、学識経験者等 

広島市教育委員会 

【教育委員会】 
・採択の基本方針の決定 ・教科用図書の採択 

①通知 

【教育長】  

・手順の決定 

⑧申請 

広島市立高等学校・中等教育学校（後期課程）における教科用図書の採択の手順 

②委嘱・任命 

各学校長 

④諮問 ⑦答申 

③任命 

⑤依頼 ⑥報告 
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学校別教科用図書申請点数

＊１ ＊２ ＊３

同一 改訂 新規

美 鈴 が 丘 高 等 学 校 全日制
グローカル探究科

普通科 41 16 11 68

広 島 中 等 教 育 学 校 全日制 普通科 47 14 3 64

広 島 商 業 高 等 学 校 全日制 みらい商業科 25 15 3 43

広 島 工 業 高 等 学 校 全日制 工業科 70 21 0 91

広 島 み ら い 創 生 高 等 学 校 定時制 キャリアデザイン科 66 33 0 99

広 島 み ら い 創 生 高 等 学 校 通信制 キャリアデザイン科 20 35 0 55

合　計 414 196 27 637

＊１　令和７年度使用教科用図書と同一の申請

＊２　令和７年度使用教科用図書の改訂版教科用図書を申請

＊３　令和７年度使用教科用図書と異なる教科用図書を申請

23

17

22 76

69舟 入 高 等 学 校 全日制 普通科 50 2

基 町 高 等 学 校 全日制 普通科 46 3 72

令和７年度使用教科用図書との相違

合計

　

課程 学科

教科用図書申請点数
(継続使用を含む）

沼 田 高 等 学 校 549普通科全日制
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令和８年度使用広島市立高等学校 

中等教育学校（後期課程）用 

教科用図書に係る学校別選定手順、 

選 定 資 料 及 び 申 請 書 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 (様式１） 

 

令和７年 ７月 ４日 

 

広 島 市 教 育 長 様 

（学校教育部指導第二課） 

 

                     学校名 広島市立基町高等学校   

 

                     校長名   德 丸  憲 之   

 

令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書選定手順（報告） 

 

月日（曜日） 選 定 手 順 の 内 容 

５月２８日（水） 

 

６月 ２日（月） 

  

 

 

６月 ３日（火） 

 

 

６月 ３日（火）～ 

 

 

６月３０日（月） 

 

７月 ２日（水） 

 

７月 ４日（金） 

 

・令和８年度使用高等学校・中等教育学校用教科用図書採択事務説明会に 

出席する。  

・校長は、校内における令和８年度使用教科用図書選定に係る事務の推進

を行うため「令和８年度使用教科用図書選定委員会」を設置する。 

・校長は、選定委員を委嘱または任命する。 

・校長は、調査員を任命する。 

・選定委員会において、教科用図書選定が適正かつ公正に行わるよう協議

し、調査の観点及び視点を決定する。 

・選定委員会は、調査員に教科用図書を調査する観点及び視点を示す。 

・調査員は、選定委員会の依頼に基づき、教科書目録に記載されている教

科用図書について、調査研究を行う。 

・調査員は、調査結果を選定委員に報告する。 

・選定委員会を開催し、令和８年度使用教科用図書について審議し、その

結果を校長に答申する。 

・校長は、選定委員会からの答申に基づき、令和８年度使用教科用図書申

請書を作成する。 

・校長は、広島市教育委員会へ、令和８年度使用教科用図書申請書を提出

する。 
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 (様式２） 

 

令和７年 ７月 ４日 

 

広 島 市 教 育 長 様 

（学校教育部指導第二課） 

 

                     学校名 広島市立基町高等学校   

 

                     校長名   德 丸  憲 之   

 

令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書選定資料（報告） 

 

１ 学校の特色 

学術や芸術文化の習得と探究を通じて、自己の能力と人格を主体的に磨き、優れた

知性と品格、生涯にわたって学び続ける力を身につけることにより、多様化が進む時

代の中で、人類の幸福に貢献する崇高な志と未来を切り拓く豊かな創造力を持った有

為な人物の育成に努めている。 

 普通科普通では、基礎的な知識・技能、それらを活用して課題を解決するために必

要な思考力・判断力・表現力等、主体的に学ぶ態度をバランスよく育成する。さらに、

自己のキャリア形成の方向性と関連づけながら、各教科等で身につけた資質・能力を

活用し、自ら問いを見出し探究することのできる力を育成することを目指している。 

普通科創造表現コースでは、「国際平和文化都市」ヒロシマで学ぶ高校生として、

未来の文化を創造し、表現活動を通して個性を磨き、国際社会が求める創造的な人材

を育成することを目指している。 

２ 生徒の実態 

普通科普通は、県内広域から高い学力を有した生徒が入学してきている。難関国公

立大学への進学希望が多く、近年は、最難関大学・医学系への進学希望者が増加して

いる。授業や家庭学習において自ら意欲的に学習に取り組んでおり、基礎的・基本的

な知識・技能の確実な習得はもとより、それらを活用して、難易度の高い発展的な内

容の学習を希望する生徒が多くいる。 

   普通科創造表現コースは、県内広域から美術に興味を持ち、高い技術を有した生徒

が入学してきている。多くの生徒が４年制の美術系大学への進学を希望している。生

徒は、進路実現や学力向上への意欲が高く、基礎的な学力の定着と美術の専門的な技

能等の向上の両立に向け積極的に努力している。 

３ 調査の観点及び視点 
 

 観点 視点 

① 知識及び技能の習得 
○単元の目標及びまとめの示し方 

○基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るための工夫 

② 思考力、判断力、表現力等の育成 

○各教科の見方・考え方を働かせ、思考力、判断力、表

現力を育成することができる工夫 

○ねらいに応じた言語活動の設定及びその工夫 

③ 主体的に学習に取り組む工夫 
○問題解決的な学習を実施するための工夫 

○興味・関心を高めるための工夫 

④ 内容の構成・配列・分量 
○年間の学習内容の見通しのもたせ方 

○単元や資料等の配列 

○系統性と反復性の工夫 

⑤ 内容の表現・表記 
○挿絵・写真等の活用 

○巻末資料の示し方 

○配色や文字の大きさ等の工夫 

⑥ 発展的内容の充実 
○発展的な学習内容の扱い方 

○発展的な内容の配列・表記等 
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長
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憲
之
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等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

1
8
3

第
一

現
国

7
1
3

高
等

学
校

 現
代

の
国

語
○

◎
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国
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0
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探
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0
6
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典
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究

　
古

文
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◎
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定

1
1
7
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治

古
探

7
1
3

精
選

　
古

典
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究
　

古
文

編
○

○

5
0

大
修

館
古

探
7
0
7

古
典

探
究

　
漢

文
編

○
○

◎
選

定

1
1
7

明
治

古
探

7
1
4

精
選

　
古

典
探

究
　

漢
文

編
○

○

2

書
　

名

言
語

文
化

2
国

語

③21

論
理

国
語

教
科

名

国
語

古
典

探
究

発
行

者
の

番
号

、
略

称

観
点

の
評

価

令
和

7
年

7
月

4
日

教
科

書
の

記
号

、
番

号

改
訂

論
理

国
語

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
上

代
か

ら
近

代
に

至
る

ま
で

の
日

本
語

の
文

体
の

変
化

に
触

れ
る

こ
と

の
で

き
る

「
文

体
の

変
遷
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を
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け

て
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る
。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用
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書

申
請

書
（

そ
の

１
）

国
語

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由
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定
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徒

が
見
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し

を
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習
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で
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う
、

各
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元
扉

に
単
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「
学

習
目

標
」
、

各
教

材
の

始
め

に
「
学

習
の

ね
ら

い
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

科
目

名
新

規
の

選
定

学 年 1

発
展

的
な

内
容

の
学

習
が

で
き

る
よ

う
、

本
文

を
理

解
し

た
上

で
、

調
べ

た
り

考
え

を
ま

と
め

た
り

し
て

課
題

に
取

り
組

む
「
探

究
」
を

設
け

て
い

る
。

国
語

国
語

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

論
理

的
思

考
力

を
高

め
る

た
め

の
学

習
を

重
点

的
に

行
う

「
論

理
の

力
」
を

設
け

て
い

る
。

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

論
理

的
思

考
力

を
高

め
る

た
め

の
学

習
を

重
点

的
に

行
う

「
論

理
の

力
」
を

設
け

て
い

る
。

発
展

的
な

内
容

の
学

習
が

で
き

る
よ

う
、

本
文

を
理

解
し

た
上

で
、

調
べ

た
り

考
え

を
ま

と
め

た
り

し
て

課
題

に
取

り
組

む
「
探

究
」
を

設
け

て
い

る
。

現
代

の
国

語 古
典

探
究

国
語
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広

 
島
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教

 
育
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様

(
学
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学
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憲
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訂

生
徒

が
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
の

前
に

地
域

の
実

態
を

捉
え

、
学

習
後

に
理

解
を

深
め

る
た

め
の

「
事

例
の

舞
台

」
を

設
け

て
い

る
。

1
地

理
歴

史
地

理
総

合
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

持
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
地

図
の

読
み

解
き

を
促

す
「
読

図
」
を

設
け

て
い

る
。

（
創

造
表

現
コ

ー
ス

）

1
地

理
歴

史
地

理
総

合
改

訂

生
徒

が
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
の

前
に

地
域

の
実

態
を

捉
え

、
学

習
後

に
理

解
を

深
め

る
た

め
の

「
事

例
の

舞
台

」
を

設
け

て
い

る
。

（
創

造
表

現
コ

ー
ス

）

③
国

語
古

典
探

究

発
展

的
な

内
容

の
学

習
が

で
き

る
よ

う
、

本
文

を
理

解
し

た
上

で
、

調
べ

た
り

考
え

を
ま

と
め

た
り

し
て

課
題

に
取

り
組

む
「
探

究
」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
国

語
古

典
探

究

発
展

的
な

内
容

の
学

習
が

で
き

る
よ

う
、

本
文

を
理

解
し

た
上

で
、

調
べ

た
り

考
え

を
ま

と
め

た
り

し
て

課
題

に
取

り
組

む
「
探

究
」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

２
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
基

町
高

等
学

校

　
　

校
長

名
德

丸
　

憲
之

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

4
6

帝
国

地
探

7
0
2

新
詳

地
理

探
究

○
○

◎
選

定

8
1

山
川

地
探

7
0
3

地
理

探
究

○
○

4
6

帝
国

地
図

7
0
2

新
詳

高
等

地
図

◎
○

○
選

定

8
1

山
川

歴
総

0
8
1
-
9
0
2

現
代

の
歴

史
総

合
み

る
・
読

み
と

く
・
考

え
る

　
改

訂
版

◎
○

○
選

定

8
1

山
川

歴
総

0
8
1
-
9
0
1

歴
史

総
合

 近
代

か
ら

現
代

へ
改

訂
版

○
○

8
1

山
川

歴
総

0
8
1
-
9
0
3

わ
た

し
た

ち
の

歴
史

 日
本

か
ら

世
界

へ
　

改
訂

版
◎

○
○

選
定

8
1

山
川

歴
総

0
8
1
-
9
0
1

歴
史

総
合

　
近

代
か

ら
現

代
へ

改
訂

版
○

○

8
1

山
川

日
探

7
0
5

詳
説

日
本

史
○

○
◎

選
定

8
1

山
川

日
探

7
0
6

高
校

日
本

史
○

○

8
1

山
川

日
探

7
0
5

詳
説

日
本

史
○

○
◎

選
定

8
1

山
川

日
探

7
0
6

高
校

日
本

史
○

○

3
地

理
歴

史
日

本
史

探
究

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

資
料

か
ら

情
報

を
読

み
と

い
て

考
察

し
、

思
考

力
・
判

断
力

・
表

現
力

を
高

め
る

「
読

み
と

い
て

み
よ

う
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

（
創

造
表

現
コ

ー
ス

）

2
地

理
歴

史
日

本
史

探
究

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

史
料

か
ら

情
報

を
読

み
と

い
て

考
察

し
、

思
考

力
・
判

断
力

・
表

現
力

を
高

め
る

「
読

み
と

い
て

み
よ

う
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

2
地

理
歴

史
歴

史
総

合
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
主

体
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
部

の
は

じ
め

に
時

代
の

特
徴

が
簡

潔
に

わ
か

る
導

入
文

と
と

も
に

、
時

代
を

象
徴

す
る

写
真

や
図

版
を

掲
載

し
て

い
る

。
（
創

造
表

現
コ

ー
ス

）

1
地

理
歴

史
歴

史
総

合
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
主

体
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

写
真

、
図

版
、

グ
ラ

フ
な

ど
を

多
数

掲
載

し
、

そ
れ

ぞ
れ

に
学

習
テ

ー
マ

に
沿

っ
た

問
い

を
設

け
て

い
る

。

③
地

理
歴

史
地

理
探

究

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

持
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
地

図
の

読
み

解
き

を
促

す
「
読

図
」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

3
地

理
歴

史
地

理
探

究

発
展

的
な

内
容

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

討
論

や
論

述
を

通
じ

て
、

よ
り

深
く

考
察

す
る

「
探

究
T

R
Y

」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

３
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
基

町
高

等
学

校

　
　

校
長

名
德

丸
　

憲
之

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

4
6

帝
国

世
探

7
0
3

新
詳

世
界

史
探

究
○

○
◎

選
定

2
東

書
世

探
7
0
1

世
界

史
探

究
○

○

8
1

山
川

日
探

7
0
5

詳
説

日
本

史
○

○
◎

選
定

4
6

帝
国

世
探

7
0
3

新
詳

世
界

史
探

究
○

○
◎

選
定

1
8
3

第
一

公
共

1
8
3
－

9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

版
 公

共
○

○
◎

選
定

1
0
4

数
研

公
共

1
0
4
－

9
0
1

改
訂

版
　

公
共

○
○

3
5

清
水

倫
理

7
0
3

高
等

学
校

　
新

倫
理

○
○

◎
選

定

2
東

書
倫

理
7
0
1

倫
理

○
○

2
東

書
政

経
7
0
1

政
治

・
経

済
○

◎
○

選
定

1
8
3

第
一

政
経

7
0
6

高
等

学
校

　
政

治
・
経

済
○

○

3
公

民
政

治
・
経

済

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
主

体
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

現
代

的
な

諸
課

題
を

取
り

上
げ

る
「
ト
ピ

ッ
ク

」
と

、
そ

こ
で

取
り

上
げ

る
話

題
に

つ
い

て
考

察
や

議
論

を
う

な
が

す
「
！

」
を

設
け

て
い

る
。

3
公

民
倫

理

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

時
代

や
地

域
を

超
え

て
、

思
考

を
促

す
ペ

ー
ジ

「
思

索
の

広
場

」
を

設
け

て
い

る
。

2
公

民
公

共
改

訂

発
展

的
な

内
容

に
生

徒
が

主
体

的
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
課

題
の

解
決

に
向

け
て

協
働

し
て

考
察

し
、

論
拠

を
も

と
に

自
分

の
考

え
を

説
明

、
論

述
さ

せ
る

課
題

探
究

活
動

の
「
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

」
を

設
け

て
い

る
。

③
地

理
歴

史
世

界
史

研
究

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

資
料

か
ら

情
報

を
読

み
と

い
て

考
察

し
、

思
考

力
・
判

断
力

・
表

現
力

を
高

め
る

「
探

究
T

R
Y

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

③
地

理
歴

史
日

本
史

研
究

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

資
料

か
ら

情
報

を
読

み
と

い
て

考
察

し
、

思
考

力
・
判

断
力

・
表

現
力

を
高

め
る

「
読

み
と

い
て

み
よ

う
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

2
地

理
歴

史
世

界
史

探
究

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

資
料

か
ら

情
報

を
読

み
と

い
て

考
察

し
、

思
考

力
・
判

断
力

・
表

現
力

を
高

め
る

「
探

究
T

R
Y

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。令

和
7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

４
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
基

町
高

等
学

校

　
　

校
長

名
德

丸
　

憲
之

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
　

数
学

Ⅰ
○

○
◎

選
定

2
東

書
数

Ⅰ
0
0
2
-
9
0
1

改
訂

版
　

数
学

Ⅰ
　

A
d
va

n
ce

d
○

○

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
3

改
訂

版
　

高
等

学
校

　
数

学
Ⅰ

○
◎

○
選

定

6
1

啓
林

館
数

Ⅰ
7
1
0

新
編

数
学

Ⅰ
○

○

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
0
9

数
学

Ⅱ
○

○
◎

選
定

2
東

書
数

Ⅱ
7
0
1

数
学

Ⅱ
　

A
d
va

n
ce

d
○

○

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
0
9

数
学

Ⅱ
○

○
◎

選
定

1
0
4

数
研

数
Ⅲ

7
0
8

数
学

Ⅲ
○

○
◎

選
定

2
東

書
数

Ⅲ
7
0
1

数
学

Ⅲ
　

A
d
va

n
ce

d
○

○

1
0
4

数
研

数
Ⅲ

7
0
8

数
学

Ⅲ
○

○
◎

選
定

③
数

学
数

学
Ⅲ

学
習

事
項

を
発

展
さ

せ
、

生
徒

が
興

味
・
関

心
に

応
じ

て
探

究
的

な
学

習
が

で
き

る
よ

う
、

巻
末

に
５

テ
ー

マ
計

１
５

題
の

「
課

題
学

習
」
を

設
け

て
い

る
。

2
数

学
数

学
Ⅲ

学
習

事
項

を
発

展
さ

せ
、

生
徒

が
興

味
・
関

心
に

応
じ

て
探

究
的

な
学

習
が

で
き

る
よ

う
、

巻
末

に
５

テ
ー

マ
計

１
５

題
の

「
課

題
学

習
」
を

設
け

て
い

る
。

②
数

学
数

学
Ⅱ

学
習

事
項

を
発

展
さ

せ
、

生
徒

が
興

味
・
関

心
に

応
じ

て
探

究
的

な
学

習
が

で
き

る
よ

う
、

巻
末

に
６

テ
ー

マ
計

２
４

題
の

「
課

題
学

習
」
を

設
け

て
い

る
。

1
数

学
数

学
Ⅱ

学
習

事
項

を
発

展
さ

せ
、

生
徒

が
興

味
・
関

心
に

応
じ

て
探

究
的

な
学

習
が

で
き

る
よ

う
、

巻
末

に
６

テ
ー

マ
計

２
４

題
の

「
課

題
学

習
」
を

設
け

て
い

る
。

1
数

学
数

学
Ⅰ

改
訂

生
徒

が
系

統
性

を
も

っ
て

学
習

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
内

容
の

理
解

を
深

め
る

た
め

の
問

題
を

「
深

め
る

」
と

し
て

適
宜

設
け

て
い

る
。

（
創

造
表

現
コ

ー
ス

）

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

1
数

学
数

学
Ⅰ

改
訂

学
習

事
項

を
発

展
さ

せ
、

生
徒

が
興

味
・
関

心
に

応
じ

て
探

究
的

な
学

習
が

で
き

る
よ

う
、

巻
末

に
７

テ
ー

マ
計

２
７

題
の

「
課

題
学

習
」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

５
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
基

町
高

等
学

校

　
　

校
長

名
德

丸
　

憲
之

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

1
0
4

数
研

数
Ａ

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
　

数
学

Ａ
○

◎
○

選
定

2
東

書
数

Ａ
0
0
2
-
9
0
1

改
訂

版
　

数
学

Ａ
　

A
d
va

n
ce

d
○

○

1
0
4

数
研

数
Ａ

7
1
3

高
等

学
校

　
数

学
Ａ

○
◎

○
選

定

6
1

啓
林

館
数

Ａ
7
1
0

新
編

数
学

Ａ
○

○

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
0

数
学

Ｂ
○

○
◎

選
定

2
東

書
数

Ｂ
7
0
1

数
学

Ｂ
　

A
d
va

n
ce

d
○

○

1
0
4

数
研

数
Ｃ

7
0
8

数
学

Ｃ
○

○
◎

選
定

2
東

書
数

Ｃ
7
0
1

数
学

Ｃ
　

A
d
va

n
ce

d
○

○

1
0
4

数
研

数
Ｃ

7
0
8

数
学

Ｃ
○

○
◎

選
定

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

7
1
3

高
等

学
校

　
数

学
Ⅰ

○
◎

○
選

定

②
数

学
数

学
演

習
α

生
徒

が
系

統
性

を
も

っ
て

学
習

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
内

容
の

理
解

を
深

め
る

た
め

の
問

題
を

「
深

め
る

」
と

し
て

適
宜

設
け

て
い

る
。

（
創

造
表

現
コ

ー
ス

）

③
数

学
数

学
C

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

本
文

に
関

連
す

る
程

度
の

高
い

内
容

で
あ

る
「
研

究
」
や

「
発

展
」
を

設
け

て
い

る
。

2
数

学
数

学
C

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

章
末

の
演

習
問

題
に

加
え

、
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

を
問

う
総

合
的

な
問

題
で

あ
る

「
総

合
問

題
」
を

設
け

て
い

る
。

2
数

学
数

学
B

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

章
末

の
演

習
問

題
に

加
え

、
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

を
問

う
総

合
的

な
問

題
で

あ
る

「
総

合
問

題
」
を

設
け

て
い

る
。

2
数

学
数

学
A

別
の

方
法

で
考

え
て

み
る

、
理

由
を

説
明

す
る

な
ど

、
系

統
立

て
た

理
解

に
繋

が
る

た
め

の
「
深

め
る

」
を

適
切

な
場

面
で

設
け

て
い

る
。

（
創

造
表

現
コ

ー
ス

）

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

1
数

学
数

学
A

改
訂

学
習

内
容

を
振

り
返

り
な

が
ら

系
統

性
を

持
た

せ
て

反
復

の
演

習
が

で
き

る
よ

う
、

節
末

問
題

に
関

連
す

る
内

容
の

参
照

ペ
ー

ジ
を

示
し

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

６
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
基

町
高

等
学

校

　
　

校
長

名
德

丸
　

憲
之

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
0

数
学

Ｂ
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
0

数
学

Ｂ
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

数
Ａ

7
1
3

高
等

学
校

　
数

学
Ａ

○
◎

○
選

定

6
1

啓
林

館
科

人
0
6
1
-
9
0
1

高
等

学
校

 科
学

と
人

間
生

活
 改

訂
版

○
◎

○
選

定

1
8
3

第
一

科
人

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

科
学

と
人

間
生

活
○

○

1
8
3

第
一

物
基

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

 物
理

基
礎

◎
○

○
選

定

1
0
4

数
研

物
基

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
　

物
理

基
礎

○
○

1
8
3

第
一

物
理

7
0
9

高
等

学
校

　
物

理
○

○
◎

選
定

1
0
4

数
研

物
理

7
0
6

物
理

○
○

2
理

科
物

理

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

事
項

を
応

用
し

た
内

容
に

つ
い

て
詳

し
く

解
説

し
た

「
チ

ャ
レ

ン
ジ

」
を

設
け

て
い

る
。

1
理

科
物

理
基

礎
改

訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

事
項

の
ま

と
め

と
と

も
に

具
体

的
な

例
に

つ
い

て
詳

し
く

解
説

し
た

「
特

講
」
を

設
け

て
い

る
。

1
理

科
科

学
と

人
間

生
活

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

テ
ー

マ
ご

と
に

簡
単

な
実

験
や

観
察

・
調

査
を

扱
っ

た
「
や

っ
て

み
よ

う
」
や

、
学

習
内

容
に

関
連

し
た

話
題

を
写

真
や

イ
ラ

ス
ト
付

き
で

取
り

上
げ

た
「
コ

ラ
ム

」
を

設
け

て
い

る
。

（
創

造
表

現
コ

ー
ス

）

③
数

学
数

学
演

習
β

別
の

方
法

で
考

え
て

み
る

、
理

由
を

説
明

す
る

な
ど

、
系

統
立

て
た

理
解

に
繋

が
る

た
め

の
「
深

め
る

」
を

適
切

な
場

面
で

設
け

て
い

る
。

（
創

造
表

現
コ

ー
ス

）

③
数

学
数

学
演

習
Ｂ

学
習

内
容

を
振

り
返

り
な

が
ら

系
統

性
を

持
た

せ
て

反
復

の
演

習
が

で
き

る
よ

う
、

節
末

問
題

に
関

連
す

る
内

容
の

参
照

ペ
ー

ジ
を

示
し

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
数

学
数

学
演

習
Ａ

学
習

内
容

を
振

り
返

り
な

が
ら

系
統

性
を

持
た

せ
て

反
復

の
演

習
が

で
き

る
よ

う
、

節
末

問
題

に
関

連
す

る
内

容
の

参
照

ペ
ー

ジ
を

示
し

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

７
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
基

町
高

等
学

校

　
　

校
長

名
德

丸
　

憲
之

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

1
8
3

第
一

物
理

7
0
9

高
等

学
校

　
物

理
○

○
◎

選
定

6
1

啓
林

館
化

基
0
6
1
-
9
0
1

高
等

学
校

 化
学

基
礎

 改
訂

版
○

○
◎

選
定

7
実

教
化

基
0
0
7
-
9
0
1

化
学

基
礎

 a
ca

d
em

ia
　

新
訂

版
○

○

6
1

啓
林

館
化

学
7
0
5

高
等

学
校

　
化

学
○

○
◎

選
定

7
実

教
化

学
7
0
3

化
学

　
ac

ad
em

ia
○

○

6
1

啓
林

館
化

学
7
0
5

高
等

学
校

　
化

学
○

○
◎

選
定

1
8
3

第
一

生
基

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

 生
物

基
礎

○
◎

○
選

定

1
0
4

数
研

生
基

1
0
4
-
9
0
2

改
訂

版
　

高
等

学
校

　
生

物
基

礎
○

○

1
8
3

第
一

生
基

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

 生
物

基
礎

○
◎

○
選

定

1
0
4

数
研

生
基

1
0
4
-
9
0
2

改
訂

版
　

高
等

学
校

　
生

物
基

礎
○

○

3
理

科
　

生
物

基
礎

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
写

真
と

キ
ー

ワ
ー

ド
を

複
数

掲
載

し
た

「
P
h
o
to

 G
al

le
ry

」
を

設
け

て
い

る
。

（
創

造
表

現
コ

ー
ス

）

1
理

科
　

生
物

基
礎

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
写

真
と

キ
ー

ワ
ー

ド
を

複
数

掲
載

し
た

「
P
h
o
to

 G
al

le
ry

」
を

設
け

て
い

る
。

③
理

科
化

学

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

日
常

的
な

化
学

反
応

や
状

態
変

化
を

理
論

的
に

扱
っ

た
「
大

学
へ

の
化

学
」
を

設
け

て
い

る
。

2
理

科
化

学

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

日
常

的
な

化
学

反
応

や
状

態
変

化
を

理
論

的
に

扱
っ

た
「
大

学
へ

の
化

学
」
を

設
け

て
い

る
。

2
理

科
化

学
基

礎
改

訂

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

を
踏

ま
え

て
課

題
解

決
に

向
け

た
実

験
計

画
を

立
案

す
る

「
ケ

ミ
探

 G
o
ld

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
理

科
物

理

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

事
項

を
応

用
し

た
内

容
に

つ
い

て
詳

し
く

解
説

し
た

「
チ

ャ
レ

ン
ジ

」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

８
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
基

町
高

等
学

校

　
　

校
長

名
德

丸
　

憲
之

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

1
8
3

第
一

生
物

7
0
5

高
等

学
校

　
生

物
○

○
◎

選
定

1
0
4

数
研

生
物

7
0
4

生
物

○
○

1
8
3

第
一

生
物

7
0
5

高
等

学
校

　
生

物
○

○
◎

選
定

6
1

啓
林

館
地

基
0
6
1
-
9
0
1

高
等

学
校

 地
学

基
礎

 改
訂

版
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

地
基

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
　

高
等

学
校

地
学

基
礎

○
○

6
1

啓
林

館
化

基
7
0
6

高
等

学
校

 化
学

基
礎

○
○

◎
選

定

1
8
3

第
一

生
基

7
1
0

高
等

学
校

　
生

物
基

礎
○

◎
○

選
定

6
1

啓
林

館
地

基
7
0
3

高
等

学
校

 地
学

基
礎

○
◎

○
選

定

③
理

科
地

学
演

習

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

を
進

め
て

い
く

際
の

着
眼

点
や

確
認

事
項

を
問

い
の

形
で

示
し

た
「
学

び
の

視
点

」
を

各
節

の
最

初
に

設
け

て
い

る
。

③
理

科
　

生
物

演
習

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
写

真
と

キ
ー

ワ
ー

ド
を

複
数

掲
載

し
た

「
P
h
o
to

 G
al

le
ry

」
を

設
け

て
い

る
。

③
理

科
化

学
演

習

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

課
題

を
解

決
し

た
り

、
理

解
を

深
め

る
「
探

究
」
や

「
ケ

ミ
探

 探
究

問
題

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

2
理

科
地

学
基

礎
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
学

の
学

習
内

容
に

関
連

し
た

偉
人

を
紹

介
し

た
「
人

物
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

③
理

科
　

生
物

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

観
察

・
実

験
に

よ
る

結
果

を
読

み
取

り
、

考
察

す
る

こ
と

で
、

思
考

力
・
判

断
力

・
表

現
力

を
伸

ば
す

「
特

講
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

2
理

科
　

生
物

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

観
察

・
実

験
に

よ
る

結
果

を
読

み
取

り
、

考
察

す
る

こ
と

で
、

思
考

力
・
判

断
力

・
表

現
力

を
伸

ば
す

「
特

講
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

９
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
基

町
高

等
学

校

　
　

校
長

名
德

丸
　

憲
之

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

　
改

訂
版

○
○

◎
選

定

1
8
3

第
一

保
体

1
8
3
-
9
0
1

1
8
3
‐
9
0
2

高
等

学
校

　
改

訂
版

　
保

健
体

育
T

ex
tb

oo
k
  

A
ct

iv
it
y

高
等

学
校

　
改

訂
版

　
保

健
体

育
A

ct
iv

it
y

○
○

5
0

大
修

館
保

体
7
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

○
○

◎
選

定

2
7

教
芸

音
Ⅰ

0
2
7
-
9
0
1

M
O

U
S
A

１
◎

○
○

選
定

8
9

友
社

音
Ⅰ

0
8
9
-
9
0
1

改
訂

版
　

O
N

! 
１

○
○

3
8

光
村

美
Ⅰ

0
3
8
-
9
0
1

美
術

１
◎

○
○

選
定

1
1
6

日
文

美
Ⅰ

1
1
6
-
9
0
1

新
・
高

校
生

の
美

術
１

○
○

3
8

光
村

書
Ⅰ

0
3
8
-
9
0
1

書
Ⅰ

◎
○

○
選

定

6
教

図
書

Ⅰ
0
0
6
-
9
0
1

書
Ⅰ

○
○

2
7

教
芸

音
Ⅰ

7
0
3

M
O

U
S
A

１
◎

○
○

選
定

③
芸

術
音

楽
表

現

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

音
楽

を
鑑

賞
す

る
際

の
着

眼
点

を
具

体
的

に
示

し
た

「
鑑

賞
の

ポ
イ

ン
ト
」
を

設
け

て
い

る
。

1
芸

術
書

道
Ⅰ

新
規

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
領

域
の

創
作

で
は

学
習

方
法

を
３

ス
テ

ッ
プ

の
手

順
で

わ
か

り
易

く
掲

載
し

て
い

る
。

1
芸

術
美

術
Ⅰ

新
規

生
徒

が
主

体
的

に
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

発
想

を
広

げ
、

構
想

を
練

る
た

め
の

手
だ

て
や

、
高

校
生

の
作

品
を

紹
介

す
る

「
発

想
の

ヒ
ン

ト
」
を

設
け

て
い

る
。

1
芸

術
音

楽
Ⅰ

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

、
創

作
や

歌
唱

に
お

け
る

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

づ
く

り
や

そ
の

た
め

の
工

夫
を

設
け

て
い

る
。

②
保

健
体

育
保

健

生
徒

が
発

展
的

な
内

容
を

学
習

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
項

目
の

内
容

を
さ

ら
に

掘
り

下
げ

る
関

連
情

報
や

具
体

的
で

取
り

組
み

や
す

い
発

展
的

な
課

題
を

「
特

設
」
に

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

1
保

健
体

育
保

健
改

訂

生
徒

が
発

展
的

な
内

容
を

学
習

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
項

目
の

内
容

を
さ

ら
に

掘
り

下
げ

る
関

連
情

報
や

具
体

的
で

取
り

組
み

や
す

い
発

展
的

な
課

題
を

「
特

設
」
に

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

１
０

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
基

町
高

等
学

校

　
　

校
長

名
德

丸
　

憲
之

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

1
1
6

日
文

美
Ⅰ

7
0
2

高
校

生
の

美
術

１
◎

○
○

選
定

6
教

図
書

Ⅰ
7
0
2

書
Ⅰ

◎
○

○
選

定

6
教

図
書

Ⅰ
7
0
3

書
Ⅰ

プ
ラ

イ
マ

リ
ー

ブ
ッ

ク
◎

○
○

選
定

6
1

啓
林

館
C

Ⅰ
0
6
1
-
9
0
1

R
ev

is
ed

 E
L
E
M

E
N

T
E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅰ

◎
○

○
選

定

1
5

三
省

堂
C

Ⅰ
0
1
5
-
9
0
1

C
R
O

W
N

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅰ

N
ew

 E
d
it
io

n
○

○

6
1

啓
林

館
C

Ⅱ
7
1
2

E
L
E
M

E
N

T
E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅱ

◎
○

○
選

定

9
開

隆
堂

C
Ⅱ

7
0
6

A
m

b
it
io

n
E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅱ

○
○

6
1

啓
林

館
C

Ⅲ
7
1
0

E
L
E
M

E
N

T
E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅲ

◎
○

○
選

定

2
東

書
C

Ⅲ
7
0
3

E
N

R
IC

H
 L

E
A

R
N

IN
G

E
N

G
L
IS

H
C

O
M

M
U

N
IC

A
T

IO
N

 Ⅲ
○

○

3
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅲ

ね
ら

い
に

応
じ

た
言

語
活

動
を

設
定

し
て

生
徒

の
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
の

終
わ

り
に

「
S
p
ea

ki
n
g」

と
「
W

ri
ti
n
g」

を
設

定
し

て
い

る
。

1
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
改

訂

ね
ら

い
に

応
じ

た
言

語
活

動
を

設
定

し
て

生
徒

の
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
の

終
わ

り
に

「
S
p
ea

ki
n
g&

W
ri

ti
n
g」

を
設

定
し

て
い

る
。

2
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ

ね
ら

い
に

応
じ

た
言

語
活

動
を

設
定

し
て

生
徒

の
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
の

終
わ

り
に

「
S
p
ea

ki
n
g」

と
「
W

ri
ti
n
g」

を
設

定
し

て
い

る
。

③
芸

術
　

書
道

表
現

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
主

体
的

に
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
学

び
の

道
し

る
べ

」
と

し
て

本
書

と
プ

ラ
イ

マ
リ
ー

ブ
ッ

ク
の

内
容

が
関

連
し

て
い

る
ペ

ー
ジ

や
、

学
習

に
役

立
つ

情
報

を
W

eb
サ

イ
ト
で

見
る

こ
と

が
で

き
る

Q
R
コ

ー
ド

を
適

宜
設

け
て

い
る

。

③
芸

術
　

書
道

表
現

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
主

体
的

に
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
学

び
の

道
し

る
べ

」
と

し
て

本
書

と
プ

ラ
イ

マ
リ
ー

ブ
ッ

ク
の

内
容

が
関

連
し

て
い

る
ペ

ー
ジ

や
、

学
習

に
役

立
つ

情
報

を
W

eb
サ

イ
ト
で

見
る

こ
と

が
で

き
る

Q
R
コ

ー
ド

を
適

宜
設

け
て

い
る

。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
芸

術
造

形
演

習

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

題
材

ご
と

に
、

「
学

び
の

目
標

」
・
「
学

習
ポ

イ
ン

ト
」
・
「
関

連
ペ

ー
ジ

へ
の

リ
ン

ク
」
等

を
設

け
て

い
る

。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

１
１

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
基

町
高

等
学

校

　
　

校
長

名
德

丸
　

憲
之

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

2
3
1

い
い

ず
な

論
Ⅰ

2
3
1
-
9
0
3

b
e 

E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
 Ⅰ

 S
m

ar
t　

N
ew

E
d
it
io

n
◎

○
○

選
定

9
開

隆
堂

論
Ⅰ

0
0
9
-
9
0
2

R
ev

is
ed

 A
p
p
la

u
se

 E
n
gl

is
h

L
o
gi

c 
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
 Ⅰ

○
○

2
3
1

い
い

ず
な

論
Ⅱ

7
1
7

b
e 

E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
 Ⅱ

 S
m

ar
t

◎
○

○
選

定

2
1
2

桐
原

論
Ⅱ

7
1
4

F
A

C
T

B
O

O
K

 E
n
gl

is
h

L
o
gi

c 
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
Ⅱ

○
○

2
1
2

桐
原

論
Ⅲ

7
1
0

F
A

C
T

B
O

O
K

 E
n
gl

is
h

L
o
gi

c 
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
Ⅲ

◎
○

○
選

定

2
3
1

い
い

ず
な

論
Ⅲ

7
1
3

b
e 

E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
 Ⅲ

 S
m

ar
t

○
○

6
1

啓
林

館
C

Ⅱ
7
1
2

E
L
E
M

E
N

T
E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
Ⅱ

◎
○

○
選

定

2
東

書
家

基
0
0
2
-
9
0
1

家
庭

基
礎

　
自

立
・
共

生
・
創

造
◎

〇
〇

選
定

6
教

図
家

基
0
0
6
-
9
0
1

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

に
つ

な
ぐ

家
庭

基
礎

〇
〇

2
東

書
情

報
Ⅰ

0
0
2
-
9
0
2

情
報

Ⅰ
　

S
te

p
 F

o
rw

ar
d
!

◎
○

◯
選

定

1
1
6

日
文

情
報

Ⅰ
1
1
6
-
9
0
1

情
報

Ⅰ
○

○

2
情

報
情

報
Ⅰ

改
訂

生
徒

が
自

ら
学

ぶ
意

欲
を

育
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

章
末

に
「
私

の
問

題
解

決
」
を

設
け

た
り

、
本

文
か

ら
一

歩
進

ん
だ

内
容

を
取

り
上

げ
た

「
プ

ラ
ス

ワ
ン

」
を

設
け

た
り

し
て

い
る

。

③
外

国
語

英
語

講
読

ね
ら

い
に

応
じ

た
言

語
活

動
を

設
定

し
て

生
徒

の
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
の

終
わ

り
に

「
S
p
ea

ki
n
g」

と
「
W

ri
ti
n
g」

を
設

定
し

て
い

る
。

1
家

庭
家

庭
基

礎
改

訂

生
徒

が
主

体
的

に
問

題
解

決
的

な
学

習
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
内

容
に

つ
い

て
調

べ
た

り
、

深
め

た
り

、
実

践
に

結
び

つ
け

た
り

す
る

「
T

R
Y

」
を

設
け

て
い

る
。

2
外

国
語

論
理

･表
現

Ⅱ
新

規

論
理

的
に

発
信

す
る

能
力

を
伸

ば
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
に

「
T

ip
s 

fo
r 

L
o
gi

ca
l

T
h
in

ki
n
g」

を
設

定
し

て
い

る
。

3
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅲ

「
書

く
こ

と
」
や

「
話

す
こ

と
」
に

係
る

能
力

を
言

語
活

動
を

通
し

て
伸

ば
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
に

「
S
p
ea

k 
A

ga
in

」
や

「
E
xt

ra
W

ri
ti
n
g」

を
設

定
し

て
い

る
。

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

1
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅰ

改
訂

論
理

的
に

発
信

す
る

能
力

を
伸

ば
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
に

「
L
o
gi

ca
l 
T

h
in

ki
n
g」

を
設

定
し

て
い

る
。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

１
２

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

令
和

7
年

7
月

4
日
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（様式４） 

 

広島市立基町高等学校令和８年度使用教科用図書選定委員会規約 

 

 （設置） 

第１条 広島市立基町高等学校（以下「学校」という。）において使用する教科用図書の選定につい

て審議するため、広島市立基町高等学校令和８年度使用教科用図書選定委員会（以下「選定委

員会」という。）を設置する。 

 

 （組織） 

第２条 選定委員会は、委員８人をもって組織する。 

 

 （委員） 

第３条 次に掲げる者を委員とする。 

(1) 学校の校長・教頭・事務長・教務主任 

(2) 保護者代表・学校運営協議会委員・学識経験者 

２ 委員の任命及び委嘱は校長が行う。 

３ 委員の任期は、委員会の開催日から開催年の８月末日までとする。 

 

 （委員長及び副委員長） 

第４条 選定委員会には、委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、校長とする。 

３ 副委員長は、委員の互選によってこれを定める。 

４ 委員長は、会務を掌理し、選定委員会を代表する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

 （会議） 

第５条 選定委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 選定委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 選定の内容については、教科用図書を採択する教育委員会の会議が開催されるまで非公開と 

する。 

 

 （調査員） 

第６条 選定委員会に、専門の事項を調査させるため、調査員を置く。 

２ 調査員は、学校の教諭のうちから、校長が任命する。 

 

 （庶務） 

第７条 選定委員会の庶務は、学校において処理する。 

 

 （委任規定） 

第８条 この規約に定めるもののほか、選定委員会の運営に関し必要な事項は、校長が定める。 

 

  附 則 

この規約は、令和 ７年 ６月 ２日から施行する。 
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 (様式１） 

 

令和７年 ７月４日 

 

広 島 市 教 育 長 様 

（学校教育部指導第二課） 

 

                     学校名  広島市立舟入高等学校  

 

                     教頭名  岡 谷  明 日 香    

 

令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書選定手順（報告） 

 

月日（曜日） 選 定 手 順 の 内 容 

５月２８日（水） 

 

６月 ２日（月） 

 

６月 ４日（水） 

 

６月 ４日（水） 

 

 

６月 ５日(木)～ 

 

６月２７日（金） 

７月 ２日（水） 

 

７月 ３日（木） 

 

７月 ４日（金） 

 

 

・ 令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書 

 採択事務説明会に出席する。 

・ 教頭は、校内における令和８年度使用教科用図書選定に係る事務の推

進を行うため「令和８年度使用教科用図書選定委員会」を設置する。 

・ 教頭は、選定委員を委嘱または任命する。 

・ 教頭は、調査員を任命する。 

・ 選定委員会において、教科用図書選定が適正かつ公正に行われるよう 

協議し、調査の観点及び視点を決定する。 

・ 選定委員会は、調査員に教科用図書を調査する観点及び視点を示す。 

 ・ 調査員は、選定委員会の依頼に基づき、教科書目録に記載されている 

教科用図書について、調査研究を行う。 

 ・ 調査員は、調査結果を選定委員に報告する。 

・ 選定委員会を開催し、令和８年度使用教科用図書について審議し、そ 

の結果を教頭に答申する。 

・ 教頭は、選定委員会からの答申に基づき、令和８年度使用教科用図書 

申請書を作成する。 

 ・ 教頭は、広島市教育委員会へ、令和８年度使用教科用図書申請書を提 

出する。 
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 (様式２） 

 

令和７年 ７月 ４日 

 

広 島 市 教 育 長 様 

（学校教育部指導第二課） 

 

                     学校名  広島市立舟入高等学校  

 

                     教頭名    岡谷 明日香      

 

令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書選定資料（報告） 

 

１ 学校の特色 

「おのれに徹して、人のために生きよう」を校訓として、これを指針としつつ、一

人ひとりの能力を最大限に伸ばし、チャレンジ精神豊かな教育の実践を目指してい

る。特に希望進路を保障する教科学力を育むことを目標として取り組んでいる。教育

課程は、国公立大学入試および私立大学入試に対応し、1・２年次は、英語・数学・

国語を中心とした基礎的な学力養成に重点を置いている。 

普通科普通においては、２年次から文科型と理科型に分かれ、それぞれの進路希望

や興味・関心に応じた教科・科目選択を行い、基礎的な知識・技能とそれらを活用し

て主体的に課題を解決するための思考力・判断力・表現力を育成することを目指して

いる。 

普通科国際コミュニケーションコースでは、国際理解教育やより実践的な英語教

育などを行う学校設定科目を配置するとともに、少人数授業を取り入れるなどコー

スの特色を生かした授業展開を行い、高い学力を備えたグローバル社会でのリーダ

ーとしての資質向上を図っている。 

２ 生徒の実態 

生徒は学習に主体的に取り組むことができる。普通科普通、国際コミュニケーション

コースともにほとんどの生徒が大学進学を希望しており、国公立大学への進学希望者が

多くを占めている。なかでも難関大学へ進学する生徒が増加しており、基礎的・基本的

な知識・技能の習得に加え、それらを活用した学習や探究的な学習を希望している。 

また、部活動を最後までやり遂げ、勉学との両立を目指している生徒が多い。 

３ 調査の観点及び視点 
 

 観点 視点 

① 知識及び技能の習得 
○単元の目標及びまとめの示し方 

○基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るための工夫 

② 思考力、判断力、表現力等の育成 

○各教科の見方・考え方を働かせ、思考力、判断力、表

現力を育成することができる工夫 

○ねらいに応じた言語活動の設定及びその工夫 

③ 主体的に学習に取り組む工夫 
○問題解決的な学習を実施するための工夫 

○興味・関心を高めるための工夫 

④ 内容の構成・配列・分量 
○年間の学習内容の見通しのもたせ方 

○単元や資料等の配列 

○系統性と反復性の工夫 

⑤ 内容の表現・表記 
○挿絵・写真等の活用 

○巻末資料の示し方 

○配色や文字の大きさ等の工夫 

 

22



（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
舟

入
高

等
学

校

　
　

教
頭

名
岡

谷
　

明
日

香
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

1
8
3

第
一

現
国

7
1
3

高
等

学
校

　
現

代
の

国
語

○
◎

○
選

定

5
0

大
修

館
現

国
0
5
0
-
9
0
1

現
代

の
国

語
　

改
訂

版
○

○

1
8
3

第
一

言
文

7
1
3

高
等

学
校

　
言

語
文

化
○

◎
○

選
定

5
0

大
修

館
言

文
0
5
0
-
9
0
1

言
語

文
化

　
改

訂
版

○
○

2
東

書
論

国
7
0
2

精
選

論
理

国
語

○
◎

○
選

定

1
8
3

第
一

論
国

7
1
1

高
等

学
校

　
論

理
国

語
○

○

2
東

書
論

国
7
0
2

精
選

論
理

国
語

○
◎

○
選

定

1
5

三
省

堂
古

探
7
0
4

精
選

 古
典

探
究

 古
文

編
○

◎
○

選
定

2
東

書
古

探
7
0
2

精
選

古
典

探
究

　
古

文
編

○
○

1
5

三
省

堂
古

探
7
0
5

精
選

 古
典

探
究

 漢
文

編
○

◎
○

選
定

2
東

書
古

探
7
0
3

精
選

古
典

探
究

　
漢

文
編

○
○

ね
ら

い
に

応
じ

て
主

体
的

、
協

働
的

に
言

語
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

教
材

の
末

に
「
課

題
」
を

設
け

て
い

る
。

国
語

国
語

言
語

活
動

を
通

し
て

「
書

く
」
「
読

む
」
の

学
習

の
中

で
伝

え
合

う
力

を
養

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

読
解

し
た

こ
と

を
言

語
活

動
に

つ
な

げ
る

「
言

語
活

動
」
を

設
け

て
い

る
。

言
語

活
動

を
通

し
て

「
書

く
」
「
読

む
」
の

学
習

の
中

で
伝

え
合

う
力

を
養

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

読
解

し
た

こ
と

を
言

語
活

動
に

つ
な

げ
る

「
言

語
活

動
」
を

設
け

て
い

る
。

ね
ら

い
に

応
じ

て
主

体
的

、
協

働
的

に
言

語
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

教
材

の
末

に
「
課

題
」
を

設
け

て
い

る
。

現
代

の
国

語 古
典

探
究

国
語

選
定

ね
ら

い
に

応
じ

た
言

語
活

動
に

主
体

的
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
具

体
的

な
学

習
テ

ー
マ

と
事

例
を

示
し

た
単

元
と

し
て

「
言

語
活

動
」
を

設
け

て
い

る
。

科
目

名
新

規
の

選
定

学 年 1

令
和

7
年

7
月

4
日

教
科

書
の

記
号

、
番

号

論
理

国
語

ね
ら

い
に

応
じ

た
言

語
活

動
に

主
体

的
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
教

材
末

に
具

体
的

な
学

習
テ

ー
マ

と
事

例
を

示
し

た
「
言

語
活

動
」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

１
）

国
語

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

論
理

国
語

教
科

名

国
語

古
典

探
究

発
行

者
の

番
号

、
略

称

観
点

の
評

価

2

書
　

名

言
語

文
化

2
国

語
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
舟

入
高

等
学

校

　
　

教
頭

名
岡

谷
　

明
日

香
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

1
5

三
省

堂
古

探
7
0
4

精
選

 古
典

探
究

 古
文

編
○

◎
○

選
定

1
5

三
省
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7
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究
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○
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。
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番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

③
国

語
古

典
探

究

ね
ら

い
に

応
じ

て
主

体
的

、
協

働
的

に
言

語
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

教
材

の
末

に
「
課

題
」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
国

語
古

典
探

究

2
地

理
歴

史
地

理
総

合
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

世
界

各
地

の
現

状
や

課
題

に
目

を
向

け
る

こ
と

が
で

き
る

地
域

特
集

ペ
ー

ジ
「
G

lo
b
al

 E
ye

」
を

設
け

て
い

る
。

2
地

理
歴

史
地

理
総

合
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

先
人

の
防

災
に

対
す

る
知

恵
や

努
力

を
紹

介
す

る
コ

ラ
ム

「
先

人
の

知
恵

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

世
界

各
地

の
現

状
や

課
題

に
目

を
向

け
る

こ
と

が
で

き
る

地
域

特
集

ペ
ー

ジ
「
F
O

C
U

S
」
を

設
け

て
い

る
。

3
地

理
歴

史
地

理
探

究

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

高
め

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

新
し

い
動

き
や

発
展

的
な

内
容

を
紹

介
し

た
「
深

め
る

」
を

設
け

て
い

る
。

③
地

理
歴

史
地

理
探

究
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
舟

入
高

等
学

校

　
　

教
頭

名
岡

谷
　

明
日

香
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

8
1

山
川

歴
総

0
8
1
-
9
0
2

現
代

の
歴

史
総

合
み

る
・
読

み
と

く
・
考

え
る

 改
訂

版
◎

〇
〇

選
定

4
6

帝
国

歴
総

0
4
6
-
9
0
1

明
解

　
歴

史
総

合
〇

〇

8
1

山
川

日
探

7
0
5

詳
説

日
本

史
◎

〇
〇

選
定

1
8
3

第
一

日
探

7
0
7

高
等

学
校

　
日

本
史

探
究

〇
〇

8
1

山
川

日
探

7
0
5

詳
説

日
本

史
◎

〇
〇

選
定

1
8
3

第
一

日
探

7
0
7

高
等

学
校

　
日

本
史

探
究

〇
〇

8
1

山
川

日
探

7
0
5

詳
説

日
本

史
◎

〇
〇

選
定

8
1

山
川

世
探

7
0
4

詳
説

世
界

史
◎

〇
〇

選
定

1
8
3

第
一

世
探

7
0
7

高
等

学
校

　
世

界
史

探
究

〇
〇

8
1

山
川

世
探

7
0
4

詳
説

世
界

史
◎

〇
〇

選
定

1
8
3

第
一

世
探

7
0
7

高
等

学
校

　
世

界
史

探
究

〇
〇

書
　

名
観

点
の

評
価

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

ご
と

に
導

入
図

版
と

複
数

の
問

い
を

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

３
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

2
地

理
歴

史
日

本
史

探
究

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

様
々

な
災

害
と

日
本

を
取

り
上

げ
、

災
害

と
い

う
課

題
か

ら
、

歴
史

を
考

え
る

「
現

代
日

本
の

課
題

の
探

究
」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

1
地

理
歴

史
歴

史
総

合

③
地

理
歴

史
日

本
史

研
究

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

様
々

な
災

害
と

日
本

を
取

り
上

げ
、

災
害

と
い

う
課

題
か

ら
、

歴
史

を
考

え
る

「
現

代
日

本
の

課
題

の
探

究
」
を

設
け

て
い

る
。

3
地

理
歴

史
日

本
史

探
究

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

様
々

な
災

害
と

日
本

を
取

り
上

げ
、

災
害

と
い

う
課

題
か

ら
、

歴
史

を
考

え
る

「
現

代
日

本
の

課
題

の
探

究
」
を

設
け

て
い

る
。

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

を
図

や
写

真
と

と
も

に
構

造
的

に
ま

と
め

た
「
第

○
部

を
学

ぶ
前

に
」
を

、
第

Ⅰ
部

か
ら

第
Ⅲ

部
冒

頭
に

設
け

て
い

る
。

2
地

理
歴

史
世

界
史

探
究

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

を
図

や
写

真
と

と
も

に
構

造
的

に
ま

と
め

た
「
第

○
部

を
学

ぶ
前

に
」
を

、
第

Ⅰ
部

か
ら

第
Ⅲ

部
冒

頭
に

設
け

て
い

る
。

3
地

理
歴

史
世

界
史

探
究
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
舟

入
高

等
学

校

　
　

教
頭

名
岡

谷
　

明
日

香
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

8
1

山
川

世
探

7
0
4

詳
説

世
界

史
◎

〇
〇

選
定

1
8
3

第
一

公
共

1
8
3
-
9
0
2

高
等

学
校

　
改

訂
版

　
新

公
共

◎
〇

〇
選

定

1
0
4

数
研

公
共

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
　

公
共

〇
〇

 2
東

書
政

経
7
0
1

政
治

・
経

済
◎

〇
〇

選
定

1
8
3

第
一

政
経

7
0
6

高
等

学
校

　
政

治
・
経

済
　

〇
〇

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
　

数
学

Ⅰ
◎

〇
〇

選
定

7
実

教
数

Ⅰ
0
0
7
-
9
0
1

数
学

Ⅰ
　

P
ro

gr
es

s　
新

訂
版

〇
〇

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
0
9

数
学

Ⅱ
◎

〇
〇

選
定

7
実

教
数

Ⅱ
7
0
3

数
学

Ⅱ
　

P
ro

gr
es

s
〇

〇

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
0
9

数
学

Ⅱ
◎

〇
〇

選
定

書
　

名
観

点
の

評
価

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

を
図

や
写

真
と

と
も

に
構

造
的

に
ま

と
め

た
「
第

○
部

を
学

ぶ
前

に
」
を

、
第

Ⅰ
部

か
ら

第
Ⅲ

部
冒

頭
に

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

４
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

2
公

民
公

共
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

身
近

な
話

題
や

具
体

的
な

事
例

を
「
導

入
資

料
」
に

ま
と

め
る

と
と

も
に

、
テ

ー
マ

の
本

質
に

せ
ま

る
問

い
と

し
て

「
課

題
」
を

設
定

し
て

い
る

。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
地

理
歴

史
世

界
史

研
究

1
数

学
数

学
Ⅰ

改
訂

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

章
の

は
じ

め
に

習
得

で
き

る
こ

と
を

「
目

標
」
と

し
て

ま
と

め
て

あ
る

。

3
公

民
政

治
・
経

済

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

１
８

歳
に

な
っ

た
ら

気
を

付
け

る
べ

き
点

を
解

説
し

た
「
１

８
歳

か
ら

の
社

会
参

画
」
を

設
け

て
い

る
。

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

章
の

は
じ

め
に

習
得

で
き

る
こ

と
を

「
目

標
」
と

し
て

ま
と

め
て

あ
る

。

1
数

学
数

学
Ⅱ

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

章
の

は
じ

め
に

習
得

で
き

る
こ

と
を

「
目

標
」
と

し
て

ま
と

め
て

あ
る

。

②
数

学
数

学
Ⅱ
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
舟

入
高

等
学

校

　
　

教
頭

名
岡

谷
　

明
日

香
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

1
0
4

数
研

数
Ⅲ

7
0
8

数
学

Ⅲ
◎

〇
〇

選
定

7
実

教
数

Ⅲ
7
0
3

数
学

Ⅲ
　

P
ro

gr
es

s
〇

〇

1
0
4

数
研

数
Ａ

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
　

数
学

Ａ
◎

〇
〇

選
定

7
実

教
数

Ａ
0
0
7
-
9
0
1

数
学

Ａ
　

P
ro

gr
es

s　
新

訂
版

〇
〇

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
0

数
学

Ｂ
◎

〇
〇

選
定

7
実

教
数

Ｂ
7
0
4

数
学

Ｂ
　

P
ro

gr
es

s
〇

〇

1
0
4

数
研

数
C

7
0
8

数
学

C
◎

〇
〇

選
定

7
実

教
数

C
7
0
3

数
学

C
　

P
ro

gr
es

s
〇

〇

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
0
9

数
学

Ⅱ
〇

◎
〇

選
定

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
0

数
学

Ｂ
〇

◎
〇

選
定

書
　

名
観

点
の

評
価

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

章
の

は
じ

め
に

習
得

で
き

る
こ

と
を

「
目

標
」
と

し
て

ま
と

め
て

あ
る

。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

５
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

1
数

学
数

学
A

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

見
方

を
変

え
て

考
え

て
み

る
た

め
の

問
題

を
「
深

め
る

」
と

し
て

適
宜

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

3
数

学
数

学
Ⅲ

2
数

学
数

学
C

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

章
扉

に
「
目

標
」
を

設
け

る
と

と
も

に
、

数
学

と
日

常
生

活
の

関
連

を
ま

と
め

た
「
数

学
と

〇
〇

」
を

巻
末

に
設

け
て

い
る

。

2
数

学
数

学
B

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

章
の

は
じ

め
に

習
得

で
き

る
こ

と
を

「
目

標
」
と

し
て

ま
と

め
て

あ
る

。

学
習

内
容

の
定

着
に

応
じ

て
振

り
返

り
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
章

末
問

題
は

内
容

全
体

の
復

習
問

題
「
演

習
問

題
A

」
と

応
用

的
な

復
習

問
題

「
演

習
問

題
B

」
に

分
類

し
て

構
成

し
て

い
る

。

③
数

学
数

学
演

習
１

学
習

内
容

の
定

着
に

応
じ

て
振

り
返

り
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
章

末
問

題
は

内
容

全
体

の
復

習
問

題
「
演

習
問

題
A

」
と

応
用

的
な

復
習

問
題

「
演

習
問

題
B

」
に

分
類

し
て

構
成

し
て

い
る

。

③
数

学
数

学
演

習
２
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
舟

入
高

等
学

校

　
　

教
頭

名
岡

谷
　

明
日

香
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
0
9

数
学

Ⅱ
〇

◎
〇

選
定

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
0

数
学

Ｂ
〇

◎
〇

選
定

1
0
4

数
研

数
Ａ

7
1
2

数
学

Ａ
〇

◎
〇

選
定

1
0
4

数
研

物
基

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
　

物
理

基
礎

○
○

◎
選

定

1
8
3

第
一

物
基

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

　
改

訂
　

物
理

基
礎

○
○

1
0
4

数
研

物
理

7
0
6

物
理

 
○

○
◎

選
定

1
8
3

第
一

物
理

7
0
9

高
等

学
校

　
物

理
○

○

1
0
4

数
研

物
理

7
0
6

物
理

 
○

○
◎

選
定

書
　

名
観

点
の

評
価

学
習

内
容

の
定

着
に

応
じ

て
振

り
返

り
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
章

末
問

題
は

内
容

全
体

の
復

習
問

題
「
演

習
問

題
A

」
と

応
用

的
な

復
習

問
題

「
演

習
問

題
B

」
に

分
類

し
て

構
成

し
て

い
る

。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

６
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

③
数

学
数

学
演

習
Ｂ

学
習

内
容

の
定

着
に

応
じ

て
振

り
返

り
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
章

末
問

題
は

内
容

全
体

の
復

習
問

題
「
演

習
問

題
A

」
と

応
用

的
な

復
習

問
題

「
演

習
問

題
B

」
に

分
類

し
て

構
成

し
て

い
る

。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
数

学
数

学
演

習
Ａ

2
理

科
物

理
基

礎
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

が
日

常
生

活
や

社
会

と
ど

の
よ

う
に

関
わ

っ
て

い
る

か
他

教
科

・
科

目
と

関
連

付
け

な
が

ら
紹

介
し

た
「
コ

ラ
ム

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

③
数

学
数

学
演

習
C

学
習

内
容

の
定

着
に

応
じ

て
振

り
返

り
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
章

末
問

題
は

内
容

全
体

の
復

習
問

題
「
演

習
問

題
A

」
と

応
用

的
な

復
習

問
題

「
演

習
問

題
B

」
に

分
類

し
て

構
成

し
て

い
る

。

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

を
も

と
に

思
考

力
を

働
か

せ
な

が
ら

、
日

常
に

お
こ

る
現

象
を

考
察

す
る

「
思

考
学

習
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

2
理

科
物

理

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

を
も

と
に

思
考

力
を

働
か

せ
な

が
ら

、
日

常
に

お
こ

る
現

象
を

考
察

す
る

「
思

考
学

習
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

③
理

科
物

理
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
舟

入
高

等
学

校

　
　

教
頭

名
岡

谷
　

明
日

香
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

1
8
3

第
一

化
基

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

　
改

訂
　

化
学

基
礎

○
◎

○
選

定

1
0
4

数
研

化
基

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
　

化
学

基
礎

○
○

1
8
3

第
一

化
学

7
0
8

高
等

学
校

　
化

学
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

化
学

7
0
6

化
学

○
○

1
8
3

第
一

化
学

7
0
8

高
等

学
校

　
化

学
○

○
◎

選
定

1
0
4

数
研

生
基

1
0
4
-
9
0
2

改
訂

版
　

高
等

学
校

　
生

物
基

礎
○

○
◎

選
定

1
8
3

第
一

生
基

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

　
改

訂
　

生
物

基
礎

○
○

1
0
4

数
研

生
基

1
0
4
-
9
0
2

改
訂

版
　

高
等

学
校

　
生

物
基

礎
○

○
◎

選
定

1
8
3

第
一

生
基

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

　
改

訂
　

生
物

基
礎

○
○

1
0
4

数
研

生
物

7
0
4

生
物

○
◎

○
選

定

1
8
3

第
一

生
物

7
0
5

高
等

学
校

　
生

物
○

○

書
　

名
観

点
の

評
価

改
訂

理
科

の
見

方
・
考

え
方

を
働

か
せ

、
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

を
育

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

の
理

解
を

さ
ら

に
深

め
る

事
項

を
取

り
上

げ
た

「
P
lu

sα
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

７
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

2
理

科
化

学

理
科

の
見

方
・
考

え
方

を
働

か
せ

、
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

を
育

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

の
理

解
を

さ
ら

に
深

め
る

事
項

を
取

り
上

げ
た

「
P
lu

sα
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

1
理

科
化

学
基

礎

1
理

科
生

物
基

礎
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

生
物

学
の

発
展

に
重

要
な

役
割

を
果

た
し

た
研

究
を

「
探

究
の

歴
史

」
に

適
宜

設
け

て
い

る
。

③
理

科
化

学

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
日

常
生

活
に

お
け

る
身

近
な

化
学

の
話

題
を

取
り

扱
っ

た
「
P
lu

sα
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

理
科

の
見

方
・
考

え
方

を
働

か
せ

、
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

を
育

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

生
物

学
的

な
思

考
力

を
養

う
考

察
問

題
を

扱
う

「
思

考
学

習
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

2
理

科
生

物
基

礎
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

生
物

学
の

発
展

に
重

要
な

役
割

を
果

た
し

た
研

究
を

「
探

究
の

歴
史

」
に

適
宜

設
け

て
い

る
。

（
国

際
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
）

2
理

科
生

物
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
舟

入
高

等
学

校

　
　

教
頭

名
岡

谷
　

明
日

香
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

1
0
4

数
研

生
物

7
0
4

生
物

○
○

◎
選

定

1
0
4

数
研

地
基

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
　

高
等

学
校

 地
学

基
礎

○
○

◎
選

定

6
1

啓
林

館
地

基
0
6
1
-
9
0
1

高
等

学
校

 地
学

基
礎

　
改

訂
版

○
○

1
8
3

第
一

化
基

7
1
1

高
等

学
校

　
化

学
基

礎
○

○
◎

選
定

1
0
4

数
研

生
基

7
0
8

高
等

学
校

　
生

物
基

礎
○

○
◎

選
定

1
0
4

数
研

地
基

7
0
4

高
等

学
校

 地
学

基
礎

○
○

◎
選

定

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

　
改

訂
版

〇
◎

〇
選

定

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
2

新
高

等
保

健
体

育
　

改
訂

版
〇

〇

書
　

名
観

点
の

評
価

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

を
も

と
に

思
考

力
を

働
か

せ
、

日
常

に
お

け
る

生
物

的
現

象
を

考
察

す
る

「
思

考
学

習
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

８
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

2
理

科
地

学
基

礎
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
読

み
物

や
、

身
近

な
話

題
、

職
業

紹
介

を
他

教
科

・
科

目
と

関
連

付
け

な
が

ら
取

り
上

げ
た

「
コ

ラ
ム

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
理

科
生

物

③
理

科
生

物
演

習

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

に
関

連
し

た
身

近
な

話
題

や
、

日
常

生
活

に
か

か
わ

り
の

深
い

内
容

を
扱

っ
た

「
コ

ラ
ム

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

③
理

科
化

学
演

習

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
実

験
と

共
に

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
パ

ソ
コ

ン
を

利
用

し
て

実
験

動
画

を
視

聴
す

る
こ

と
が

で
き

る
二

次
元

コ
ー

ド
を

掲
載

し
て

い
る

。

ね
ら

い
に

応
じ

た
言

語
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
内

容
に

応
じ

た
課

題
を

学
習

方
法

と
と

も
に

設
定

し
て

い
る

。

③
理

科
地

学
演

習

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
読

み
物

や
、

身
近

な
話

題
、

職
業

紹
介

を
取

り
上

げ
た

「
コ

ラ
ム

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

1
保

健
体

育
保

健
改

訂
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
舟

入
高

等
学

校

　
　

教
頭

名
岡

谷
　

明
日

香
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

5
0

大
修

館
保

体
7
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

〇
◎

〇
選

定

2
7

教
芸

音
Ⅰ

0
2
7
-
9
0
2

高
校

生
の

音
楽

1
◎

○
○

選
定

5
0

大
修

館
音

Ⅰ
0
5
0
-
9
0
1

音
楽

Ⅰ
　

改
訂

版
　

T
u
tt

i＋
○

○

5
0

大
修

館
音

Ⅱ
7
0
1

音
楽

Ⅱ
　

T
u
tt

i＋
○

◎
○

選
定

2
7

教
芸

音
Ⅱ

7
0
2

高
校

生
の

音
楽

2
○

○

2
7

教
芸

音
Ⅲ

7
0
1

Jo
y 

o
f 
M

u
si

c
◎

○
○

選
定

8
9

友
社

音
Ⅲ

7
0
2

O
N

!3
○

○

1
1
6

日
文

美
Ⅰ

1
1
6
-
9
0
1

新
・
高

校
生

の
美

術
１

◎
〇

〇
選

定

3
8

光
村

美
Ⅰ

0
3
8
-
9
0
1

美
術

１
〇

〇

3
8

光
村

美
Ⅱ

7
0
1

美
術

２
◎

〇
〇

選
定

1
1
6

日
文

美
Ⅱ

7
0
2

高
校

生
の

美
術

２
〇

〇

書
　

名
観

点
の

評
価

ね
ら

い
に

応
じ

た
言

語
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
内

容
に

応
じ

た
課

題
を

学
習

方
法

と
と

も
に

設
定

し
て

い
る

。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

９
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

1
芸

術
音

楽
Ⅰ

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

音
楽

と
は

何
か

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

項
目

「
音

楽
っ

て
何

だ
ろ

う
？

」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

②
保

健
体

育
保

健

3
芸

術
音

楽
Ⅲ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

鑑
賞

の
ポ

イ
ン

ト
と

共
に

楽
曲

に
関

わ
る

主
な

登
場

人
物

や
歴

史
的

背
景

等
を

わ
か

り
や

す
く

掲
載

し
て

い
る

。

2
芸

術
音

楽
Ⅱ

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

創
造

的
な

音
楽

活
動

を
展

開
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
ま

な
び

リ
ン

ク
」
「
R
ev

ie
w
」
「
音

の
ス

ケ
ッ

チ
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

作
品

の
制

作
過

程
を

詳
し

く
紹

介
す

る
「
作

家
の

手
法

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

1
芸

術
美

術
Ⅰ

新
規

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

、
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
題

材
の

ね
ら

い
を

「
問

い
か

け
」
と

し
て

示
し

て
い

る
。

2
芸

術
美

術
Ⅱ
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
舟

入
高

等
学

校

　
　

教
頭

名
岡

谷
　

明
日

香
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

1
1
6

日
文

美
Ⅲ

7
0
2

高
校

生
の

美
術

３
〇

◎
〇

選
定

3
8

光
村

美
Ⅲ

7
0
1

美
術

３
〇

〇

3
8

光
村

書
Ⅰ

0
3
8
-
9
0
1

書
Ⅰ

◎
○

○
選

定

2
東

書
書

Ⅰ
0
0
2
-
9
0
1

書
道

Ⅰ
○

○

3
8

光
村

書
Ⅱ

7
0
4

書
Ⅱ

◎
○

○
選

定

6
教

図
書

Ⅱ
7
0
2

書
Ⅱ

○
○

3
8

光
村

書
Ⅲ

7
0
3

書
Ⅲ

◎
○

○
選

定

2
東

書
書

Ⅲ
7
0
1

書
道

Ⅲ
○

○

6
1

啓
林

館
C
Ⅰ

0
6
1
-
9
0
1

R
ev

is
ed

 E
L
E
M

E
N

T
 E

n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅰ

◎
○

○
選

定

2
1
2

桐
原

C
Ⅰ

2
1
2
-
9
0
1

H
ea

rt
en

in
g 

E
n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅰ

 N
ew

E
d
it
io

n
○

○

6
1

啓
林

館
C

Ⅱ
7
1
2

E
L
E
M

E
N

T
 E

n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅱ

◎
○

○
選

定

1
5

三
省

堂
C

Ⅱ
7
0
7

C
R
O

W
N

 E
n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅱ

○
○

書
　

名
観

点
の

評
価

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

題
材

ご
と

の
学

習
の

ね
ら

い
を

示
し

た
「
ポ

イ
ン

ト
マ

ー
ク

」
と

、
ね

ら
い

を
三

つ
の

観
点

で
具

体
的

に
示

し
た

「
学

び
の

目
標

」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

１
０

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

1
芸

術
書

道
Ⅰ

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

漢
字

の
領

域
で

は
「
M

A
N

G
A

書
人

伝
」

を
、

各
領

域
の

創
作

で
は

学
習

方
法

を
３

ス
テ

ッ
プ

の
手

順
で

わ
か

り
易

く
掲

載
し

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

3
芸

術
美

術
Ⅲ

3
芸

術
書

道
Ⅲ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

書
に

関
す

る
理

論
、

論
考

、
格

言
な

ど
を

紹
介

す
る

「
書

論
」
を

設
け

て
い

る
。

2
芸

術
書

道
Ⅱ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

書
の

文
化

や
歴

史
へ

の
理

解
を

深
め

る
「
C

O
L
U

M
N

」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。

2
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ

多
様

な
言

語
活

動
を

通
し

て
学

習
内

容
を

深
め

、
４

技
能

５
領

域
に

お
い

て
総

合
的

な
言

語
力

を
育

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
課

の
終

わ
り

に
「
S
p
ea

ki
n
g」

と
「
W

ri
ti
n
g」

を
設

定
し

て
い

る
。

1
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
改

訂

多
様

な
言

語
活

動
を

通
し

て
学

習
内

容
を

深
め

、
４

技
能

５
領

域
に

お
い

て
総

合
的

な
言

語
力

を
育

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
課

の
終

わ
り

に
「
S
p
ea

ki
n
g&

W
ri

ti
n
g」

を
設

定
し

て
い

る
。
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
舟

入
高

等
学

校

　
　

教
頭

名
岡

谷
　

明
日

香
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

6
1

啓
林

館
C

Ⅲ
7
1
0

E
L
E
M

E
N

T
 E

n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅲ

◎
○

○
選

定

2
1
2

桐
原

C
Ⅲ

7
2
0

H
ea

rt
en

in
g 

E
n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅲ

○
○

2
3
1

い
い

ず
な

論
Ⅰ

2
3
1
-
9
0
3

b
e 

E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
Ⅰ

S
m

ar
t 

N
ew

E
d
it
io

n
◎

○
○

選
定

5
0

大
修

館
論

Ⅰ
0
5
0
-
9
0
1

G
en

iu
s 

E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
Ⅰ

R
ev

is
ed

○
○

5
0

大
修

館
論

Ⅱ
7
0
7

G
en

iu
s 

E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
Ⅱ

◎
○

○
選

定

6
1

啓
林

館
論

Ⅱ
7
0
8

V
is

io
n
 Q

u
es

t 
E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
 Ⅱ

 A
ce

○
○

5
0

大
修

館
論

Ⅲ
7
0
5

G
en

iu
s 

E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
 Ⅲ

◎
○

○
選

定

1
5

三
省

堂
論

Ⅲ
7
0
3

C
R
O

W
N

 L
o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
 Ⅲ

○
○

5
0

大
修

館
論

Ⅰ
7
0
7

G
en

iu
s 

E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
Ⅰ

◎
○

○
選

定

5
0

大
修

館
論

Ⅰ
7
0
7

G
en

iu
s 

E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
Ⅰ

◎
○

○
選

定

③
英

語
英

語
演

習

４
技

能
を

統
合

し
た

活
動

を
通

し
て

英
語

発
信

能
力

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

ユ
ニ

ッ
ト
の

終
わ

り
に

「
T

ry
 I
t 

O
u
t」

を
設

け
て

い
る

。
（
国

際
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
）

3
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅲ

４
技

能
を

統
合

し
た

活
動

を
通

し
て

英
語

発
信

能
力

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

ユ
ニ

ッ
ト
の

終
わ

り
に

「
T

ry
 I
t 

O
u
t」

を
設

け
て

い
る

。

③
英

語
P
u
b
lic

S
p
ea

ki
n
g

４
技

能
を

統
合

し
た

活
動

を
通

し
て

英
語

発
信

能
力

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

ユ
ニ

ッ
ト
の

終
わ

り
に

「
T

ry
 I
t 

O
u
t」

を
設

け
て

い
る

。
（
国

際
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
）

1
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅰ

新
規

言
語

活
動

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
論

理
的

思
考

力
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
「

L
o
g
i
c
a
l
 
T
h
i
n
k
i
n
g
」

を
各

単
元

末
に

設
け

て
い

る
。

2
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅱ

対
話

を
通

し
て

思
考

を
深

め
、

論
理

の
構

成
を

意
識

し
な

が
ら

自
身

の
考

え
を

発
信

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
「
B

ra
in

st
o
rm

in
g」

や
「
O

rg
an

iz
e 

yo
u
r 

id
ea

s」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

3
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅲ

多
様

な
言

語
活

動
を

通
し

て
学

習
内

容
を

深
め

、
４

技
能

５
領

域
に

お
い

て
総

合
的

な
言

語
力

を
育

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
課

の
終

わ
り

に
「
S
p
ea

ki
n
g」

と
「
W

ri
ti
n
g」

を
設

定
し

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

4
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

１
１

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
舟

入
高

等
学

校

　
　

教
頭

名
岡

谷
　

明
日

香
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

6
1

啓
林

館
C

Ⅰ
7
1
2

E
L
E
M

E
N

T
 E

n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅰ

◎
○

○
選

定

2
東

書
家

基
0
0
2
-
9
0
1

家
庭

基
礎

自
立

・
共

生
・
創

造
◎

○
○

選
定

1
8
3

第
一

家
基

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

版
 家

庭
基

礎
持

続
可

能
な

未
来

を
つ

く
る

○
○

2
東

書
情

Ⅰ
0
0
2
-
9
0
2

情
報

Ⅰ
S
te

p
 F

o
rw

ar
d
!

〇
◎

〇
選

定

7
実

教
情

Ⅰ
0
0
7
-
9
0
1

高
校

情
報

Ⅰ
 新

訂
版

〇
〇

1
家

庭
科

家
庭

基
礎

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

生
涯

を
見

通
す

こ
と

に
関

連
す

る
課

題
「
Ｔ

Ｒ
Ｙ

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

1
情

報
Ⅰ

情
報

Ⅰ
改

訂

学
習

内
容

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

ご
と

に
写

真
や

図
表

を
用

い
て

本
文

の
内

容
を

補
足

し
た

「
章

末
資

料
」
を

設
け

て
い

る
。

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
英

語
翻

訳
演

習

多
様

な
言

語
活

動
を

通
し

て
学

習
内

容
を

深
め

、
４

技
能

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
育

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
課

の
終

わ
り

に
「
S
p
ea
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設

定
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。

（
国

際
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
）

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

１
２

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

令
和

7
年

7
月

4
日
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（様式４） 

 

広島市立舟入高等学校令和８年度使用教科用図書選定委員会規約 

 

 （設置） 

第１条 広島市立舟入高等学校（以下「学校」という。）において使用する教科用図書の選定につい

て審議するため、広島市立舟入高等学校令和８年度使用教科用図書選定委員会（以下「選定委

員会」という。）を設置する。 

 

 （組織） 

第２条 選定委員会は、委員８人をもって組織する。 

 

 （委員） 

第３条 次に掲げる者を委員とする。 

(1) 学校の教頭・主幹教諭・事務長・教務主任 

(2) 保護者代表・学校運営協議会委員・学識経験者 

２ 委員の任命及び委嘱は教頭が行う。 

３ 委員の任期は、委員会の開催日から開催年の８月末日までとする。 

 

 （委員長及び副委員長） 

第４条 選定委員会には、委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、教頭とする。 

３ 副委員長は、委員の互選によってこれを定める。 

４ 委員長は、会務を掌理し、選定委員会を代表する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

 （会議） 

第５条 選定委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 選定委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 選定の内容については、教科用図書を採択する教育委員会の会議が開催されるまで非公開と 

する。 

 

 （調査員） 

第６条 選定委員会に、専門の事項を調査させるため、調査員を置く。 

２ 調査員は、学校の教諭のうちから、教頭が任命する。 

 

 （庶務） 

第７条 選定委員会の庶務は、学校において処理する。 

 

 （委任規定） 

第８条 この規約に定めるもののほか、選定委員会の運営に関し必要な事項は、教頭が定める。 

 

  附 則 

この規約は、令和 ７年 ６月 ２日から施行する。 
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 (様式１） 

 

令和７年 ７月 ８日 

 

広 島 市 教 育 長 様 

（学校教育部指導第二課） 

 

                     学校名  広島市立沼田高等学校   

 

                     校長名  三  浦  秀  行   

 

令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書選定手順（報告） 

 

月日（曜日） 選 定 手 順 の 内 容 

５月２８日（水） 

 

６月 ４日（水） 

 

６月 ４日（水） 

 

６月 ５日（木） 

 

 

６月 ６日（金）～ 

 

６月１９日（木） 

６月３０日（月） 

 

７月 １日（火） 

 

７月 ８日（火） 

 

 

・ 令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書 

 採択事務説明会に出席する。 

・ 校長は、校内における令和８年度使用教科用図書選定に係る事務の推

進を行うため「令和８年度使用教科用図書選定委員会」を設置する。 

・ 校長は、選定委員を委嘱または任命する。 

・ 校長は、調査員を任命する。 

・ 選定委員会において、教科用図書選定が適正かつ公正に行われるよう 

協議し、調査の観点及び視点を決定する。 

・ 選定委員会は、調査員に教科用図書を調査する観点及び視点を示す。 

 ・ 調査員は、選定委員会の依頼に基づき、教科書目録に記載されている 

教科用図書について、調査研究を行う。 

 ・ 調査員は、調査結果を選定委員に報告する。 

・ 選定委員会を開催し、令和８年度使用教科用図書について審議し、そ 

の結果を校長に答申する。 

・ 校長は、選定委員会からの答申に基づき、令和８年度使用教科用図書 

申請書を作成する。 

 ・ 校長は、広島市教育委員会へ、令和８年度使用教科用図書申請書を提 

出する。 
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 (様式２） 

 

令和７年 ７月 ８日 

 

広 島 市 教 育 長 様 

（学校教育部指導第二課） 

 

                     学校名 広島市立沼田高等学校   

 

                     校長名  三 浦  秀 行    

 

令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書選定資料（報告） 

 

 

１ 学校の特色 

昭和６０年（１９８５年）に設置された普通科の全日制高校で（体育コースは平成

２年度に設置）、「主体的に学び続け、果敢に挑戦する生徒の育成」を教育目標に掲

げ、「全ての教職員が一致協力し、生徒一人ひとりの未来を切り拓く力を引き出し、

グローバル化する社会の中で活躍できる人材を育成する学校」、「教育活動のあらゆ

る場面で規範意識を高めるとともに、生徒の自己指導能力を育成する学校」、「生徒

が誇りをもち、活力に満ち溢れ、地域から信頼される学校」をめざす学校像とし、

「習得した知識・技能を活用し、主体的に学び続ける」、「感情をコントロールし、

他者の立場で物事を考える」、「地域や社会で多様な考えを理解し、他者と協働して

課題を解決できる」、「進路実現に向け、見通しをもって計画的に行動し、果敢に挑

戦する」生徒を育成することを目的に、学力向上、競技力向上に積極的に取り組み、

勉学と部活動の両立を目指した教育活動を実践している。体育コースを中心とした部

活動では、毎年全国大会へ多くの種目が出場するなど、活躍をしている。 

 

 

２ 生徒の実態 

生徒のほとんどが進学希望であり、生徒の30～40％が国公立大学を志望し、40～

50％程度が私立大学・短期大学を志望している。最終結果においても、就職する生徒

は例年10名程度であり、大部分の生徒が進学を実現している。生徒の学力層は幅広

く、基礎・基本の定着に向けて、きめ細やかな指導が必要である。 

 

３ 調査の観点及び視点 
 

 観点 視点 

① 知識及び技能の習得 
○単元の目標及びまとめの示し方 

○基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るための工夫 

② 思考力、判断力、表現力等の育成 

○各教科の見方・考え方を働かせ、思考力、判断力、表

現力を育成することができる工夫 

○ねらいに応じた言語活動の設定及びその工夫 

③ 主体的に学習に取り組む工夫 
○問題解決的な学習を実施するための工夫 

○興味・関心を高めるための工夫 

④ 内容の構成・配列・分量 
○年間の学習内容の見通しのもたせ方 

○単元や資料等の配列 

○系統性と反復性の工夫 

⑤ 内容の表現・表記 
○挿絵・写真等の活用 

○巻末資料の示し方 

○配色や文字の大きさ等の工夫 
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学 年 1

生
徒

が
読
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た

こ
と

を
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え
合
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た
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す
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徒

が
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活
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現
代

の
国

語 論
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国
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言
語

活
動

を
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思
考

力
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判

断
力

・
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現
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図
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こ
と

が
で

き
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よ
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、
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」
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現
活
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行
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材
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語
活

動
」
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設
け
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い
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。

令
和

８
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度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
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課
程
）
用
教
科
用
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書
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書

（
そ

の
１

）

国
語

選
　

　
定
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書
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る

べ
」
「
文

学
の

し
る
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科
目

名
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国
語

教
科

名

国
語

文
学
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語

発
行

者
の

番
号

、
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教
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2
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③
国

語

③21
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７
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８
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典
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て
い

る
。

③
国

語
国

語
演

習

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

読
書

の
幅

を
広

げ
る

こ
と

が
で

き
る

「
評

論
の

し
る

べ
」
「
文

学
の

し
る

べ
」
を

各
課

に
設

け
て

い
る

。
（
体

育
コ

ー
ス

）
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（
様

式
３

）

 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

令
和

７
年

 
７

月
 
８

日

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
沼

田
高

等
学

校

　
　

校
長

名
三

浦
　

秀
行

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

8
1

山
川

地
図

0
8
1
-
9
0
1

詳
解

現
代

地
図

 改
訂

版
◎

○
○

選
定

4
6

帝
国

地
図

0
4
6
-
9
0
1

新
詳

高
等

地
図

○
○

4
6

帝
国

地
探

7
0
2

新
詳

地
理

探
究

◎
○

○
選

定

2
東

書
地

探
7
0
1

地
理

探
究

○
○

1
3
0

二
宮

地
図

7
0
5

詳
解

現
代

地
図

　
最

新
版

◎
○

○
選

定

２
東

書
歴

総
0
0
2
-
9
0
1

歴
史

総
合

◎
○

○
選

定

２
東

書
歴

総
0
0
2
-
9
0
2

R
ea

d
&

T
h
in

k 
歴

史
総

合
○

○

8
1

山
川

日
探

7
0
5

詳
説

日
本

史
◎

○
○

選
定

1
8
3

第
一

日
探

7
0
7

高
等

学
校

　
日

本
史

探
究

○
○

8
1

山
川

日
探

7
0
5

詳
説

日
本

史
◎

○
○

選
定

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図

書
申

請
書

（
そ

の
３

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

2
地

理
歴

史
地

理
総

合
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
域

固
有

の
問

題
を

考
察

す
る

「
地

図
で

読
み

解
く

地
域

」
を

設
け

て
い

る
。

③
地

理
歴

史
地

理
探

究

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
域

固
有

の
問

題
を

考
察

す
る

「
地

図
で

読
み

解
く

地
域

」
を

設
け

て
い

る
。

3
地

理
歴

史
地

理
探

究

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
単

元
の

内
容

に
関

連
し

た
テ

ー
マ

に
つ

い
て

資
料

を
読

解
し

、
よ

り
深

く
考

察
す

る
特

設
ペ

ー
ジ

「
探

究
 T

R
Y

」
を

設
け

て
い

る
。

2
地

理
歴

史
日

本
史

探
究

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

身
の

周
り

の
も

の
の

歴
史

的
変

遷
に

つ
い

て
記

し
た

特
設

ペ
ー

ジ
「
暮

ら
し

の
な

か
の

歴
史

」
を

設
け

て
い

る
。

1
地

理
歴

史
歴

史
総

合
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

身
の

周
り

の
も

の
の

歴
史

的
変

遷
に

つ
い

て
記

し
た

特
設

ペ
ー

ジ
「
暮

ら
し

の
な

か
の

歴
史

」
を

設
け

て
い

る
。

③
地

理
歴

史
日

本
史

探
究

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

身
の

周
り

の
も

の
の

歴
史

的
変

遷
に

つ
い

て
記

し
た

特
設

ペ
ー

ジ
「
暮

ら
し

の
な

か
の

歴
史

」
を

設
け

て
い

る
。
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（
様

式
３

）

 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

令
和

７
年

 
７

月
 
８

日

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
沼

田
高

等
学

校

　
　

校
長

名
三

浦
　

秀
行

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

8
1

山
川

日
探

7
0
5

詳
説

日
本

史
◎

○
○

選
定

1
8
3

第
一

日
探

7
0
7

高
等

学
校

　
日

本
史

探
究

○
○

8
1

山
川

世
探

7
0
4

詳
説

世
界

史
○

◎
○

選
定

2
東

書
世

探
7
0
1

世
界

史
探

究
○

○

8
1

山
川

世
探

7
0
4

詳
説

世
界

史
○

◎
○

選
定

8
1

山
川

世
探

7
0
4

詳
説

世
界

史
○

◎
○

選
定

2
東

書
世

探
7
0
1

世
界

史
探

究
○

○

1
8
3

第
一

公
共

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

版
 公

共
◎

○
○

選
定

2
東

書
公

共
0
0
2
-
9
0
1

公
共

○
○

1
8
3

第
一

倫
理

7
0
5

高
等

学
校

　
倫

理
○

◎
○

選
定

3
5

清
水

倫
理

7
0
3

高
等

学
校

　
新

倫
理

○
○

観
点

の
評

価

新
規

生
徒

が
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
資

料
か

ら
情

報
を

読
み

と
い

て
考

察
し

、
対

話
的

な
活

動
を

促
す

「
読

み
と

い
て

み
よ

う
」
を

設
け

て
い

る
。

（
体

育
コ

ー
ス

）

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図

書
申

請
書

（
そ

の
４

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名

2
地

理
歴

史
世

界
史

探
究

生
徒

が
見

通
し

を
持

っ
て

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

部
の

最
初

に
「
第

○
部

を
学

ぶ
前

に
」
、

最
後

に
「
ま

と
め

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

3
地

理
歴

史
日

本
史

探
究

3
地

理
歴

史
世

界
史

探
究

生
徒

が
見

通
し

を
持

っ
て

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

部
の

最
初

に
「
第

○
部

を
学

ぶ
前

に
」
、

最
後

に
「
ま

と
め

」
を

掲
載

し
て

い
る

。
（
体

育
コ

ー
ス

）

③
地

理
歴

史
世

界
史

探
究

生
徒

が
見

通
し

を
持

っ
て

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

部
の

最
初

に
「
第

○
部

を
学

ぶ
前

に
」
、

最
後

に
「
ま

と
め

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

3
公

民
倫

理

生
徒

が
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
を

進
め

る
上

で
必

要
と

な
る

知
識

を
概

観
す

る
特

設
ペ

ー
ジ

「
C

L
O

S
E

U
P
」
を

設
け

て
い

る
。

2
公

民
公

共
改

訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
項

目
の

学
習

課
題

を
明

確
に

し
、

学
習

内
容

を
概

観
す

る
特

集
ペ

ー
ジ

「
S
tu

d
yM

A
P
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。
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（
様

式
３

）

 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

令
和

７
年

 
７

月
 
８

日

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
沼

田
高

等
学

校

　
　

校
長

名
三

浦
　

秀
行

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

1
8
3

第
一

政
経

7
0
6

高
等

学
校

　
政

治
・
経

済
○

○
◎

選
定

2
東

書
政

経
7
0
1

政
治

・
経

済
○

○

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
3

改
訂

版
　

高
等

学
校

　
数

学
Ⅰ

○
○

◎
選

定

6
1

啓
林

館
数

Ⅰ
7
0
9

数
学

Ⅰ
○

○

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
4

改
訂

版
　

新
編

　
数

学
Ⅰ

◎
○

○
選

定

6
1

啓
林

館
数

Ⅰ
7
1
0

新
編

数
学

Ⅰ
○

○

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
1
0

高
等

学
校

　
数

学
Ⅱ

○
◎

○
選

定

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
0
9

数
学

Ⅱ
○

○

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
1
1

新
編

　
数

学
Ⅱ

◎
○

○
選

定

6
1

啓
林

館
数

Ⅱ
7
0
7

新
編

数
学

Ⅱ
○

○

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
1
1

新
編

　
数

学
Ⅱ

◎
○

○
選

定

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図

書
申

請
書

（
そ

の
５

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

3
公

民
政

治
・
経

済

見
通

し
を

持
っ

て
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
節

の
最

初
に

公
共

で
学

習
し

た
基

本
的

概
念

を
振

り
返

る
と

と
も

に
学

習
目

標
や

事
項

を
取

り
上

げ
た

節
の

導
入

を
設

け
て

い
る

。

1
数

学
数

学
Ⅰ

改
訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

に
ウ

ォ
ー

ム
ア

ッ
プ

を
設

け
て

い
る

。
（
体

育
コ

ー
ス

）

1
数

学
数

学
Ⅰ

改
訂

学
習

内
容

を
振

り
返

り
な

が
ら

系
統

性
を

持
た

せ
て

反
復

の
演

習
が

で
き

る
よ

う
、

側
注

・
脚

注
に

計
算

過
程

や
補

足
説

明
を

入
れ

て
い

る
。

2
数

学
数

学
Ⅱ

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

に
ウ

ォ
ー

ム
ア

ッ
プ

を
設

け
て

い
る

。
（
体

育
コ

ー
ス

）

2
数

学
数

学
Ⅱ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
４

つ
の

テ
ー

マ
（
発

見
・
考

え
る

・
身

近
な

事
象

・
数

学
史

）
を

取
り

上
げ

た
「
コ

ラ
ム

」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。

③
数

学
数

学
Ⅱ

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

に
ウ

ォ
ー

ム
ア

ッ
プ

を
設

け
て

い
る

。
（
体

育
コ

ー
ス

）
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（
様

式
３

）

 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

令
和

７
年

 
７

月
 
８

日

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
沼

田
高

等
学

校

　
　

校
長

名
三

浦
　

秀
行

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

1
0
4

数
研

数
Ⅲ

7
0
9

高
等

学
校

　
数

学
Ⅲ

○
◎

○
選

定

1
0
4

数
研

数
Ⅲ

7
0
8

数
学

Ⅲ
○

○

1
0
4

数
研

数
Ａ

1
0
4
-
9
0
3

改
訂

版
　

高
等

学
校

　
数

学
A

○
◎

○
選

定

6
1

啓
林

館
数

A
7
0
9

数
学

A
○

○

1
0
4

数
研

数
Ａ

1
0
4
-
9
0
4

改
訂

版
　

新
編

　
数

学
A

◎
○

○
選

定

6
1

啓
林

館
数

A
0
6
1
-
9
0
4

新
編

数
学

A
　

改
訂

版
○

○

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
1

高
等

学
校

　
数

学
Ｂ

○
◎

○
選

定

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
0

数
学

Ｂ
○

○

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
1

高
等

学
校

　
数

学
Ｂ

○
○

◎
選

定

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
1

高
等

学
校

　
数

学
Ｂ

○
◎

○
選

定

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
0

数
学

Ｂ
○

○

観
点

の
評

価

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
４

つ
の

テ
ー

マ
（
発

見
・
考

え
る

・
身

近
な

事
象

・
数

学
史

）
を

取
り

上
げ

た
「
コ

ラ
ム

」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図

書
申

請
書

（
そ

の
６

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名

1
数

学
数

学
Ａ

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
４

つ
の

テ
ー

マ
（
発

見
・
考

え
る

・
身

近
な

事
象

・
数

学
史

）
を

取
り

上
げ

た
「
コ

ラ
ム

」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

3
数

学
数

学
Ⅲ

2
数

学
数

学
Ｂ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
４

つ
の

テ
ー

マ
（
発

見
・
考

え
る

・
身

近
な

事
象

・
数

学
史

）
を

取
り

上
げ

た
「
コ

ラ
ム

」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。

1
数

学
数

学
Ａ

改
訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

に
ウ

ォ
ー

ム
ア

ッ
プ

を
設

け
て

い
る

。
（
体

育
コ

ー
ス

）

3
数

学
数

学
Ｂ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
４

つ
の

テ
ー

マ
（
発

見
・
考

え
る

・
身

近
な

事
象

・
数

学
史

）
を

取
り

上
げ

た
「
コ

ラ
ム

」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。

③
数

学
数

学
Ｂ

学
習

内
容

を
振

り
返

り
な

が
ら

系
統

性
を

持
た

せ
て

反
復

の
演

習
が

で
き

る
よ

う
、

節
末

問
題

に
関

連
す

る
内

容
の

参
照

ペ
ー

ジ
を

示
し

て
い

る
。
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（
様

式
３

）

 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

令
和

７
年

 
７

月
 
８

日

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
沼

田
高

等
学

校

　
　

校
長

名
三

浦
　

秀
行

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
2

新
編

　
数

学
B

◎
○

○
選

定

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
1

高
等

学
校

　
数

学
Ｂ

○
○

1
0
4

数
研

数
C

7
0
9

高
等

学
校

　
数

学
C

○
◎

○
選

定

1
0
4

数
研

数
C

7
0
8

数
学

C
○

○

1
0
4

数
研

数
C

7
0
9

高
等

学
校

　
数

学
C

○
◎

○
選

定

1
0
4

数
研

数
C

7
0
8

数
学

C
○

○

1
0
4

数
研

数
C

7
0
9

高
等

学
校

　
数

学
C

○
○

◎
選

定

1
0
4

数
研

数
C

7
1
0

新
編

　
数

学
C

◎
○

○
選

定

1
0
4

数
研

数
C

7
0
9

高
等

学
校

　
数

学
C

○
○

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

7
1
3

高
等

学
校

　
数

学
Ⅰ

○
○

◎
選

定

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図

書
申

請
書

（
そ

の
７

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

3
数

学
数

学
Ｂ

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

に
ウ

ォ
ー

ム
ア

ッ
プ

を
設

け
て

い
る

。
（
体

育
コ

ー
ス

）

3
数

学
数

学
Ｃ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
４

つ
の

テ
ー

マ
（
発

見
・
考

え
る

・
身

近
な

事
象

・
数

学
史

）
を

取
り

上
げ

た
「
コ

ラ
ム

」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。

2
数

学
数

学
Ｃ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
４

つ
の

テ
ー

マ
（
発

見
・
考

え
る

・
身

近
な

事
象

・
数

学
史

）
を

取
り

上
げ

た
「
コ

ラ
ム

」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。

3
数

学
数

学
Ｃ

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

に
ウ

ォ
ー

ム
ア

ッ
プ

を
設

け
て

い
る

。
（
体

育
コ

ー
ス

）

③
数

学
数

学
Ｃ

学
習

内
容

を
振

り
返

り
な

が
ら

系
統

性
を

持
た

せ
て

反
復

の
演

習
が

で
き

る
よ

う
、

節
末

問
題

に
関

連
す

る
内

容
の

参
照

ペ
ー

ジ
を

示
し

て
い

る
。

③
数

学
数

学
基

礎
演

習

学
習

内
容

を
振

り
返

り
な

が
ら

系
統

性
を

持
た

せ
て

反
復

の
演

習
が

で
き

る
よ

う
、

節
末

問
題

に
関

連
す

る
内

容
の

参
照

ペ
ー

ジ
を

示
し

て
い

る
。
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（
様

式
３

）

 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

令
和

７
年

 
７

月
 
８

日

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
沼

田
高

等
学

校

　
　

校
長

名
三

浦
　

秀
行

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

7
1
3

高
等

学
校

　
数

学
Ⅰ

○
○

◎
選

定

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

7
1
4

新
編

　
数

学
Ⅰ

○
○

◎
選

定

1
8
3

第
一

科
人

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

 科
学

と
人

間
生

活
○

◎
○

選
定

6
1

啓
林

館
科

人
0
6
1
-
9
0
1

高
等

学
校

 科
学

と
人

間
生

活
改

訂
版

○
○

1
8
3

第
一

物
基

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

 物
理

基
礎

○
◎

○
選

定

1
0
4

数
研

物
基

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
　

物
理

基
礎

○
○

2
東

書
物

基
0
0
2
-
9
0
2

改
訂

 新
編

物
理

基
礎

◎
○

○
選

定

1
0
4

数
研

物
基

1
0
4
-
9
0
2

改
訂

版
　

新
編

　
物

理
基

礎
○

○

1
8
3

第
一

物
理

7
0
9

高
等

学
校

　
物

理
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

物
理

7
0
6

物
理

○
○

観
点

の
評

価

学
習

内
容

を
振

り
返

り
な

が
ら

系
統

性
を

持
た

せ
て

反
復

の
演

習
が

で
き

る
よ

う
、

節
末

問
題

に
関

連
す

る
内

容
の

参
照

ペ
ー

ジ
を

示
し

て
い

る
。

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図

書
申

請
書

（
そ

の
８

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名

③
数

学
数

学
演

習

学
習

内
容

の
定

着
に

応
じ

て
振

り
返

り
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
章

末
問

題
は

復
習

的
な

「
章

末
問

題
A

」
と

応
用

的
な

「
章

末
問

題
B

」
に

分
類

し
て

構
成

し
て

い
る

。
（
体

育
コ

ー
ス

）

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
数

学
数

学
総

合
演

習

2
理

科
物

理
基

礎
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
手

軽
に

実
施

で
き

る
ミ
ニ

実
験

を
取

り
上

げ
た

「
ぽ

け
っ

と
ラ

ボ
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

1
理

科
科

学
と

人
間

生
活

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
科

学
の

発
展

に
貢

献
し

た
人

物
を

取
り

上
げ

た
「
人

物
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

（
体

育
コ

ー
ス

）

2
理

科
物

理

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

手
軽

に
実

施
で

き
る

学
習

内
容

と
関

連
し

た
ミ
ニ

実
験

を
取

り
上

げ
た

「
ぽ

け
っ

と
ラ

ボ
」

を
適

宜
設

け
て

い
る

。

2
理

科
物

理
基

礎
改

訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

事
項

の
ま

と
め

と
と

も
に

反
復

練
習

す
る

こ
と

が
で

き
る

「
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
ド

リ
ル

」
を

設
け

て
い

る
。
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（
様

式
３

）

 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

令
和

７
年

 
７

月
 
８

日

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
沼

田
高

等
学

校

　
　

校
長

名
三

浦
　

秀
行

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

1
8
3

第
一

物
理

7
0
9

高
等

学
校

　
物

理
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

化
基

1
0
4
-
9
0
3

改
訂

版
　

新
編

　
化

学
基

礎
◎

○
○

選
定

2
東

書
化

基
0
0
2
-
9
0
2

改
訂

 新
編

化
学

基
礎

○
○

1
0
4

数
研

化
基

1
0
4
-
9
0
3

改
訂

版
　

新
編

　
化

学
基

礎
◎

○
○

選
定

2
東

書
化

基
0
0
2
-
9
0
2

改
訂

 新
編

化
学

基
礎

○
○

1
0
4

数
研

化
学

7
0
7

新
編

　
化

学
◎

○
○

選
定

7
実

教
化

学
7
0
4

化
学

○
○

1
0
4

数
研

化
学

7
0
7

新
編

　
化

学
◎

○
○

選
定

1
0
4

数
研

生
基

1
0
4
-
9
0
2

改
訂

版
　

高
等

学
校

　
生

物
基

礎
◎

○
○

選
定

7
実

教
生

基
0
0
7
-
9
0
1

生
物

基
礎

　
新

訂
版

○
○

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図

書
申

請
書

（
そ

の
９

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
理

科
物

理

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

手
軽

に
実

施
で

き
る

学
習

内
容

と
関

連
し

た
ミ
ニ

実
験

を
取

り
上

げ
た

「
ぽ

け
っ

と
ラ

ボ
」

を
適

宜
設

け
て

い
る

。

3
理

科
化

学
基

礎
改

訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

の
複

数
の

要
素

を
比

較
し

な
が

ら
重

要
事

項
を

整
理

し
た

「
重

要
事

項
の

ま
と

め
」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。
（
体

育
コ

ー
ス

）

1
理

科
化

学
基

礎
改

訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

の
複

数
の

要
素

を
比

較
し

な
が

ら
重

要
事

項
を

整
理

し
た

「
重

要
事

項
の

ま
と

め
」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。

③
理

科
化

学

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

事
項

の
複

数
の

要
素

を
比

較
し

て
整

理
し

た
「
重

要
事

項
の

ま
と

め
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

2
理

科
化

学

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

事
項

の
複

数
の

要
素

を
比

較
し

て
整

理
し

た
「
重

要
事

項
の

ま
と

め
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

2
理

科
生

物
基

礎
改

訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

に
入

る
前

に
生

徒
自

身
が

内
容

に
関

連
し

た
資

料
な

ど
を

も
と

に
考

え
る

「
Q

u
es

t」
を

各
章

に
設

け
て

い
る

。
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（
様

式
３

）

 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

令
和

７
年

 
７

月
 
８

日

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
沼

田
高

等
学

校

　
　

校
長

名
三

浦
　

秀
行

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

1
0
4

数
研

生
物

7
0
4

生
物

○
◎

○
選

定

7
実

教
生

物
7
0
2

生
物

○
○

1
0
4

数
研

生
物

7
0
4

生
物

○
◎

○
選

定

1
8
3

第
一

地
基

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

 地
学

基
礎

◎
○

○
選

定

6
1

啓
林

館
地

基
0
6
1
-
9
0
1

高
等

学
校

 地
学

基
礎

 改
訂

版
○

○

1
0
4

数
研

化
基

7
1
0

新
編

　
化

学
基

礎
◎

○
○

選
定

1
0
4

数
研

生
基

7
0
8

高
等

学
校

　
生

物
基

礎
◎

○
○

選
定

1
8
3

第
一

地
基

7
0
5

高
等

学
校

 地
学

基
礎

◎
○

○
選

定

観
点

の
評

価

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

に
関

連
し

た
話

題
を

取
り

上
げ

た
「
コ

ラ
ム

」
や

科
学

者
に

よ
る

研
究

の
足

跡
を

と
り

上
げ

た
「
探

究
の

歴
史

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図
書

申
請

書
（

そ
の

１
０

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名

③
理

科
生

物

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

に
関

連
し

た
話

題
を

取
り

上
げ

た
「
コ

ラ
ム

」
や

科
学

者
に

よ
る

研
究

の
足

跡
を

と
り

上
げ

た
「
探

究
の

歴
史

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

2
理

科
生

物

③
理

科
化

学
基

礎
演

習

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

の
複

数
の

要
素

を
比

較
し

な
が

ら
重

要
事

項
を

整
理

し
た

「
重

要
事

項
の

ま
と

め
」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。

2
理

科
地

学
基

礎
改

訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

事
項

の
理

解
の

定
着

度
を

単
元

ご
と

に
確

認
す

る
「
学

習
の

ま
と

め
」
を

設
け

て
い

る
。

③
理

科
地

学
基

礎
演

習

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

事
項

の
理

解
の

定
着

度
を

単
元

ご
と

に
確

認
す

る
「
学

習
の

ま
と

め
」
を

設
け

て
い

る
。

③
理

科
生

物
基

礎
演

習

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

に
入

る
前

に
生

徒
自

身
が

内
容

に
関

連
し

た
資

料
な

ど
を

も
と

に
考

え
る

「
Q

u
es

t」
を

各
章

に
設

け
て

い
る

。
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（
様

式
３

）

 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

令
和

７
年

 
７

月
 
８

日

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
沼

田
高

等
学

校

　
　

校
長

名
三

浦
　

秀
行

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

 改
訂

版
◎

○
○

選
定

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
2

新
高

等
保

健
体

育
 改

訂
版

○
○

5
0

大
修

館
保

体
7
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

◎
○

○
選

定

2
7

教
芸

音
Ⅰ

0
2
7
-
9
0
2

高
校

生
の

音
楽

１
◎

○
○

選
定

2
7

教
芸

音
Ⅰ

0
2
7
-
9
0
1

M
O

U
S
A

１
○

○

1
1
6

日
文

美
Ⅰ

1
1
6
-
9
0
1

新
・
高

校
生

の
美

術
１

◎
○

○
選

定

1
1
6

日
文

美
Ⅰ

7
0
2

高
校

生
の

美
術

１
○

○

３
８

光
村

書
Ⅰ

0
3
8
-
9
0
1

書
Ⅰ

◎
○

○
選

定

６
教

図
書

Ⅰ
0
0
6
-
9
0
1

書
Ⅰ

○
○

2
東

書
C

Ⅰ
0
0
2
-
9
0
2

P
o
w
er

 O
n

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
Ⅰ

R
ev

is
ed

◎
○

○
選

定

1
0
4

数
研

C
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
2

R
ev

is
ed

 B
IG

 D
IP

P
E
R

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
Ⅰ

○
○

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図
書

申
請

書
（

そ
の

１
１

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

問
い

を
出

発
点

と
し

て
学

び
に

つ
な

げ
る

「
音

楽
っ

て
何

だ
ろ

う
？

」
を

設
け

て
い

る
。

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

1
保

健
体

育
保

健
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

に
関

す
る

「
事

例
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

②
保

健
体

育
保

健

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

に
関

す
る

「
事

例
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

1
芸

術
音

楽
Ⅰ

改
訂

1
芸

術
美

術
Ⅰ

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

、
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
題

材
の

ね
ら

い
を

「
問

い
か

け
」
と

し
て

示
し

て
い

る
。

1
芸

術
書

道
Ⅰ

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

漢
字

の
領

域
で

は
「
M

A
N

G
A

書
人

伝
」

で
、

各
領

域
の

創
作

で
は

学
習

方
法

を
３

ス
テ

ッ
プ

の
手

順
で

わ
か

り
易

く
掲

載
し

て
い

る
。

1
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
新

規

各
レ

ッ
ス

ン
で

学
ん

だ
言

語
材

料
を

活
用

し
て

、
生

徒
が

自
分

自
身

の
こ

と
や

意
見

を
表

現
し

合
う

活
動

へ
と

繋
げ

ら
れ

る
よ

う
、

各
課

末
に

「
A

ct
io

n
!」

が
設

定
さ

れ
て

い
る

。
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（
様

式
３

）

 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

令
和

７
年

 
７

月
 
８

日

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
沼

田
高

等
学

校

　
　

校
長

名
三

浦
　

秀
行

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

1
0
4

数
研

C
Ⅱ

7
1
6

B
IG

 D
IP

P
E
R

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
Ⅱ

○
○

◎
選

定

2
東

書
C

Ⅱ
7
0
2

P
o
w
er

 O
n

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
Ⅱ

○
○

1
5

三
省

堂
C

Ⅲ
7
0
6

M
Y

 W
A

Y
 E

n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅲ

○
○

◎
選

定

9
開

隆
堂

C
Ⅲ

0
0
9
-
7
0
1

A
P
P
L
A

U
S
E

E
N

G
L
IS

H
 C

O
M

M
U

N
IC

A
T

IO
N

Ⅲ
○

○

6
1

啓
林

館
論

Ⅰ
0
6
1
-
9
0
2

R
ev

is
ed

 V
is

io
n
 Q

u
es

t 
E
n
gl

is
h

L
o
gi

c 
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
Ⅰ

S
ta

n
d
ar

d
○

○
◎

選
定

2
3
1

い
い

ず
な

論
Ⅰ

2
3
1
-
9
0
2

b
e 

E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c 
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
Ⅰ

 C
le

ar
N

ew
 E

d
it
io

n
○

○

6
1

啓
林

館
論

Ⅱ
7
0
9

V
i
s
i
o
n
 
Q
u
e
s
t
 
E
n
g
l
i
s
h
 
L
o
g
i
c

a
n
d
 
E
x
p
r
e
s
s
i
o
n
Ⅱ

H
o
p
e

◎
○

○
選

定

2
1
2

桐
原

論
Ⅱ

7
1
4

F
A
C
T
B
O
O
K
 
E
n
g
l
i
s
h
 
L
o
g
i
c

a
n
d
 
E
x
p
r
e
s
s
i
o
n
Ⅱ

○
○

2
3
1

い
い

ず
な

論
Ⅲ

7
1
2

b
e 

E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
 Ⅲ

C
le

ar
◎

○
○

選
定

1
5

三
省

堂
論

Ⅲ
7
0
4

M
Y

 W
A

Y
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
Ⅲ

○
○

1
5

三
省

堂
C

Ⅱ
7
0
8

M
Y

 W
A

Y
 E

n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅱ

◎
○

○
選

定

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図
書

申
請

書
（

そ
の

１
２

）

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由
教

科
書

の
記

号
、

番
号

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称

2
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅱ

新
規

言
語

活
動

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
論

理
的

思
考

力
を

育
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

「
L
o
gi

c 
F
o
cu

s」
を

単
元

末
に

設
定

し
て

い
る

。

3
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅲ

言
語

活
動

を
通

し
て

単
元

の
目

標
を

定
着

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
課

に
資

料
を

読
み

解
い

た
り

、
や

り
と

り
を

し
た

り
す

る
「
In

te
ra

ct
io

n
s」

を
設

定
し

て
い

る
。

③
外

国
語

実
践

英
語

言
語

活
動

を
通

し
て

バ
ラ

ン
ス

よ
く

４
技

能
の

能
力

を
伸

ば
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
「
A

ct
iv

it
y

C
o
rn

er
」
を

設
定

し
て

い
る

。

3
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅲ

単
元

の
目

標
や

言
語

活
動

の
目

的
や

場
面

、
状

況
を

明
確

に
し

て
学

習
が

進
め

ら
れ

る
よ

う
、

各
課

の
始

め
に

「
T

ar
ge

ts
!」

が
設

定
さ

れ
て

い
る

。

1
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅰ

改
訂

学
習

し
た

言
語

材
料

の
定

着
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

単
元

末
に

「
F
u
n
ct

io
n
」
を

設
け

て
い

る
。

2
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
新

規

単
元

の
目

標
を

明
確

に
し

て
学

習
を

進
め

ら
れ

る
よ

う
、

各
課

の
始

め
に

「
Y

o
u
r 

go
al

」
が

設
定

さ
れ

て
い

る
と

と
も

に
、

巻
末

の
「
C

an
-
D

o
L
is

t」
に

一
覧

に
し

て
単

元
の

目
標

が
示

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

よ
り

、
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。
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令
和

７
年

 
７

月
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日

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
沼

田
高

等
学

校

　
　

校
長

名
三

浦
　

秀
行

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

2
東

書
家

基
0
0
2
-
9
0
1

家
庭

基
礎

　
自

立
・
共

生
・
創

造
◎

○
○

選
定

6
教

図
家

基
0
0
6
-
9
0
2

家
庭

基
礎

　
つ

な
が

る
暮

ら
し

共
に

創
る

未
来

　
新

訂
版

○
○

2
東

書
家

基
0
0
2
-
9
0
1

家
庭

基
礎

　
自

立
・
共

生
・
創

造
◎

○
○

選
定

6
教

図
家

基
0
0
6
-
9
0
2

家
庭

基
礎

　
つ

な
が

る
暮

ら
し

共
に

創
る

未
来

　
新

訂
版

○
○

2
東

書
家

基
7
0
1

家
庭

基
礎

　
自

立
・
共

生
・
創

造
◎

○
○

選
定

1
8
3

第
一

情
Ⅰ

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

版
 情

報
Ⅰ

○
◎

○
選

定

7
実

教
情

報
Ⅰ

0
0
7
-
9
0
2

最
新

情
報

Ⅰ
 新

訂
版

○
○

1
家

庭
家

庭
基

礎
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

持
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

章
末

に
、

学
習

内
容

と
関

連
す

る
職

業
に

就
い

て
い

る
人

の
生

き
方

を
紹

介
し

た
「
私

の
キ

ャ
リ
ア

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図
書

申
請

書
（

そ
の

１
３

）

2
家

庭
家

庭
基

礎
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

持
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

章
末

に
、

学
習

内
容

と
関

連
す

る
職

業
に

就
い

て
い

る
人

の
生

き
方

を
紹

介
し

た
「
私

の
キ

ャ
リ
ア

」
を

掲
載

し
て

い
る

。
（
体

育
コ

ー
ス

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
書

　
名

観
点

の
評

価
選

定
選

　
　

定
　

　
の

　
　

理
　

　
由

教
科

書
の

記
号

、
番

号

③
家

庭
家

庭
演

習

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

持
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

章
末

に
、

学
習

内
容

と
関

連
す

る
職

業
に

就
い

て
い

る
人

の
生

き
方

を
紹

介
し

た
「
私

の
キ

ャ
リ
ア

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

1
情

報
情

報
Ⅰ

改
訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

持
っ

て
内

容
に

取
り

組
め

る
よ

う
、

学
習

内
容

に
関

連
し

た
情

報
を

掲
示

し
た

「
コ

ラ
ム

」
や

「
情

報
社

会
を

支
え

た
人

た
ち

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

51



（様式４） 

 

広島市立沼田高等学校令和８年度使用教科用図書選定委員会規約 

 

 （設置） 

第１条 広島市立沼田高等学校（以下「学校」という。）において使用する教科用図書の選定につい

て審議するため、広島市立沼田高等学校令和８年度使用教科用図書選定委員会（以下「選定委

員会」という。）を設置する。 

 

 （組織） 

第２条 選定委員会は、委員８人をもって組織する。 

 

 （委員） 

第３条 次に掲げる者を委員とする。 

(1) 学校の校長・教頭・主幹教諭・事務長・教務主任 

(2) 保護者代表・学校運営協議会委員・学識経験者 

２ 委員の任命及び委嘱は校長が行う。 

３ 委員の任期は、委員会の開催日から開催年の８月末日までとする。 

 

 （委員長及び副委員長） 

第４条 選定委員会には、委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、校長とする。 

３ 副委員長は、委員の互選によってこれを定める。 

４ 委員長は、会務を掌理し、選定委員会を代表する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

 （会議） 

第５条 選定委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 選定委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 選定の内容については、教科用図書を採択する教育委員会の会議が開催されるまで非公開と 

する。 

 

 （調査員） 

第６条 選定委員会に、専門の事項を調査させるため、調査員を置く。 

２ 調査員は、学校の教諭のうちから、校長が任命する。 

 

 （庶務） 

第７条 選定委員会の庶務は、学校において処理する。 

 

 （委任規定） 

第８条 この規約に定めるもののほか、選定委員会の運営に関し必要な事項は、校長が定める。 

 

  附 則 

この規約は、令和 ７年 ６月 ４日から施行する。 
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 (様式１） 

 

令和７年７月７日 

 

広 島 市 教 育 長 様 

（学校教育部指導第二課） 

 

                     学校名 広島市立美鈴が丘高等学校 

 

                     校長名   合 田  和 広   

 

令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書選定手順（報告） 

 

月日（曜日） 選 定 手 順 の 内 容 

５月２８日（水） 

 

５月２９日（木） 

 

６月１３日（金） 

 

６月１３日（金） 

 

 

６月１６日（月） 

～ 

 

７月 ４日（金） 

 

 

 

７月 ７日（月） 

 

・ 令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書採択

事務説明会に出席する。 

・ 校長は、校内における令和８年度使用教科用図書選定に係る事務の推進を

行うため「令和８年度使用教科用図書選定委員会」を設置する。 

・ 校長は、選定委員を委嘱または任命する。 

・ 校長は、調査員を任命する。 

・ 選定委員会において、教科用図書選定が適正かつ公正に行われるよう協議

し、調査の観点及び視点を決定する。 

・ 選定委員会は、調査員に教科用図書を調査する観点及び視点を示す。 

・ 調査員は、選定委員会の依頼に基づき、教科書目録に記載されている教科

用図書について、調査研究を行う。 

 ・ 調査員は、調査結果を選定委員に報告する。 

・ 選定委員会を開催し、令和８年度使用教科用図書について審議し、その結

果を校長に答申する。 

・ 校長は、選定委員会からの答申に基づき、令和８年度使用教科用図書申請

書を作成する。 

・ 校長は、広島市教育委員会へ、令和８年度使用教科用図書申請書を提出す

る。 
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 (様式２） 

 

令和７年７月７日 

 

広 島 市 教 育 長 様 

（学校教育部指導第二課） 

 

                     学校名 広島市立美鈴が丘高等学校 

 

                     校長名  合 田 和 広     

 

令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書選定資料（報告） 

 

１ 学校の特色 

佐伯区美鈴が丘団地の中に同名の小学校、中学校と隣接して位置する、各学年６クラ

ス合計１８クラスの中規模全日制高校である。令和７年度入学生から、新しい普通科で

ある「グローカル探究科」を設置し、校訓「進取・友愛・節度」のもと、高い志を持

ち、変化の激しい社会において自らの未来を切り開き、「地域共生社会」の担い手とな

る人材の育成を目指している。 

魅力ある高校づくりを目指し、これまでの少人数・習熟度別授業、中高連携、集中学

習会などの多方面にわたる積極的な取組に加え、探究活動の充実を図っている。また、

部活動やボランティア活動などの体育的、文化的活動も活発に行っている。 

生徒の希望する進路や充実した学校生活の実現に向けて、チーム担任制を導入するな

ど、きめ細かな指導に学校全体で取り組んでいる。 

 

２ 生徒の実態 

佐伯区の小高い団地の中にあるという地域性から地元出身の生徒が多く、在校生の多

くが佐伯区および西区在住である。地元地域以外からは、本校の教育方針に魅力を感じ

て入学を希望する生徒や、部活動を目的に本校を希望する生徒もいる。生徒の学力層は

幅広く、難関大学を目指す生徒から基礎・基本の定着を必要とする生徒まで多岐にわた

る。大半の生徒が進学を希望し、就職する生徒は例年数名である。毎年、３０名前後が

国公立大学へ進学するが、広島市内の私立大学への進学者が最も多い。学習に対する向

上心を持つ生徒が多く、部活動やボランティア活動などにも熱心に取り組んでいる。 

 

３ 調査の観点及び視点 
 

 観点 視点 

① 知識及び技能の習得 
○単元の目標及びまとめの示し方 

○基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るための工夫 

② 思考力、判断力、表現力等の育成 

○各教科の見方・考え方を働かせ、思考力、判断力、表

現力を育成することができる工夫 

○ねらいに応じた言語活用の設定及びその工夫 

③ 主体的に学習に取り組む工夫 
○問題解決的な学習を実施するための工夫 

○興味・関心を高めるための工夫 

④ 内容の構成・配列・分量 
○年間の学習内容の見通しのもたせ方 

○単元や資料等の配列 

○系統性と反復性の工夫 

⑤ 内容の表現・表記 
○挿絵・写真等の活用 

○巻末資料の示し方 

○配色や文字の大きさ等の工夫 
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
美

鈴
が

丘
高

等
学

校

　
　

校
長

名
合

田
　

和
広

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

2
東

書
現

国
0
0
2
-
9
0
3

現
代

の
国

語
〇

◎
○

選
定

1
8
3

第
一

現
国

1
8
3
-
9
0
2

高
等

学
校

 改
訂

版
 精

選
現

代
の

国
語

○
○

1
8
3

第
一

言
文

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

版
 精

選
言

語
文

化
◎

○
○

選
定

1
5

三
省

堂
言

文
0
1
5
-
9
0
1

精
選

 言
語

文
化

 改
訂

版
○

○

2
東

書
論

国
7
0
2

精
選

論
理

国
語

○
◎

○
選

定

5
0

大
修

館
論

国
7
0
6

新
編

 論
理

国
語

〇
〇

2
東

書
論

国
7
0
2

精
選

論
理

国
語

○
◎

○
選

定

1
8
3

第
一

古
探

7
1
9

高
等

学
校

　
精

選
古

典
探

究
○

◎
○

選
定

5
0

大
修

館
古

探
7
0
8

精
選

 古
典

探
究

〇
〇

1
8
3

第
一

古
探

7
1
9

高
等

学
校

　
精

選
古

典
探

究
○

◎
○

選
定

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

内
容

を
よ

り
深

め
る

た
め

の
課

題
を

設
定

し
た

「
言

語
活

動
」
を

各
単

元
末

に
設

け
て

い
る

。

国
語

国
語

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

内
容

を
よ

り
深

め
る

た
め

の
課

題
を

設
定

し
た

「
言

語
活

動
」
を

各
単

元
末

に
設

け
て

い
る

。

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

掲
載

教
材

に
関

連
す

る
テ

ー
マ

の
図

書
を

紹
介

し
た

｢読
書

案
内

｣を
設

け
て

い
る

。

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

掲
載

教
材

に
関

連
す

る
テ

ー
マ

の
図

書
を

紹
介

し
た

｢読
書

案
内

｣を
設

け
て

い
る

。

現
代

の
国

語 古
典

探
究

国
語

選
定

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

出
来

る
よ

う
、

内
容

が
関

連
す

る
教

材
名

と
掲

載
ペ

ー
ジ

を
示

し
た

「
関

連
教

材
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

科
目

名
新

規
の

選
定

学 年 1

令
和

7
年

7
月

7
日

教
科

書
の

記
号

、
番

号

新
規

論
理

国
語

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

教
材

本
文

と
あ

わ
せ

て
参

照
す

る
こ

と
が

で
き

る
「
旅

程
図

」
や

「
関

連
図

」
な

ど
の

図
版

資
料

を
適

宜
設

け
て

い
る

。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

１
）

国
語

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

古
典

探
究

新
規

教
科

名

国
語

論
理

国
語

発
行

者
の

番
号

、
略

称

観
点

の
評

価

③

書
　

名

言
語

文
化

③
国

語

221
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
美

鈴
が

丘
高

等
学

校

　
　

校
長

名
合

田
　

和
広

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

4
6

帝
国

地
総

0
4
6
-
9
0
1

高
等

学
校

　
新

地
理

総
合

○
◎

○
選

定

8
1

山
川

地
総

0
8
1
-
9
0
2

わ
た

し
た

ち
の

地
理

総
合

改
訂

版
○

○

8
1

山
川

地
図

0
8
1
-
9
0
1

詳
解

現
代

地
図

　
改

訂
版

○
◎

○
選

定

4
6

帝
国

地
図

0
4
6
-
9
0
1

新
詳

高
等

地
図

○
○

4
6

帝
国

地
探

7
0
2

新
詳

地
理

探
究

○
◎

○
選

定

8
1

山
川

地
探

7
0
3

地
理

探
究

○
○

1
3
0

二
宮

地
図

7
0
5

詳
解

現
代

地
図

　
最

新
版

○
◎

○
選

定

8
1

山
川

歴
総

0
8
1
－

9
0
2

現
代

の
歴

史
総

合
 み

る
・
読

み
と

く
・
考

え
る

　
改

訂
版

○
◎

○
選

定

4
6

帝
国

歴
総

0
4
6
－

9
0
1

明
解

　
歴

史
総

合
○

○

8
1

山
川

日
探

7
0
5

詳
説

日
本

史
◎

○
○

選
定

7
実

教
日

探
7
0
2

日
本

史
探

究
〇

○

書
　

名
観

点
の

評
価

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

自
然

災
害

や
言

語
・
宗

教
、

歴
史

的
背

景
、

産
業

と
い

っ
た

地
理

的
環

境
と

人
々

の
生

活
の

関
わ

り
を

具
体

的
に

扱
っ

た
「
選

択
事

例
」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

２
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

2
地

理
歴

史
地

理
総

合
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

テ
ー

マ
を

示
し

主
題

図
を

複
数

掲
載

し
た

「
地

図
で

読
み

解
く

地
域

」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

2
地

理
歴

史
地

理
総

合

③
地

理
歴

史
地

理
探

究

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

テ
ー

マ
を

示
し

主
題

図
を

複
数

掲
載

し
た

「
地

図
で

読
み

解
く

地
域

」
を

設
け

て
い

る
。

3
地

理
歴

史
地

理
探

究

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

複
数

の
主

題
図

や
写

真
資

料
か

ら
考

察
を

促
す

特
集

ペ
ー

ジ
「
探

究
Ｔ

Ｒ
Ｙ

」
を

設
け

て
い

る
。

2
地

理
歴

史
日

本
史

探
究

新
規

生
徒

の
思

考
を

深
め

、
探

究
的

な
学

び
が

実
現

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
ま

と
め

に
発

展
的

・
応

用
的

な
課

題
を

設
け

て
い

る
。

1
地

理
歴

史
歴

史
総

合
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

の
目

的
を

明
確

に
す

る
た

め
の

「
テ

ー
マ

全
体

の
問

い
」
と

、
そ

こ
へ

至
る

段
階

的
な

課
題

で
あ

る
「
テ

ー
マ

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
」
を

設
け

て
い

る
。
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
美

鈴
が

丘
高

等
学

校

　
　

校
長

名
合

田
　

和
広

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

8
1

山
川

世
探

7
0
4

詳
説

世
界

史
〇

◎
〇

選
定

4
6

帝
国

世
探

7
0
3

新
詳

世
界

史
探

究
〇

〇

7
実

教
日

探
7
0
2

日
本

史
探

究
○

○
◎

選
定

8
1

山
川

世
探

7
0
4

詳
説

世
界

史
〇

◎
〇

選
定

1
8
3

第
一

公
共

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

版
 公

共
○

◎
○

選
定

2
東

書
公

共
0
0
2
-
9
0
1

公
共

○
○

1
8
3

第
一

倫
理

7
0
5

高
等

学
校

　
倫

理
○

◎
○

選
定

2
東

書
倫

理
7
0
1

倫
理

○
○

2
東

書
政

経
7
0
1

政
治

・
経

済
○

○
◎

選
定

7
実

教
政

経
7
0
2

詳
述

政
治

・
経

済
○

○

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
節

の
冒

頭
に

「
時

代
ス

ケ
ー

ル
」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

３
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

2
地

理
歴

史
世

界
史

探
究

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

本
文

を
読

む
際

の
着

眼
点

と
な

る
「
Q

（
問

い
）
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由
書

　
名

観
点

の
評

価

③
地

理
歴

史
日

本
史

研
究

2
公

民
公

共
改

訂

生
徒

が
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
現

代
社

会
の

諸
課

題
を

複
数

の
視

点
か

ら
考

え
る

特
集

ペ
ー

ジ
「
私

た
ち

か
ら

未
来

へ
」
を

設
け

て
い

る
。

③
地

理
歴

史
世

界
史

研
究

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

本
文

を
読

む
際

の
着

眼
点

と
な

る
「
Q

（
問

い
）
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

生
徒

が
系

統
性

を
も

っ
て

学
習

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

章
の

冒
頭

で
「
公

共
」
の

主
な

学
習

内
容

と
の

関
連

を
示

し
て

い
る

。

3
公

民
倫

理

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

概
念

に
対

す
る

先
哲

の
主

張
を

比
較

す
る

こ
と

が
で

き
る

「
th

em
e」

を
設

け
て

い
る

。

3
公

民
政

治
・
経

済
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
美

鈴
が

丘
高

等
学

校

　
　

校
長

名
合

田
　

和
広

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
4

改
訂

版
　

新
編

　
数

学
Ⅰ

◎
○

○
選

定

6
1

啓
林

館
数

Ⅰ
0
6
1
-
9
0
4

新
編

数
学

Ⅰ
　

改
訂

版
○

○

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
1
1

新
編

　
数

学
Ⅱ

◎
○

○
選

定

6
1

啓
林

館
数

Ⅱ
7
0
7

新
編

数
学

Ⅱ
○

○

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
1
0

高
等

学
校

　
数

学
Ⅱ

○
◎

○
選

定

1
0
4

数
研

数
Ⅲ

7
0
9

高
等

学
校

　
数

学
Ⅲ

○
◎

○
選

定

6
1

啓
林

館
数

Ⅲ
7
0
5

数
学

Ⅲ
○

○

1
0
4

数
研

数
A

1
0
4
-
9
0
4

改
訂

版
　

新
編

　
数

学
Ａ

◎
○

○
選

定

6
1

啓
林

館
数

A
0
6
1
-
9
0
4

新
編

数
学

A
　

改
訂

版
○

○

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
1

高
等

学
校

　
数

学
Ｂ

○
◎

○
選

定

6
1

啓
林

館
数

Ｂ
7
0
7

数
学

Ｂ
○

○

書
　

名
観

点
の

評
価

新
規

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
・
技

能
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

に
W

ar
m

-
u
p
を

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

４
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

1
数

学
数

学
Ⅱ

新
規

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
・
技

能
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

に
W

ar
m

-
u
p
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

1
数

学
数

学
Ⅰ

3
数

学
数

学
Ⅲ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

見
方

を
変

え
て

考
え

て
み

る
た

め
の

問
題

を
「
深

め
る

」
と

し
て

適
宜

設
け

て
い

る
。

②
数

学
数

学
Ⅱ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

に
学

習
内

容
と

関
わ

り
の

深
い

歴
史

上
の

人
物

の
写

真
等

を
解

説
付

き
で

掲
載

し
て

い
る

。

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

に
学

習
内

容
と

関
わ

り
の

深
い

歴
史

上
の

人
物

の
写

真
等

を
解

説
付

き
で

掲
載

し
て

い
る

。

1
数

学
数

学
Ａ

新
規

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
・
技

能
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

に
W

ar
m

-
u
p
を

設
け

て
い

る
。

2
数

学
数

学
Ｂ
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
美

鈴
が

丘
高

等
学

校

　
　

校
長

名
合

田
　

和
広

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
1

高
等

学
校

　
数

学
Ｂ

○
◎

○
選

定

1
0
4

数
研

数
C

7
0
9

高
等

学
校

　
数

学
C

○
◎

○
選

定

6
1

啓
林

館
数

C
7
0
5

数
学

C
○

○

1
0
4

数
研

数
C

7
0
9

高
等

学
校

　
数

学
C

○
○

◎
選

定

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

7
1
3

高
等

学
校

　
数

学
Ⅰ

○
○

◎
選

定

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

7
1
3

高
等

学
校

　
数

学
Ⅰ

○
○

◎
選

定

2
東

書
物

基
0
0
2
-
9
0
1

改
訂

 物
理

基
礎

○
○

◎
選

定

1
0
4

数
研

物
基

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
　

物
理

基
礎

○
○

書
　

名
観

点
の

評
価

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

見
方

を
変

え
て

考
え

て
み

る
た

め
の

問
題

を
「
深

め
る

」
と

し
て

適
宜

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

５
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

2
数

学
数

学
C

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

本
質

的
な

理
解

に
繋

が
る

た
め

の
「
深

め
る

」
を

適
切

な
場

面
に

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
数

学
数

学
Ｂ

③
数

学
数

学
演

習
Ⅰ

A

生
徒

が
系

統
性

を
も

っ
て

学
習

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
節

末
問

題
に

そ
の

問
題

に
関

連
し

た
本

文
の

ペ
ー

ジ
を

示
し

て
い

る
。

③
数

学
数

学
C

生
徒

が
系

統
性

を
も

っ
て

学
習

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
本

質
的

な
理

解
に

繋
が

る
た

め
の

「
深

め
る

」
を

適
切

な
場

面
に

設
け

て
い

る
。

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

身
の

ま
わ

り
の

事
象

に
対

す
る

「
L
et

's
 s

ta
rt

!(
問

い
)」

や
、

学
習

内
容

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

る
「
？

（
問

い
か

け
）
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

③
数

学
発

展
数

学

生
徒

が
系

統
性

を
も

っ
て

学
習

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
節

末
問

題
に

そ
の

問
題

に
関

連
し

た
本

文
の

ペ
ー

ジ
を

示
し

て
い

る
。

2
理

科
物

理
基

礎
改

訂
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
美

鈴
が

丘
高

等
学

校

　
　

校
長

名
合

田
　

和
広

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

2
東

書
物

理
7
0
1

物
理

○
○

◎
選

定

1
0
4

数
研

物
理

7
0
6

物
理

○
○

6
1

啓
林

館
化

基
0
6
1
-
9
0
2

ⅰ
版

 化
学

基
礎

 改
訂

版
◎

○
○

選
定

1
0
4

数
研

化
基

1
0
4
-
9
0
3

改
訂

版
　

新
編

　
化

学
基

礎
○

○

1
8
3

第
一

化
学

7
0
8

高
等

学
校

　
化

学
○

◎
○

選
定

6
1

啓
林

館
化

学
7
0
5

高
等

学
校

 化
学

○
○

1
8
3

第
一

化
学

7
0
8

高
等

学
校

　
化

学
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

生
基

1
0
4
-
9
0
2

改
訂

版
　

高
等

学
校

　
生

物
基

礎
○

◎
○

選
定

1
8
3

第
一

生
基

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

 生
物

基
礎

○
○

1
0
4

数
研

生
物

7
0
4

生
物

○
◎

○
選

定

1
8
3

第
一

生
物

7
0
5

高
等

学
校

　
生

物
○

○

書
　

名
観

点
の

評
価

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

身
の

ま
わ

り
の

事
象

に
対

す
る

「
L
et

's
 s

ta
rt

!(
問

い
)」

や
、

学
習

内
容

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

る
「
？

（
問

い
か

け
）
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

６
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

1
理

科
化

学
基

礎
改

訂

生
徒

の
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

の
育

成
が

出
来

る
よ

う
、

学
習

内
容

に
つ

い
て

様
々

な
見

方
や

考
え

方
を

働
か

せ
る

箇
所

を
示

し
た

「
考

え
て

み
よ

う
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

3
理

科
物

理

③
理

科
化

学

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
自

然
現

象
や

社
会

と
の

つ
な

が
り

を
ま

と
め

た
「
P
lu

sα
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

2
理

科
化

学

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
自

然
現

象
や

社
会

と
の

つ
な

が
り

を
ま

と
め

た
「
P
lu

sα
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

に
関

連
し

日
常

生
活

に
か

か
わ

り
の

深
い

「
進

化
の

視
点

」
に

着
目

し
た

話
題

を
取

り
上

げ
た

「
コ

ラ
ム

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

2
理

科
生

物
基

礎
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

に
関

わ
る

生
物

を
写

真
と

と
も

に
紹

介
し

た
「
生

物
図

鑑
」
や

、
科

学
者

に
よ

る
研

究
の

足
跡

を
紹

介
し

た
「
探

究
の

歴
史

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

3
理

科
生

物

60



（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
美

鈴
が

丘
高

等
学

校

　
　

校
長

名
合

田
　

和
広

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

6
1

啓
林

館
地

基
0
6
1
-
9
0
1

高
等

学
校

 地
学

基
礎

 改
訂

版
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

地
基

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
　

高
等

学
校

　
地

学
基

礎
○

○

6
1

啓
林

館
化

基
7
0
7

ⅰ
版

 化
学

基
礎

○
◎

○
選

定

1
0
4

数
研

生
基

7
0
8

高
等

学
校

　
生

物
基

礎
○

◎
○

選
定

6
1

啓
林

館
地

基
7
0
3

高
等

学
校

 地
学

基
礎

○
○

◎
選

定

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

 改
訂

版
◎

○
○

選
定

1
8
3

第
一

保
体

1
8
3
-
9
0
1

1
8
3
-
9
0
2

高
等

学
校

 改
訂

版
 保

健
体

育
T

ex
tb

oo
k

高
等

学
校

 改
訂

版
 保

健
体

育
A

ct
iv

it
y

○
○

5
0

大
修

館
保

体
7
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

◎
○

○
選

定

書
　

名
観

点
の

評
価

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
学

の
学

習
内

容
に

関
連

し
た

偉
人

を
紹

介
し

た
「
人

物
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

７
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

③
理

科
化

学
基

礎
演

習

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

し
た

内
容

の
興

味
を

広
げ

た
り

、
日

常
生

活
に

関
わ

る
話

題
な

ど
を

取
り

上
げ

た
「
T

o
p
ic

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

2
理

科
地

学
基

礎

③
理

科
地

学
基

礎
演

習

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

を
進

め
る

際
の

着
眼

点
や

確
認

事
項

な
ど

を
ま

と
め

た
「
学

び
の

視
点

」
を

各
節

の
始

め
に

設
け

て
い

る
。

③
理

科
生

物
基

礎
演

習

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

に
関

わ
る

生
物

を
写

真
と

と
も

に
紹

介
し

た
「
生

物
図

鑑
」
や

、
科

学
者

に
よ

る
研

究
の

足
跡

を
紹

介
し

た
「
探

究
の

歴
史

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

言
語

活
動

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
内

容
に

応
じ

た
課

題
「
話

し
あ

っ
て

み
よ

う
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

1
保

健
体

育
保

健
改

訂

言
語

活
動

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
批

判
的

思
考

に
基

づ
く

分
析

や
ブ

レ
イ

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
等

を
活

用
し

た
学

習
活

動
を

紹
介

す
る

「
特

設
」
ペ

ー
ジ

を
設

け
て

い
る

。

②
保

健
体

育
保

健
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
美

鈴
が

丘
高

等
学

校

　
　

校
長

名
合

田
　

和
広

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

2
7

教
芸

音
Ⅰ

0
2
7
-
9
0
1

M
O

U
S
A

１
○

◎
○

選
定

5
0

大
修

館
音

Ⅰ
0
5
0
-
9
0
1

音
楽

Ⅰ
　

改
訂

版
　

Ｔ
ｕ

ｔｔ
ｉ＋

○
○

2
7

教
芸

音
Ⅱ

7
0
3

M
O

U
S
A

２
○

◎
○

選
定

5
0

大
修

館
音

Ⅱ
7
0
1

音
楽

Ⅱ
　

Ｔ
ｕ

ｔｔ
ｉ＋

○
○

1
1
6

日
文

美
Ⅰ

7
0
2

高
校

生
の

美
術

１
○

○
◎

選
定

3
8

光
村

美
Ⅰ

0
3
8
-
9
0
1

美
術

１
○

○

1
1
6

日
文

美
Ⅱ

7
0
2

高
校

生
の

美
術

２
○

○
◎

選
定

3
8

光
村

美
Ⅱ

7
0
1

美
術

２
○

○

2
東

書
書

Ⅰ
0
0
2
-
9
0
1

書
道

Ⅰ
○

◎
○

選
定

6
教

図
書

Ⅰ
0
0
6
-
9
0
1

書
Ⅰ

○
○

2
東

書
書

Ⅱ
7
0
1

書
道

Ⅱ
○

◎
○

選
定

6
教

図
書

Ⅱ
7
0
2

書
Ⅱ

○
○

書
　

名
観

点
の

評
価

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

世
界

の
諸

民
族

の
音

楽
を

「
声

に
よ

る
表

現
」
と

「
楽

器
に

よ
る

表
現

」
に

分
け

て
紹

介
し

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

８
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

2
芸

術
音

楽
Ⅱ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

音
楽

を
鑑

賞
す

る
際

の
着

眼
点

を
具

体
的

に
示

し
た

「
鑑

賞
の

ポ
イ

ン
ト
」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

1
芸

術
音

楽
Ⅰ

2
芸

術
美

術
Ⅱ

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
び

の
目

標
を

三
つ

の
観

点
で

示
し

た
「
学

び
の

目
標

」
を

設
け

て
い

る
。

1
芸

術
美

術
Ⅰ

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
び

の
目

標
を

三
つ

の
観

点
で

示
し

た
「
学

び
の

目
標

」
を

設
け

て
い

る
。

作
品

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

、
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
鑑

賞
」
を

適
宜

設
け

、
作

品
の

解
説

、
「
鑑

賞
の

要
点

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

1
芸

術
書

道
Ⅰ

改
訂

作
品

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

、
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
鑑

賞
」
を

適
宜

設
け

、
作

品
の

解
説

、
「
鑑

賞
の

要
点

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

2
芸

術
書

道
Ⅱ
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
美

鈴
が

丘
高

等
学

校

　
　

校
長

名
合

田
　

和
広

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

2
7

教
芸

音
Ⅰ

0
2
7
-
9
0
1

M
O

U
S
A

１
○

◎
○

選
定

5
0

大
修

館
音

Ⅰ
0
5
0
-
9
0
1

音
楽

Ⅰ
　

改
訂

版
　

Ｔ
ｕ

ｔｔ
ｉ＋

○
○

2
7

教
芸

音
Ⅰ

0
2
7
-
9
0
1

M
O

U
S
A

１
○

◎
○

選
定

5
0

大
修

館
音

Ⅰ
0
5
0
-
9
0
1

音
楽

Ⅰ
　

改
訂

版
　

Ｔ
ｕ

ｔｔ
ｉ＋

○
○

1
1
6

日
文

美
Ⅰ

7
0
2

高
校

生
の

美
術

１
○

○
◎

選
定

3
8

光
村

美
Ⅰ

0
3
8
-
9
0
1

美
術

１
○

○

1
1
6

日
文

美
Ⅰ

7
0
2

高
校

生
の

美
術

１
○

○
◎

選
定

3
8

光
村

美
Ⅰ

0
3
8
-
9
0
1

美
術

１
○

○

2
東

書
書

Ⅰ
0
0
2
‐
9
0
1

書
道

Ⅰ
○

◎
○

選
定

6
教

図
書

Ⅰ
0
0
6
‐
9
0
1

書
Ⅰ

○
○

2
東

書
書

Ⅰ
0
0
2
‐
9
0
1

書
道

Ⅰ
○

◎
○

選
定

6
教

図
書

Ⅰ
0
0
6
‐
9
0
1

書
Ⅰ

○
○

書
　

名
観

点
の

評
価

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

世
界

の
諸

民
族

の
音

楽
を

「
声

に
よ

る
表

現
」
と

「
楽

器
に

よ
る

表
現

」
に

分
け

て
紹

介
し

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

９
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

3
芸

術
音

楽
表

現
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

世
界

の
諸

民
族

の
音

楽
を

「
声

に
よ

る
表

現
」
と

「
楽

器
に

よ
る

表
現

」
に

分
け

て
紹

介
し

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

3
芸

術
音

楽
研

究

3
芸

術
美

術
表

現

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
び

の
目

標
を

三
つ

の
観

点
で

示
し

た
「
学

び
の

目
標

」
を

設
け

て
い

る
。

3
芸

術
美

術
研

究

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
び

の
目

標
を

三
つ

の
観

点
で

示
し

た
「
学

び
の

目
標

」
を

設
け

て
い

る
。

作
品

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

、
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
鑑

賞
」
を

適
宜

設
け

、
作

品
の

解
説

、
「
鑑

賞
の

要
点

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

3
芸

術
書

道
研

究
改

訂

作
品

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

、
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
鑑

賞
」
を

適
宜

設
け

、
作

品
の

解
説

、
「
鑑

賞
の

要
点

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

3
芸

術
書

道
表

現
改

訂
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
美

鈴
が

丘
高

等
学

校

　
　

校
長

名
合

田
　

和
広

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

1
7
7

増
進

堂
C

Ⅰ
1
7
7
-
9
0
1

F
L
E
X

 E
N

G
L
IS

H
C

O
M

M
U

N
IC

A
T

IO
N

 Ⅰ
S
E
C

O
N

D
 E

D
IT

IO
N

○
◎

○
選

定

5
0

大
修

館
C

Ⅰ
0
5
0
-
9
0
2

P
A

N
O

R
A

M
A

 E
N

G
L
IS

H
C

O
M

M
U

N
IC

A
T

IO
N

 1
R
ev

is
ed

○
○

1
7
7

増
進

堂
C

Ⅱ
7
1
9

F
L
E
X

 E
N

G
L
IS

H
C

O
M

M
U

N
IC

A
T

IO
N

 Ⅱ
○

◎
○

選
定

1
8
3

第
一

C
Ⅱ

7
2
1

V
iv

id
 E

n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅱ

○
○

1
7
7

増
進

堂
C

Ⅲ
7
1
7

F
L
E
X

 E
N

G
L
IS

H
C

O
M

M
U

N
IC

A
T

IO
N

 Ⅲ
○

◎
○

選
定

1
8
3

第
一

C
Ⅲ

7
1
9

V
iv

id
 E

n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅲ

○
○

2
3
1

い
い

ず
な

論
Ⅰ

2
3
1
-
9
0
2

b
e 

E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
 Ⅰ

 C
le

ar
N

ew
 E

d
it
io

n
〇

◎
〇

選
定

6
1

啓
林

館
論

Ⅰ
0
6
1
-
9
0
2

R
ev

is
ed

 V
is

io
n
 Q

u
es

t
E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
 Ⅰ

 S
ta

n
d
ar

d
〇

〇

2
3
1

い
い

ず
な

論
Ⅱ

7
1
6

b
e 

E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
 Ⅱ

 C
le

ar
〇

◎
〇

選
定

6
1

啓
林

館
論

Ⅱ
7
0
9

V
is

io
n
 Q

u
es

t 
E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
 Ⅱ

 H
o
p
e

〇
〇

6
1

啓
林

館
論

Ⅲ
7
0
6

V
is

io
n
 Q

u
es

t 
E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
 Ⅲ

○
◎

○
選

定

1
5

三
省

堂
論

Ⅲ
7
0
4

M
Y

 W
A

Y
L
o
gi

c 
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
 Ⅲ

○
○

書
　

名
観

点
の

評
価

改
訂

ペ
ア

ワ
ー

ク
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
に

お
け

る
言

語
活

動
を

通
し

て
４

技
能

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
に

「
F
in

al
T

as
k」

を
設

け
て

い
る

。

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

１
０

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

2
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ

ペ
ア

ワ
ー

ク
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
に

お
け

る
言

語
活

動
を

通
し

て
４

技
能

を
効

率
よ

く
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
に

「
F
in

al
 T

as
k」

を
設

け
て

い
る

。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

1
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ

1
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅰ

新
規

具
体

的
な

英
語

使
用

の
場

面
を

想
定

し
な

が
ら

文
法

を
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
レ

ッ
ス

ン
に

お
い

て
「
A

ct
iv

e 
le

ar
n
in

g」
と

い
う

最
終

的
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
活

動
が

設
定

さ
れ

て
い

る
。

3
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅲ

ペ
ア

ワ
ー

ク
や

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

に
お

け
る

言
語

活
動

を
通

し
て

英
語

表
現

力
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
課

に
「
F
in

al
 T

as
k」

を
設

け
て

い
る

。

3
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅲ

言
語

活
動

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
単

元
の

学
習

内
容

を
活

用
し

て
論

理
的

な
表

現
力

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

「
A

ct
iv

at
e」

を
設

け
て

い
る

。

2
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅱ

新
規

具
体

的
な

英
語

使
用

の
場

面
を

想
定

し
な

が
ら

文
法

を
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
レ

ッ
ス

ン
に

お
い

て
「
A

ct
iv

e 
le

ar
n
in

g」
と

い
う

最
終

的
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
活

動
が

設
定

さ
れ

て
い

る
。
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
美

鈴
が

丘
高

等
学

校

　
　

校
長

名
合

田
　

和
広

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

1
7
7

増
進

堂
C

Ⅱ
7
1
9

F
L
E
X

 E
N

G
L
IS

H
C

O
M

M
U

N
IC

A
T

IO
N

 Ⅱ
○

◎
○

選
定

7
実

教
家

基
0
0
7
-
9
0
1

新
家

庭
基

礎
気

づ
く

力
 築

く
未

来
○

◎
〇

選
定

9
開

隆
堂

家
基

0
0
9
-
9
0
1

家
庭

基
礎

明
日

の
生

活
を

築
く

〇
〇

1
8
3

第
一

家
基

7
1
0

高
等

学
校

　
家

庭
基

礎
持

続
可

能
な

未
来

を
つ

く
る

○
◎

○
選

定

6
教

図
家

庭
7
0
6

保
育

基
礎

　
よ

う
こ

そ
，

と
も

に
育

ち
合

う
保

育
の

世
界

へ
○

◎
○

選
定

7
実

教
家

庭
7
0
7

保
育

基
礎

○
○

6
教

図
家

庭
7
0
2

フ
ー

ド
デ

ザ
イ

ン
F
o
o
d
 C

h
an

ge
s 

L
IF

E
○

◎
○

選
定

7
実

教
家

庭
7
0
3

フ
ー

ド
デ

ザ
イ

ン
○

○

2
東

書
情

Ⅰ
0
0
2
-
9
0
2

情
報

Ⅰ
 S

te
p
 F

o
rw

ar
d
!

〇
◎

〇
選

定

1
0
4

数
研

情
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
2

改
訂

版
　

情
報

Ⅰ
　

N
ex

t
○

○

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

１
１

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
外

国
語

英
語

研
究

ペ
ア

ワ
ー

ク
や

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

に
お

け
る

言
語

活
動

を
通

し
て

英
語

表
現

力
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
課

に
「
F
in

al
 T

as
k」

を
設

け
て

い
る

。

1
家

庭
家

庭
基

礎
新

規

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
点

を
持

ち
な

が
ら

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
W

o
rl

d
A

ct
iv

it
y」

を
設

け
て

い
る

。

②
家

庭
家

庭
探

究

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
を

実
践

で
き

る
よ

う
、

「
深

め
よ

う
・
活

か
そ

う
」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。

3
家

庭
保

育
基

礎

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

節
の

は
じ

め
に

写
真

や
動

画
を

見
て

考
え

る
「
Q

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

3
家

庭
フ

ー
ド

デ
ザ

イ
ン

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
調

理
に

関
わ

る
実

験
と

そ
の

方
法

に
つ

い
て

紹
介

す
る

「
実

験
コ

ラ
ム

」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。

1
情

報
情

報
Ⅰ

新
規

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
多

様
な

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
言

語
を

使
っ

た
「
実

習
編

」
を

多
数

設
け

て
い

る
。
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
美

鈴
が

丘
高

等
学

校

　
　

校
長

名
合

田
　

和
広

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

1
0
4

数
研

情
Ⅰ

7
0
9

情
報

Ⅰ
　

N
ex

t
○

◎
○

選
定

6
1

啓
林

館
理

数
0
6
1
-
9
0
1

理
数

探
究

基
礎

 未
来

に
向

か
っ

て
 改

訂
版

○
◎

○
選

定

1
0
4

数
研

理
数

7
0
2

理
数

探
究

基
礎

○
○

選
定

令
和

7
年

7
月

7
日

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

に
関

連
の

深
い

職
業

を
紹

介
し

た
「
キ

ャ
リ
ア

」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

１
２

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
情

報
情

報
Ⅰ

演
習

2
理

数
理

数
探

究
基

礎
新

規

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
、

主
体

的
に

探
究

活
動

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
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る
よ
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、

自
然

や
身

近
な

事
象

へ
の

疑
問

の
う

ち
、

理
数

探
究

基
礎

の
課

題
と

し
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設
定

可
能

な
も

の
を

「
探

究
の

課
題

例
」
と

し
て

掲
載

し
て

い
る

。
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（様式４） 

 

広島市立美鈴が丘高等学校令和８年度使用教科用図書選定委員会規約 

 

 （設置） 

第１条 広島市立美鈴が丘高等学校（以下「学校」という。）において使用する教科用図書の選定に

ついて審議するため、広島市立美鈴が丘高等学校令和８年度使用教科用図書選定委員会（以下

「選定委員会」という。）を設置する。 

 

 （組織） 

第２条 選定委員会は、委員７人をもって組織する。 

 

 （委員） 

第３条 次に掲げる者を委員とする。 

(1) 学校の校長・教頭・主幹教諭・事務長・教務主任 

(2) 保護者代表・学校運営協議会委員・学識経験者 

２ 委員の任命及び委嘱は校長が行う。 

３ 委員の任期は、委員会の開催日から開催年の８月末日までとする。 

 

 （委員長及び副委員長） 

第４条 選定委員会には、委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、校長とする。 

３ 副委員長は、委員の互選によってこれを定める。 

４ 委員長は、会務を掌理し、選定委員会を代表する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

 （会議） 

第５条 選定委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 選定委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 選定の内容については、教科用図書を採択する教育委員会の会議が開催されるまで非公開と 

する。 

 

 （調査員） 

第６条 選定委員会に、専門の事項を調査させるため、調査員を置く。 

２ 調査員は、学校の教諭のうちから、校長が任命する。 

 

 （庶務） 

第７条 選定委員会の庶務は、学校において処理する。 

 

 （委任規定） 

第８条 この規約に定めるもののほか、選定委員会の運営に関し必要な事項は、校長が定める。 

 

  附 則 

この規約は、令和７年５月２９日から施行する。 
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 (様式１） 

 

令和７年 ７月 ８日 

 

広 島 市 教 育 長 様 

（学校教育部指導第二課） 

 

                     学校名 広島市立広島中等教育学校  

 

                     校長名    合原 実世      

 

令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書選定手順（報告） 

 

月日（曜日） 選 定 手 順 の 内 容 

5月28日（水） 

 

5月29日（木） 

 

 

 

 

 

 

5月30日（金） 

～ 

6月27日（金） 

7月2日（水） 

 

7月8日（火） 

 

 

 

・ 令和８年度使用高等学校・中等教育学校用教科用図書採択事務説明会

に出席する。 

・ 校長は、校内における令和８年度使用教科用図書選定に係る事務を推

進するため「令和８年度使用教科用図書選定委員会」を設置する。 

・ 校長は、選定委員を委嘱または任命する。 

・ 校長は、調査員を任命する。 

・ 選定委員会において、教科用図書選定が適正かつ公正に行われるよう協

議し、調査の観点及び視点を決定する。 

・ 選定委員会は、調査員に教科用図書を調査する観点及び視点を示す。 

・ 調査員は、選定委員会の依頼に基づき、教科書目録に記載されている

教科用図書について、調査研究を行う。 

・ 調査員は、調査結果を選定委員に報告する。 

・ 選定委員会を開催し、令和８年度使用教科用図書について審議し、そ

の結果を校長に答申する。 

・ 校長は、選定委員会からの答申に基づき、令和８年度使用教科用図書

申請書を作成する。 

・ 校長は、広島市教育委員会へ、令和８年度使用教科用図書申請書を提

出する。 

 

69



 (様式２） 

 

令和７年 ７月 ８日 

 

広 島 市 教 育 長 様 

（学校教育部指導第二課） 

 

                     学校名 広島市立広島中等教育学校  

 

                     校長名  合原 実世        

 

令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書選定資料（報告） 

 

１ 学校の特色 

本校は、平成２６年度に広島県初の中等教育学校として開校し、「高い志を持ち品

格を備えたグローバル人材」の育成を学校教育目標に、中高一貫教育校として、生徒

の個性・能力を最大限に引き出し、幅広く多様な進路希望を実現する活力のある学校

を目指している。 

「リーダーシップの育成」「伝統文化の継承と品格の育成」「知的探究能力を育成

する探究活動」「グローバルな視点をもつコミュニケーション能力の育成」からなる

「ＬＩＳＩプロジェクト」を教育活動の柱として位置づけ、縦割り行事、剣道の必修

や茶道体験、探究活動を通じた論文作成、イングリッシュキャンプ、英語教育研究校

としての特色ある取組など、６年間を見通した教育活動を計画的に実践している。 

 

２ 生徒の実態 

学習態度は落ち着いており、授業規律は守られている。学習活動だけでなく、部活動

や生徒会活動等の自主的な活動にも意欲的である。前期課程の段階から、系統的な進路

指導を行っており、多くの生徒が目標をもって学習に意欲的に取り組んでいる。ほとん

どの生徒が大学進学を希望しており、難関大学を目指す生徒も多い。一方で、基礎的基

本的な内容の定着に、きめ細やかな指導を必要とする生徒もいる。 

３ 調査の観点及び視点 
 

 観点 視点 

①  知識及び技能の習得 
○単元の目標及びまとめの示し方 

○基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るための工夫 

②  思考力、判断力、表現力等の育成 

○各教科の見方・考え方を働かせ、思考力、判断力、表

現力を育成することができる工夫 

○ねらいに応じた言語活動の設定及びその工夫 

③  主体的に学習に取り組む工夫 
○問題解決的な学習を実施するための工夫 

○興味・関心を高めるための工夫 

④  内容の構成・配列・分量 
○年間の学習内容の見通しのもたせ方 

○単元や資料等の配列 

○系統性と反復性の工夫 

⑤  内容の表現・表記 
○挿絵・写真等の活用 

○巻末資料の示し方 

○配色や文字の大きさ等の工夫 

⑥  発展的内容の充実 
○発展的な学習内容の扱い方 

○発展的な内容の配列・表記等 

 

70



（
様

式
３

）

 

 
広

 
島
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教

 
育

 
長

　
様

(
学
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教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
中

等
教

育
学

校

　
　

校
長

名
合

原
　

実
世

　

知
識

技
能

思
判

表
等
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等
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1
0
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探

7
0
9
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典
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究
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文
編
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◎

○
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定

2
東

書
古

探
7
0
2
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選

古
典

探
究

　
古

文
編
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○

1
0
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古
探

7
1
0
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典

探
究

　
漢

文
編

○
◎

○
選

定

2
東

書
古

探
7
0
3

精
選

古
典

探
究

　
漢

文
編

○
○

作
品

や
文

章
の

理
解

を
深

め
、

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す
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こ

と
が

で
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る
よ
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、

教
材

を
比

較
し

た
り

関
連

づ
け
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設
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。
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語

国
語
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理

的
に

文
章

を
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察
し

た
り

、
発

展
的

に
自

分
の

考
え
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を

育
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「
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広
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規
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選
定

学 年 1

令
和

7
年
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月

8
日

教
科

書
の
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新
規
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③21
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③
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で

き
る

よ
う

、
日

本
の

現
状

と
課

題
を

取
り

上
げ

、
日

本
の

今
を

探
究

す
る

「
日

本
を

知
る

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

③
地

理
歴

史
地

理
探

究
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
中

等
教

育
学

校

　
　

校
長

名
合

原
　

実
世

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

8
1

山
川

地
探

7
0
3

地
理

探
究

○
◎

○
選

定

4
6

帝
国

地
探

7
0
2

新
詳

地
理

探
究

○
○

4
6

帝
国

地
図

7
0
2

新
詳

高
等

地
図

○
◎

○
選

定

8
1

山
川

歴
総

0
8
1
-
9
0
2

現
代

の
歴

史
総

合
 み

る
・
読

み
と

く
・
考

え
る

　
改

訂
版

○
◎

○
選

定

4
6

帝
国

歴
総

0
4
6
-
9
0
1

明
解

　
歴

史
総

合
○

○

8
1

山
川

日
探

7
0
5

詳
説

日
本

史
○

◎
○

選
定

2
東

書
日

探
7
0
1

日
本

史
探

究
○

○

8
1

山
川

日
探

7
0
5

詳
説

日
本

史
○

◎
○

選
定

8
1

山
川

日
探

7
0
5

詳
説

日
本

史
○

◎
○

選
定

書
　

名
観

点
の

評
価

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
日

本
の

現
状

と
課

題
を

取
り

上
げ

、
日

本
の

今
を

探
究

す
る

「
日

本
を

知
る

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。令

和
7
年

7
月

8
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

３
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

③
地

理
歴

史
地

理
研

究

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
世

界
各

地
の

地
域

的
課

題
を

把
握

す
る

こ
と

の
で

き
る

特
集

ペ
ー

ジ
「
F
O

C
U

S
」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

3
地

理
歴

史
地

理
研

究

2
地

理
歴

史
日

本
史

探
究

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
資

料
か

ら
情

報
を

読
み

解
い

て
考

察
す

る
「
読

み
と

い
て

み
よ

う
」
を

設
け

て
い

る
。

1
地

理
歴

史
歴

史
総

合
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
風

刺
画

、
グ

ラ
フ

、
文

字
資

料
等

に
問

い
を

設
け

、
授

業
の

内
容

に
応

じ
て

選
択

的
に

取
り

上
げ

ら
れ

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
資

料
か

ら
情

報
を

読
み

解
い

て
考

察
す

る
「
読

み
と

い
て

み
よ

う
」
を

設
け

て
い

る
。

③
地

理
歴

史
日

本
史

探
究

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
資

料
か

ら
情

報
を

読
み

解
い

て
考

察
す

る
「
読

み
と

い
て

み
よ

う
」
を

設
け

て
い

る
。

③
地

理
歴

史
日

本
史

研
究
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
中

等
教

育
学

校

　
　

校
長

名
合

原
　

実
世

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

8
1

山
川

世
探

7
0
4

詳
説

世
界

史
○

◎
○

選
定

2
東

書
世

探
7
0
1

世
界

史
探

究
○

○

4
6

帝
国

公
共

0
4
6
-
9
0
1

高
校

生
の

公
共

◎
○

○
選

定

1
8
3

第
一

公
共

1
8
3
-
9
0
2

高
等

学
校

 改
訂

版
 新

公
共

○
○

2
東

書
倫

理
7
0
1

倫
理

○
◎

○
選

定

3
5

清
水

倫
理

7
0
3

高
等

学
校

　
新

倫
理

○
○

2
東

書
政

経
7
0
1

政
治

･経
済

◎
○

○
選

定

1
8
3

第
一

政
経

7
0
6

高
等

学
校

　
政

治
・
経

済
○

○

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

7
1
2

数
学

Ⅰ
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

7
1
3

高
等

学
校

　
数

学
Ⅰ

○
○

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
0
9

数
学

Ⅱ
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
1
0

高
等

学
校

　
数

学
Ⅱ

○
○

書
　

名
観

点
の

評
価

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
生

徒
自

ら
が

問
い

を
立

て
る

課
題

を
設

定
し

た
「
第

○
部

を
学

ぶ
前

に
」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

8
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

４
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

2
公

民
公

共
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
抽

象
的

な
概

念
や

理
論

な
ど

に
つ

い
て

、
図

解
や

具
体

例
を

用
い

て
解

説
し

た
「
な

る
ほ

ど
解

説
」
を

設
け

る
と

と
も

に
、

高
校

生
の

活
動

事
例

を
数

多
く

取
り

上
げ

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

3
地

理
歴

史
世

界
史

探
究

3
公

民
政

治
・
経

済

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
を

実
生

活
へ

と
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

る
「
１

８
歳

か
ら

の
社

会
参

画
」
を

設
け

て
い

る
。

3
公

民
倫

理

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

出
来

る
よ

う
、

各
節

の
冒

頭
に

リ
ー

ド
文

を
設

け
、

課
題

と
な

る
部

分
に

は
下

線
を

つ
け

て
い

る
。

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

系
統

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

出
来

る
よ

う
、

章
の

は
じ

め
に

習
得

で
き

る
こ

と
を

「
目

標
」
と

し
て

ま
と

め
て

い
る

。

1
数

学
数

学
Ⅰ

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

系
統

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

出
来

る
よ

う
、

章
の

は
じ

め
に

習
得

で
き

る
こ

と
を

「
目

標
」
と

し
て

ま
と

め
て

い
る

。

1
数

学
数

学
Ⅱ
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
中

等
教

育
学

校

　
　

校
長

名
合

原
　

実
世

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
0
9

数
学

Ⅱ
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

数
Ⅲ

7
0
8

数
学

Ⅲ
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

数
Ⅲ

7
0
9

高
等

学
校

　
数

学
Ⅲ

○
○

1
0
4

数
研

数
Ⅲ

7
0
8

数
学

Ⅲ
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

数
Ａ

7
1
2

数
学

Ａ
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

数
Ａ

7
1
3

高
等

学
校

　
数

学
A

○
○

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
0

数
学

Ｂ
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
1

高
等

学
校

　
数

学
Ｂ

○
○

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
0

数
学

Ｂ
○

◎
○

選
定

書
　

名
観

点
の

評
価

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

系
統

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

出
来

る
よ

う
、

章
の

は
じ

め
に

習
得

で
き

る
こ

と
を

「
目

標
」
と

し
て

ま
と

め
て

い
る

。

令
和

7
年

7
月

8
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

５
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

2
数

学
数

学
Ⅲ

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

系
統

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

出
来

る
よ

う
、

章
の

は
じ

め
に

習
得

で
き

る
こ

と
を

「
目

標
」
と

し
て

ま
と

め
て

い
る

。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

②
数

学
数

学
Ⅱ

1
数

学
数

学
Ａ

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

系
統

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

出
来

る
よ

う
、

章
の

は
じ

め
に

習
得

で
き

る
こ

と
を

「
目

標
」
と

し
て

ま
と

め
て

い
る

。

③
数

学
数

学
Ⅲ

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

系
統

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

出
来

る
よ

う
、

章
の

は
じ

め
に

習
得

で
き

る
こ

と
を

「
目

標
」
と

し
て

ま
と

め
て

い
る

。

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

系
統

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

出
来

る
よ

う
、

章
の

は
じ

め
に

習
得

で
き

る
こ

と
を

「
目

標
」
と

し
て

ま
と

め
て

い
る

。

1
数

学
数

学
Ｂ

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

系
統

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

出
来

る
よ

う
、

章
の

は
じ

め
に

習
得

で
き

る
こ

と
を

「
目

標
」
と

し
て

ま
と

め
て

い
る

。

②
数

学
数

学
Ｂ
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
中

等
教

育
学

校

　
　

校
長

名
合

原
　

実
世

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

1
0
4

数
研

数
C

7
0
8

数
学

C
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

数
C

7
0
9

高
等

学
校

　
数

学
C

○
○

1
0
4

数
研

数
C

7
0
8

数
学

C
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
0
9

数
学

Ⅱ
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
0

数
学

Ｂ
○

○
◎

選
定

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
0
9

数
学

Ⅱ
○

◎
○

選
定

1
8
3

第
一

物
基

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

 物
理

基
礎

◎
○

○
選

定

6
1

啓
林

館
物

基
0
6
1
-
9
0
1

高
等

学
校

 物
理

基
礎

 改
訂

版
○

○

書
　

名
観

点
の

評
価

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

系
統

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

出
来

る
よ

う
、

章
の

は
じ

め
に

習
得

で
き

る
こ

と
を

「
目

標
」
と

し
て

ま
と

め
て

い
る

。

令
和

7
年

7
月

8
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

６
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

③
数

学
数

学
C

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

系
統

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

出
来

る
よ

う
、

章
の

は
じ

め
に

習
得

で
き

る
こ

と
を

「
目

標
」
と

し
て

ま
と

め
て

い
る

。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

2
数

学
数

学
C

③
数

学
数

学
演

習
Ⅱ

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

出
来

る
よ

う
、

本
文

や
例

・
例

題
・
応

用
例

題
の

内
容

を
補

足
す

る
「
問

」
を

設
け

て
い

る
。

③
数

学
数

学
演

習
Ⅰ

学
習

内
容

を
振

り
返

り
な

が
ら

系
統

性
を

持
た

せ
て

反
復

の
演

習
が

で
き

る
よ

う
、

節
末

問
題

に
関

連
す

る
内

容
の

参
照

ペ
ー

ジ
を

示
し

て
い

る
。

1
理

科
物

理
基

礎
改

訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

特
に

理
解

を
深

め
て

お
き

た
い

学
習

内
容

を
解

説
し

た
「
特

講
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

③
数

学
数

学
研

究

学
習

内
容

を
振

り
返

り
な

が
ら

系
統

性
を

持
た

せ
て

反
復

の
演

習
が

で
き

る
よ

う
、

節
末

問
題

に
関

連
す

る
内

容
の

参
照

ペ
ー

ジ
を

示
し

て
い

る
。
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（
様

式
３

－
１

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
中

等
教

育
学

校

　
　

校
長

名
合

原
　

実
世

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

1
8
3

第
一

物
理

7
0
9

高
等

学
校

　
物

理
○

◎
○

選
定

6
1

啓
林

館
物

理
7
0
3

高
等

学
校

 物
理

○
○

1
8
3

第
一

物
理

7
0
9

高
等

学
校

　
物

理
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

化
基

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
　

化
学

基
礎

◎
○

○
選

定

7
実

教
化

基
0
0
7
-
9
0
1

化
学

基
礎

 ａ
ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ

ｉａ
　

新
訂

版
○

○

1
0
4

数
研

化
学

7
0
6

化
学

○
○

◎
選

定

7
実

教
化

学
7
0
3

化
学

　
ａ
ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ

ｉａ
○

○

1
0
4

数
研

化
学

7
0
6

化
学

○
○

◎
選

定

7
実

教
生

基
0
0
7
-
9
0
1

生
物

基
礎

　
新

訂
版

◎
○

○
選

定

1
0
4

数
研

生
基

1
0
4
-
9
0
2

改
訂

版
　

高
等

学
校

　
生

物
基

礎
○

○

令
和

7
年

7
月

8
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

７
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

2
理

科
物

理

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

日
常

生
活

や
社

会
と

の
関

わ
り

が
深

い
話

題
を

と
り

あ
げ

学
習

意
欲

を
高

め
る

「
T

o
p
ic

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

2
理

科
化

学
基

礎
改

訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

理
解

し
に

く
い

が
重

要
な

学
習

内
容

に
対

し
て

、
先

生
と

生
徒

の
会

話
文

や
図

・
グ

ラ
フ

を
用

い
て

解
説

し
た

「
Z
o
o
m

」
を

設
け

て
い

る
。

③
理

科
物

理

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

日
常

生
活

や
社

会
と

の
関

わ
り

が
深

い
話

題
を

と
り

あ
げ

学
習

意
欲

を
高

め
る

「
T

o
p
ic

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

③
理

科
化

学

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

日
常

生
活

と
化

学
を

関
連

さ
せ

、
思

考
力

を
は

た
ら

か
せ

な
が

ら
考

察
す

る
内

容
を

扱
っ

た
「
思

考
学

習
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

2
理

科
化

学

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

日
常

生
活

と
化

学
を

関
連

さ
せ

、
思

考
力

を
は

た
ら

か
せ

な
が

ら
考

察
す

る
内

容
を

扱
っ

た
「
思

考
学

習
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

1
理

科
生

物
基

礎
新

規

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

に
関

す
る

図
や

写
真

を
本

文
と

一
体

化
さ

せ
て

詳
し

く
解

説
し

た
「
ク

ロ
ー

図
ア

ッ
プ

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
中

等
教

育
学

校

　
　

校
長

名
合

原
　

実
世

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

1
8
3

第
一

生
物

7
0
5

高
等

学
校

　
生

物
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

生
物

7
0
4

生
物

○
○

1
8
3

第
一

生
物

7
0
5

高
等

学
校

　
生

物
○

◎
○

選
定

1
0
4

数
研

化
基

7
0
8

化
学

基
礎

○
○

◎
選

定

1
8
3

第
一

生
基

7
1
0

高
等

学
校

 生
物

基
礎

○
◎

○
選

定

1
8
3

第
一

生
基

7
1
0

高
等

学
校

 生
物

基
礎

○
◎

○
選

定

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

 改
訂

版
○

○
◎

選
定

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
2

新
高

等
保

健
体

育
 改

訂
版

○
○

観
点

の
評

価

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
鮮

明
な

写
真

を
掲

載
し

た
「
P
h
o
to

 G
al

le
ry

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

8
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

８
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名

③
理

科
生

物

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
鮮

明
な

写
真

を
掲

載
し

た
「
P
h
o
to

 G
al

le
ry

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

2
理

科
生

物

②
理

科
生

物
基

礎
演

習
Ⅰ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

し
た

内
容

と
関

連
し

た
写

真
と

キ
ー

ワ
ー

ド
を

複
数

掲
載

し
た

「
P
h
o
to

G
al

le
ry

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

③
理

科
化

学
基

礎
演

習

発
展

的
な

内
容

を
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

日
常

生
活

と
化

学
を

関
連

さ
せ

、
思

考
力

を
は

た
ら

か
せ

な
が

ら
考

察
す

る
内

容
を

扱
っ

た
「
思

考
学

習
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

生
徒

が
重

要
な

用
語

や
概

念
を

把
握

し
や

す
い

よ
う

、
「
ke

yw
o
rd

s」
を

各
項

目
の

上
部

に
ま

と
め

て
記

載
し

て
い

る
。

③
理

科
生

物
基

礎
演

習
Ⅱ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

し
た

内
容

と
関

連
し

た
写

真
と

キ
ー

ワ
ー

ド
を

複
数

掲
載

し
た

「
P
h
o
to

G
al

le
ry

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

1
保

健
体

育
保

健
改

訂
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
中

等
教

育
学

校

　
　

校
長

名
合

原
　

実
世

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

5
0

大
修

館
保

体
7
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

○
○

◎
選

定

2
7

教
芸

音
Ⅰ

0
2
7
-
9
0
1

M
O

U
S
A

１
○

◎
○

選
定

8
9

友
社

音
Ⅰ

0
8
9
-
9
0
1

改
訂

版
　

Ｏ
Ｎ

! 
１

○
○

3
８

光
村

美
Ⅰ

0
3
8
-
9
0
1

美
術

１
○

◎
○

選
定

1
1
6

日
文

美
Ⅰ

1
1
6
-
9
0
1

新
・
高

校
生

の
美

術
１

○
○

3
8

光
村

書
Ⅰ

0
3
8
-
9
0
1

書
Ⅰ

○
◎

○
選

定

2
東

書
書

Ⅰ
0
0
2
-
9
0
1

書
道

Ⅰ
○

○

2
東

書
C

Ⅰ
0
0
2
-
9
0
4

E
N

R
IC

H
 L

E
A

R
N

IN
G

E
ng

lis
h 

C
om

m
un

ic
at

io
n 

Ⅰ
R
ev

is
ed

◎
○

○
選

定

2
3
1

い
い

ず
な

C
Ⅰ

2
3
1
-
9
0
1

N
ew

 R
ay

s
E
ng

lis
h 

C
om

m
un

ic
at

io
n 

Ⅰ
R
ev

is
ed

 E
di

ti
on

○
○

2
東

書
C

Ⅱ
7
0
3

E
N

R
IC

H
 L

E
A

R
N

IN
G

E
N

G
L
IS

H
C

O
M

M
U

N
IC

A
T

IO
N

Ⅱ
◎

○
○

選
定

2
3
1

い
い

ず
な

C
Ⅱ

7
2
3

N
ew

 R
ay

s
E
ng

lis
h 

C
om

m
un

ic
at

io
n 

Ⅱ
○

○

書
　

名
観

点
の

評
価

生
徒

が
重

要
な

用
語

や
概

念
を

把
握

し
や

す
い

よ
う

、
「
ke

yw
o
rd

s」
を

各
項

目
の

上
部

に
ま

と
め

て
記

載
し

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

8
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

９
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

1
芸

術
音

楽
Ⅰ

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

作
曲

家
の

生
涯

と
作

品
に

つ
い

て
、

時
代

背
景

や
職

業
及

び
生

活
と

の
関

連
を

紹
介

し
た

「
ク

ロ
ー

ズ
・
ア

ッ
プ

・
マ

エ
ス

ト
ロ

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

②
保

健
体

育
保

健

1
芸

術
書

道
Ⅰ

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

作
品

理
解

に
関

わ
る

事
項

を
「
古

典
の

概
要

」
と

し
て

写
真

付
き

で
掲

載
し

て
い

る
。

1
芸

術
美

術
Ⅰ

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

作
品

理
解

に
関

わ
る

事
項

を
「
作

家
の

手
法

」
と

し
て

掲
載

し
て

い
る

。

本
文

内
容

を
ま

と
め

た
り

話
し

合
っ

た
り

す
る

言
語

活
動

を
通

し
て

、
生

徒
が

論
理

的
な

英
語

発
信

能
力

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
末

に
「
U

n
it
 A

ct
iv

it
y」

を
設

け
て

い
る

。

1
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
改

訂

本
文

内
容

を
ま

と
め

た
り

話
し

合
っ

た
り

す
る

言
語

活
動

を
通

し
て

、
生

徒
が

本
文

内
容

の
理

解
を

深
め

、
英

語
発

信
能

力
を

身
に

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
課

末
に

「
R
et

el
lin

g」
を

設
け

て
い

る
。

1
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
中

等
教

育
学

校

　
　

校
長

名
合

原
　

実
世

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

2
東

書
C

Ⅱ
7
0
3

E
N

R
IC

H
 L

E
A

R
N

IN
G

E
N

G
L
IS

H
C

O
M

M
U

N
IC

A
T

IO
N

Ⅱ
◎

○
○

選
定

2
東

書
C

Ⅲ
7
0
3

E
N

R
IC

H
 L

E
A

R
N

IN
G

E
N

G
L
IS

H
C

O
M

M
U

N
IC

A
T

IO
N

Ⅲ
◎

○
○

選
定

1
5

三
省

堂
C

Ⅲ
7
0
6

M
Y

 W
A

Y
E
ng

lis
h 

C
om

m
un

ic
at

io
nⅢ

○
○

2
東

書
C

Ⅲ
7
0
3

E
N

R
IC

H
 L

E
A

R
N

IN
G

E
N

G
L
IS

H
C

O
M

M
U

N
IC

A
T

IO
N

Ⅲ
◎

○
○

選
定

1
5

三
省

堂
論

Ⅰ
0
1
5
-
9
0
1

C
R
O

W
N

L
og

ic
 a

nd
 E

xp
re

ss
io

n 
Ⅰ

N
ew

 E
di

ti
on

◎
○

○
選

定

6
1

啓
林

館
論

Ⅰ
0
6
1
-
9
0
2

R
ev

is
ed

 V
is

io
n 

Q
ue

st
E
ng

lis
h 

L
og

ic
 a

nd
 E

xp
re

ss
io

nⅠ
S
ta

nd
ar

d
○

○

1
5

三
省

堂
論

Ⅱ
7
0
4

C
R
O

W
N

L
og

ic
 a

nd
 E

xp
re

ss
io

n 
Ⅱ

◎
○

○
選

定

6
1

啓
林

館
論

Ⅱ
7
0
9

V
is

io
n 

Q
ue

st
E
ng

lis
h 

L
og

ic
 a

nd
E
xp

re
ss

io
nⅡ

　
H

op
e

○
○

1
5

三
省

堂
論

Ⅲ
7
0
3

C
R
O

W
N

L
og

ic
 a

nd
 E

xp
re

ss
io

n 
Ⅲ

◎
○

○
選

定

6
1

啓
林

館
論

Ⅲ
7
0
6

V
is

io
n 

Q
ue

st
E
ng

lis
h 

L
og

ic
 a

nd
E
xp

re
ss

io
nⅢ

○
○

（
様

式
３

）

書
　

名
観

点
の

評
価

本
文

内
容

を
ま

と
め

た
り

話
し

合
っ

た
り

す
る

言
語

活
動

を
通

し
て

、
生

徒
が

論
理

的
な

英
語

発
信

能
力

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
末

に
「
U

n
it
 A

ct
iv

it
y」

を
設

け
て

い
る

。

令
和

7
年

7
月

8
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

１
０

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

2
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅲ

言
語

活
動

を
通

し
て

生
徒

が
本

文
内

容
の

理
解

を
深

め
、

英
語

で
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

や
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
末

に
「
U

n
it
 A

ct
iv

it
y」

を
設

け
て

い
る

。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

②
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ

外
国

語
論

理
・
表

現
Ⅰ

改
訂

言
語

活
動

を
通

し
て

、
英

語
発

信
能

力
を

身
に

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

レ
ッ

ス
ン

の
終

わ
り

に
「
E
xp

re
ss

in
g 

Y
o
u
rs

el
f」

や
「
U

S
E
」
を

設
け

て
い

る
。

③
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅲ

言
語

活
動

を
通

し
て

生
徒

が
本

文
内

容
の

理
解

を
深

め
、

英
語

で
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

や
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
末

に
「
U

n
it
 A

ct
iv

it
y」

を
設

け
て

い
る

。

学
習

事
項

を
用

い
た

言
語

活
動

を
通

し
て

、
４

技
能

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
育

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
課

に
「
U

S
E
」
や

「
C

o
n
so

lid
at

io
n
」

を
設

け
て

い
る

。

2
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅱ

言
語

活
動

を
通

し
て

、
情

報
や

自
分

の
考

え
な

ど
を

適
切

に
表

現
す

る
力

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
に

「
U

S
E
」
や

「
E
X

P
E
R
IE

N
C

E
」
を

設
け

て
い

る
。

3
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅲ

1
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広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
中

等
教

育
学

校

　
　

校
長

名
合

原
　

実
世

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

発
展

2
東

書
C

Ⅲ
7
0
3

E
N

R
IC

H
 L

E
A

R
N

IN
G

E
N

G
L
IS

H
C

O
M

M
U

N
IC

A
T

IO
N

Ⅲ
◎

○
○

選
定

1
8
3

第
一

家
基

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

版
 家

庭
基

礎
持

続
可

能
な

未
来

を
つ

く
る

◎
○

○
選

定

7
実

教
家

基
0
0
7
-
9
0
1

新
家

庭
基

礎
気

づ
く

力
 築

く
未

来
○

○

7
実

教
情

Ⅰ
0
0
7
-
9
0
2

最
新

情
報

Ⅰ
　

新
訂

版
○

◎
○

選
定

1
1
6

日
文

情
Ⅰ

1
1
6
-
9
0
1

情
報

Ⅰ
○

○

7
実

教
情

Ⅰ
7
0
5

最
新

情
報

Ⅰ
○

◎
○

選
定

令
和

7
年

7
月

8
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・

中
等

教
育

学
校

（
後

期
課

程
）

用
教

科
用

図
書

申
請

書
（

そ
の

１
１

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

生
徒

が
情

報
モ

ラ
ル

を
意

識
し

て
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
側

注
に

モ
ラ

ル
や

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
等

を
解

説
し

た
「
ル

ー
ル

」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
外

国
語

英
語

演
習

言
語

活
動

を
通

し
て

生
徒

が
本

文
内

容
の

理
解

を
深

め
、

英
語

で
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

や
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
末

に
「
U

n
it
 A

ct
iv

it
y」

を
設

け
て

い
る

。

1
家

庭
家

庭
基

礎
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
み

、
考

え
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

生
活

に
活

か
す

活
動

例
を

取
り

上
げ

た
「
深

め
よ

う
・
活

か
そ

う
」
を

設
け

て
い

る
。

2
情

報
情

報
Ⅰ

改
訂

③
情

報
情

報
研

究

生
徒

が
情

報
モ

ラ
ル

を
意

識
し

て
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
側

注
に

モ
ラ

ル
や

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
等

を
解

説
し

た
「
ル

ー
ル

」
を

設
け

て
い

る
。
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（様式４） 

 

広島市立広島中等教育学校後期課程令和８年度使用教科用図書選定委員会規約 

 

 （設置） 

第１条 広島市立広島中等教育学校後期課程（以下「学校」という。）において使用する教科用図書

の選定について審議するため、広島市立広島中等教育学校令和８年度使用教科用図書選定委員

会（以下「選定委員会」という。）を設置する。 

 

 （組織） 

第２条 選定委員会は、委員６人をもって組織する。 

 

 （委員） 

第３条 次に掲げる者を委員とする。 

(1) 学校の校長・教頭・事務長・教務主任 

(2) 保護者代表・学校運営協議会委員代表・学識経験者 

２ 委員の任命及び委嘱は校長が行う。 

３ 委員の任期は、委員会の開催日から開催年の８月末日までとする。 

 

 （委員長及び副委員長） 

第４条 選定委員会には、委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、校長とする。 

３ 副委員長は、委員の互選によってこれを定める。 

４ 委員長は、会務を掌理し、選定委員会を代表する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

 （会議） 

第５条 選定委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 選定委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 選定の内容については、教科用図書を採択する教育委員会の会議が開催されるまで非公開と 

する。 

 

 （調査員） 

第６条 選定委員会に、専門の事項を調査させるため、調査員を置く。 

２ 調査員は、学校の教諭のうちから、校長が任命する。 

 

 （庶務） 

第７条 選定委員会の庶務は、学校において処理する。 

 

 （委任規定） 

第８条 この規約に定めるもののほか、選定委員会の運営に関し必要な事項は、校長が定める。 

 

  附 則 

この規約は、令和７年５月２９日から施行する。 
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 (様式１） 

 

令和７年７月１日 

 

広 島 市 教 育 長 様 

（学校教育部指導第二課） 

 

                     学校名 広島市立広島商業校高等学校 

 

                     校長名    原紺  勇一     

 

令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書選定手順（報告） 

 

月日（曜日） 選 定 手 順 の 内 容 

５月２８日（水） 

 

 ６月２日（月） 

 

 ６月２日（月） 

 

 ６月２日（月） 

 

 

 ６月３日（火）～ 

 

６月１９日（木） 

 ６月２６日（木） 

 

 ７月 １日（火） 

 

７月 １日（火） 

 

・ 令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書 

 採択事務説明会に出席する。 

・ 校長は、校内における令和８年度使用教科用図書選定に係る事務の推

進を行うため「令和８年度使用教科用図書選定委員会」を設置する。 

・ 校長は、選定委員を委嘱または任命する。 

・ 校長は、調査員を任命する。 

・ 選定委員会において、教科用図書選定が適正かつ公正に行われるよう 

協議し、調査の観点及び視点を決定する。 

・ 選定委員会は、調査員に教科用図書を調査する観点及び視点を示す。 

 ・ 調査員は、選定委員会の依頼に基づき、教科書目録に記載されている 

教科用図書について、調査研究を行う。 

 ・ 調査員は、調査結果を選定委員に報告する。 

・ 選定委員会を開催し、令和８年度使用教科用図書について審議し、そ 

の結果を校長に答申する。 

・ 校長は、選定委員会からの答申に基づき、令和８年度使用教科用図書 

申請書を作成する。 

 ・ 校長は、広島市教育委員会へ、令和８年度使用教科用図書申請書を提 

出する。 

 

83



 (様式２） 

 

令和７年７月１日 

 

広 島 市 教 育 長 様 

（学校教育部指導第二課） 

 

                     学校名 広島市立広島商業高等学校  

 

                     校長名  原 紺  勇 一    

 

令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書選定資料（報告） 

 

１ 学校の特色 

  本校は「みらい商業科」を設置し、自らが課題を認識し、仲間とともに解決に向けて

思考・判断・行動できる「生きる力」を育成するとともに、商業の専門性を高めること

を目指している。そのため、８つのコースを設け、生徒の興味・関心や進路等に応じて

幅広い科目を選択できるように教育課程を編成している。 

  また、コースアドバイザー制度を設け、校内の教員の指導だけでなく、コースの学習

内容に適した専門家を迎え、授業の方針や教材開発への助言および実際の授業への支援

をいただいている。商業高校の特性を生かし、観光実習、商品開発と流通、総合実践、

コースの特性を活用した課題研究など実習を伴う実践的な授業を多く取り入れ、資格取

得や実践力を身に付けられるよう日々取り組んでいる。さらに、企業や大学および地域

の方々と連携し、インターンシップや高大連携の授業などを行い、校外での実学的な学

習の場も設けている。加えて、模擬株式会社「広島市商ピースデパート」を毎年開催

し、商業教育で学んだ成果を実践的な力に高めると同時に平和貢献活動に取り組んでい

る。 

２ 生徒の実態 

  女子と男子の割合が、７：３で女子生徒の割合が高い。基本的なマナーが身に付いて

おり学業以外に部活動等の課外活動で活躍する生徒も多い。多くの生徒は、基礎・基本

を確実に身に付け、その上で発展的な内容を扱う授業を希望している。また、進路実現

に向けて意欲的に商業の基礎から実践力まで身に付けようと努力している。 

  卒業後の進路としては、就職と進学の割合が、近年では４：６になっている。就職先

は事務職や販売職等を希望する生徒が多く、進学先は四年制大学、短期大学、専門学校

等、希望により様々である。 

３ 調査の観点及び視点 
 

 観点 視点 

① 知識及び技能の習得 
○単元の目標及びまとめの示し方 

○基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るための工夫 

② 思考力、判断力、表現力等の育成 

○各教科の見方・考え方を働かせ、思考力、判断力、表

現力を育成することができる工夫 

○ねらいに応じた言語活動の設定及びその工夫 

③ 主体的に学習に取り組む工夫 
○問題解決的な学習を実施するための工夫 

○興味・関心を高めるための工夫 

④ 内容の構成・配列・分量 
○年間の学習内容の見通しのもたせ方 

○単元や資料等の配列 

○系統性と反復性の工夫 

⑤ 内容の表現・表記 
○挿絵・写真等の活用 

○巻末資料の示し方 

○配色や文字の大きさ等の工夫 
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（
様

式
３

）

 

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
商

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
原

紺
　

勇
一

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

1
8
3

第
一

現
国

7
1
3

高
等

学
校

　
現

代
の

国
語

〇
◎

〇
選

定

5
0

大
修

館
現

国
0
5
0
-
9
0
1

現
代

の
国

語
 改

訂
版

〇
〇

5
0

大
修

館
言

文
0
5
0
-
9
0
1

言
語

文
化

 改
訂

版
〇

〇
◎

選
定

1
8
3

第
一

言
文

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

版
 精

選
言

語
文

化
〇

〇

5
0

大
修

館
国

表
7
0
1

国
語

表
現

〇
〇

◎
選

定

2
東

書
国

表
7
0
2

国
語

表
現

〇
〇

2
東

書
地

総
0
0
2
-
9
0
1

地
理

総
合

◎
〇

〇
選

定

4
6

帝
国

地
総

0
4
6
-
9
0
1

高
等

学
校

　
新

地
理

総
合

〇
〇

8
1

山
川

地
図

7
0
7

コ
ン

パ
ク

ト
地

理
総

合
地

図
◎

〇
〇

選
定

4
6

帝
国

地
図

0
4
6
-
9
0
1

新
詳

高
等

地
図

〇
〇

8
1

山
川

歴
総

0
8
1
-
9
0
3

わ
た

し
た

ち
の

歴
史

 日
本

か
ら

世
界

へ
　

改
訂

版
◎

〇
〇

選
定

1
8
3

第
一

歴
総

1
8
3
-
9
0
2

高
等

学
校

 改
訂

版
 新

歴
史

総
合

 過
去

と
の

対
話

、
つ

な
ぐ

未
来

〇
〇

32

地
理

総
合

地
理

総
合

発
行

者
の

番
号

、
略

称

国
語

表
現

1

改
訂

言
語

文
化

3
地

理
歴

史

1

令
和

7
年

7
月

1
日

教
科

書
の

記
号

、
番

号

改
訂

新
規

生
徒

の
読

解
を

深
め

、
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
解

釈
の

視
点

」
や

「
言

語
文

化
の

窓
」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

１
）

国
語

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

地
理

歴
史

選
定

ね
ら

い
に

応
じ

た
言

語
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
自

分
の

意
見

や
考

え
を

論
述

し
た

り
調

査
内

容
を

報
告

す
る

活
動

に
つ

な
が

る
「
活

動
の

手
引

き
」
を

設
け

て
い

る
。

科
目

名
新

規
の

選
定

学 年 1

観
点

の
評

価
教

科
名

書
　

名

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
部

の
ま

と
め

と
し

て
身

近
な

現
代

の
課

題
を

視
野

に
入

れ
て

考
察

で
き

る
「
い

ま
の

私
た

ち
に

つ
な

が
る

課
題

」
を

設
け

て
い

る
。

地
理

歴
史

国
語

生
徒

が
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
本

文
ペ

ー
ジ

の
学

習
内

容
に

関
連

し
て

、
内

容
を

深
め

る
「
発

展
」
や

、
幅

広
い

地
域

の
話

題
に

ふ
れ

る
「
G

L
O

B
A

L
R
E
P
O

R
T

」
な

ど
の

特
設

ペ
ー

ジ
を

設
け

て
い

る
。

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

原
稿

用
紙

の
使

い
方

や
面

接
の

際
の

言
葉

遣
い

な
ど

を
確

認
す

る
「
実

践
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

」
を

設
け

て
い

る
。

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
世

界
の

国
々

基
本

デ
ー

タ
」
に

各
国

の
概

要
を

写
真

と
と

も
に

掲
載

し
て

い
る

。

現
代

の
国

語 歴
史

総
合

国
語
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（
様

式
３

）

 

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
商

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
原

紺
　

勇
一

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

2
東

書
公

共
0
0
2
-
9
0
1

公
共

◎
〇

〇
選

定

1
8
3

第
一

公
共

1
8
3
-
9
0
2

高
等

学
校

 改
訂

版
 新

公
共

〇
〇

7
実

教
政

経
7
0
3

最
新

政
治

・
経

済
◎

〇
〇

選
定

3
5

清
水

政
経

7
0
4

高
等

学
校

　
政

治
・
経

済
〇

〇

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
5

改
訂

版
　

最
新

　
数

学
Ⅰ

〇
◎

〇
選

定

7
実

教
数

Ⅰ
0
0
7
-
9
0
2

新
編

数
学

Ⅰ
 F

le
x

〇
〇

1
0
4

数
研

数
Ａ

1
0
4
-
9
0
5

改
訂

版
　

最
新

　
数

学
A

〇
◎

〇
選

定

7
実

教
数

Ａ
0
0
7
-
9
0
2

新
編

数
学

A
 F

le
x

〇
〇

1
0
4

数
研

数
Ａ

7
1
5

最
新

　
数

学
A

〇
〇

◎
選

定

1
8
3

第
一

科
人

1
8
3
‐
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

 科
学

と
人

間
生

活
〇

◎
〇

選
定

2
東

書
科

人
0
0
2
‐
9
0
1

改
訂

 科
学

と
人

間
生

活
〇

〇

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

事
項

と
関

連
し

た
観

察
・
実

験
を

組
み

込
み

、
日

常
生

活
や

社
会

と
の

関
連

を
考

え
さ

せ
る

「
探

究
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

2
理

科
科

学
と

人
間

生
活

改
訂

③
数

学
(学

)総
合

数
学

生
徒

が
学

習
内

容
の

定
着

を
確

認
し

な
が

ら
学

習
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

節
末

問
題

に
参

考
と

な
る

ペ
ー

ジ
や

例
題

番
号

を
付

し
て

い
る

。

2
数

学
数

学
Ａ

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

扉
に

そ
の

章
の

内
容

に
関

連
し

た
生

活
の

事
象

や
社

会
の

事
象

な
ど

を
会

話
形

式
で

紹
介

し
て

い
る

。

1
数

学
数

学
Ⅰ

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

扉
に

そ
の

章
の

内
容

に
関

連
し

た
生

活
の

事
象

や
社

会
の

事
象

な
ど

を
会

話
形

式
で

紹
介

し
て

い
る

。

3
公

民
政

治
・
経

済
新

規

社
会

的
な

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

、
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

を
育

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

図
版

資
料

の
読

解
を

通
し

て
日

本
の

政
治

・
経

済
に

か
か

わ
る

諸
事

象
を

多
面

的
・
多

角
的

に
捉

え
る

「
S
ki

ll 
U

P
」
を

設
け

て
い

る
。

教
科

書
の

記
号

、
番

号
書

　
名

観
点

の
評

価
選

定
選

　
　

定
　

　
の

　
　

理
　

　
由

2
公

民
公

共
新

規

社
会

的
な

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

、
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

を
育

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

テ
ー

マ
に

対
す

る
思

考
の

過
程

を
段

階
的

に
示

し
た

「
ア

ク
テ

ィ
ブ

公
民

」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

1
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

２
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
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（
様

式
３

）

 

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
商

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
原

紺
　

勇
一

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

1
8
3

第
一

生
基

7
1
1

高
等

学
校

　
新

生
物

基
礎

〇
◎

〇
選

定

2
東

書
生

基
0
0
2
-
9
0
2

改
訂

 新
編

生
物

基
礎

〇
〇

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

 改
訂

版
◎

〇
〇

選
定

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
2

新
高

等
保

健
体

育
 改

訂
版

〇
〇

5
0

大
修

館
保

体
7
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

◎
〇

〇
選

定

2
7

教
芸

音
Ⅰ

0
2
7
-
9
0
1

M
O

U
S
A

１
〇

〇
◎

選
定

5
0

大
修

館
音

Ⅰ
0
5
0
-
9
0
1

音
楽

Ⅰ
　

改
訂

版
　

Ｔ
ｕ

ｔｔ
ｉ＋

〇
〇

2
7

教
芸

音
Ⅱ

7
0
3

M
O

U
S
A

２
〇

〇
◎

選
定

5
0

大
修

館
音

Ⅱ
7
0
1

音
楽

Ⅱ
　

Ｔ
ｕ

ｔｔ
ｉ＋

〇
〇

1
1
6

日
文

美
Ⅰ

1
1
6
-
9
0
1

新
・
高

校
生

の
美

術
１

〇
◎

〇
選

定

3
8

光
村

美
Ⅰ

0
3
8
-
9
0
1

美
術

１
〇

〇

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

て
主

体
的

な
学

び
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

事
項

と
日

常
生

活
や

科
学

史
に

関
連

す
る

話
題

を
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
テ

ン
ツ

を
充

実
さ

せ
て

ま
と

め
た

「
T

O
P
IC

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

1
芸

術
美

術
Ⅰ

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
問

い
か

け
」
や

「
ひ

ら
め

き
マ

ー
ク

」
を

設
け

、
意

図
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
め

る
よ

う
工

夫
し

て
い

る
。

2
芸

術
音

楽
Ⅱ

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

音
楽

を
鑑

賞
す

る
際

の
着

眼
点

を
具

体
的

に
示

し
た

「
鑑

賞
の

ポ
イ

ン
ト
」

を
設

け
て

い
る

。

1
芸

術
音

楽
Ⅰ

改
訂

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

音
楽

を
鑑

賞
す

る
際

の
着

眼
点

を
具

体
的

に
示

し
た

「
鑑

賞
の

ポ
イ

ン
ト
」

を
設

け
て

い
る

。

②
保

健
体

育
保

健

生
徒

の
状

況
に

応
じ

て
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

事
項

に
関

す
る

課
題

「
特

設
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

1
保

健
体

育
保

健
改

訂

生
徒

の
状

況
に

応
じ

て
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

事
項

に
関

す
る

課
題

「
特

設
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

3
理

科
生

物
基

礎

令
和

7
年

7
月

1
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

３
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
商

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
原

紺
　

勇
一

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

1
1
6

日
文

美
Ⅱ

7
0
2

高
校

生
の

美
術

２
〇

◎
〇

選
定

3
8

光
村

美
Ⅱ

7
0
1

美
術

２
〇

〇

5
0

大
修

館
書

Ⅰ
0
5
0
‐
9
0
1

新
編

　
書

道
Ⅰ

〇
◎

〇
選

定

2
東

書
書

Ⅰ
0
0
2
‐
9
0
1

書
道

Ⅰ
〇

〇

5
0

大
修

館
書

Ⅱ
7
0
3

書
道

Ⅱ
〇

◎
〇

選
定

2
東

書
書

Ⅱ
7
0
1

書
道

Ⅱ
〇

〇

6
1

啓
林

館
C

Ⅰ
0
6
1
-
9
0
3

R
ev

is
ed

 L
A

N
D

M
A

R
K

 F
it

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅰ

〇
〇

◎
選

定

1
7
7

増
進

堂
C

Ⅰ
1
7
7
-
9
0
1

F
L
E
X

　
E
N

G
L
IS

H
C

O
M

M
U

N
IC

A
T

IO
N

Ⅰ
S
E
C

O
N

D
 E

D
IT

IO
N

〇
〇

6
1

啓
林

館
C

 I
I

7
1
4

L
A

N
D

M
A

R
K

 F
it

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 I
I

〇
〇

◎
選

定

1
0
4

数
研

C
 I
I

7
1
7

C
O

M
E
T

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅱ

〇
〇

1
5

三
省

堂
論

Ⅰ
0
1
5
-
9
0
2

M
Y

 W
A

Y
L
o
gi

c 
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
 Ⅰ

N
ew

 E
d
it
io

n
〇

◎
〇

選
定

1
0
4

数
研

論
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
4

R
ev

is
ed

 B
IG

 D
IP

P
E
R

E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
 Ⅰ

〇
〇

3
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅰ

改
訂

言
語

活
動

を
通

し
て

英
語

で
発

信
す

る
能

力
を

育
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
の

終
わ

り
に

「
S
p
ec

ia
l 
A

ct
iv

it
y」

を
設

定
し

て
い

る
。

2
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
課

の
冒

頭
に

本
文

の
内

容
に

関
わ

る
写

真
を

掲
載

す
る

と
と

も
に

、
本

文
の

内
容

理
解

を
助

け
る

「
L
is

te
n
&

C
h
at

」
や

「
G

u
es

s
W

h
at

 H
ap

p
en

s」
を

設
け

て
い

る
。

1
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
課

に
本

文
の

内
容

に
関

わ
る

情
報

を
掲

載
し

た
「
M

o
re

 I
n
fo

rm
at

io
n
」
を

設
け

て
い

る
。

2
芸

術
書

道
Ⅱ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

古
典

教
材

の
横

に
学

習
内

容
を

補
足

す
る

「
篆

書
の

基
本

用
筆

」
や

「
隷

書
の

基
本

用
筆

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

1
芸

術
書

道
Ⅰ

改
訂

生
徒

が
意

欲
的

、
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
書

の
見

方
・
考

え
方

を
示

し
た

「
書

の
学

び
方

」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

2
芸

術
美

術
Ⅱ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
テ

ー
マ

ご
と

に
「
学

び
の

目
標

」
・
「
リ
ン

ク
マ

ー
ク

」
・
「
課

題
マ

ー
ク

」
等

を
掲

載
し

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

1
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

４
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

88



（
様

式
３

）

 

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
商

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
原

紺
　

勇
一

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

6
1

啓
林

館
C

 I
I

7
1
4

L
A

N
D

M
A

R
K

 F
it

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 I
I

〇
〇

◎
選

定

7
実

教
家

総
0
0
7
-
9
0
1

新
家

庭
総

合
◎

〇
〇

選
定

2
東

書
家

総
0
0
2
-
9
0
1

家
庭

基
礎

　
自

立
・
共

生
・
創

造
〇

〇

7
実

教
家

総
7
0
3

家
庭

総
合

◎
〇

〇
選

定

7
実

教
商

業
0
0
7
-
9
0
1

ビ
ジ

ネ
ス

基
礎

　
新

訂
版

〇
◎

〇
選

定

1
9
0

東
法

商
業

1
9
0
-
9
0
1

ビ
ジ

ネ
ス

基
礎

　
新

訂
版

〇
〇

7
実

教
商

業
0
0
7
-
9
0
4

新
簿

記
　

新
訂

版
〇

◎
〇

選
定

1
9
0

東
法

商
業

1
9
0
-
9
0
3

簿
記

　
新

訂
版

〇
〇

7
実

教
商

業
0
0
7
-
9
0
5

最
新

情
報

処
理

　
新

訂
版

A
d
va

n
ce

d
 C

o
m

p
u
ti
n
g

〇
◎

〇
選

定

1
9
0

東
法

商
業

1
9
0
-
9
0
4

情
報

処
理

　
新

訂
版

〇
〇

1
商

業
情

報
処

理
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
発

展
学

習
」
に

金
融

に
関

す
る

計
算

や
デ

ー
タ

の
集

計
と

最
適

解
な

ど
を

取
り

上
げ

て
い

る
。

1
商

業
簿

記
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
実

際
の

ビ
ジ

ネ
ス

を
関

連
付

け
た

「
簿

記
リ
テ

ラ
シ

ー
」
を

設
定

し
て

い
る

。

1
商

業
ビ

ジ
ネ

ス
基

礎
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

に
関

連
し

た
事

例
や

興
味

深
い

話
題

「
コ

ラ
ム

」
を

設
定

し
て

い
る

。

③
家

庭
家

庭
総

合

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
身

近
な

題
材

を
取

り
上

げ
た

学
習

課
題

「
実

践
コ

ー
ナ

ー
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

2
家

庭
家

庭
総

合
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
身

近
な

題
材

を
取

り
上

げ
た

学
習

課
題

「
実

践
コ

ー
ナ

ー
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
外

国
語

（
学

）
総

合
英

語

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
課

の
冒

頭
に

本
文

の
内

容
に

関
わ

る
写

真
を

掲
載

す
る

と
と

も
に

、
本

文
の

内
容

理
解

を
助

け
る

「
L
is

te
n
&

C
h
at

」
や

「
G

u
es

s
W

h
at

 H
ap

p
en

s」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

1
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

５
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

89



（
様

式
３

）

 

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
商

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
原

紺
　

勇
一

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

7
実

教
商

業
7
1
8

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
〇

◎
〇

選
定

1
9
0

東
法

商
業

7
1
9

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
〇

〇

7
実

教
商

業
7
3
8

観
光

ビ
ジ

ネ
ス

〇
◎

〇
選

定

1
9
0

東
法

商
業

7
3
9

観
光

ビ
ジ

ネ
ス

〇
〇

7
実

教
商

業
7
2
7

高
校

財
務

会
計

Ⅰ
〇

〇
◎

選
定

1
9
0

東
法

商
業

7
2
9

財
務

会
計

Ⅰ
〇

〇

7
実

教
商

業
7
2
0

原
価

計
算

〇
〇

◎
選

定

1
9
0

東
法

商
業

7
2
1

原
価

計
算

〇
〇

7
実

教
商

業
7
3
6

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

活
用

〇
〇

◎
選

定

1
9
0

東
法

商
業

7
3
7

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

活
用

〇
〇

7
実

教
商

業
7
2
4

最
新

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
　

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト
指

向
プ

ロ
グ

ラ
ミ
ン

グ
〇

〇
◎

選
定

1
9
0

東
法

商
業

7
2
6

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
〇

〇

2
商

業
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

学
習

内
容

の
理

解
を

よ
り

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

例
題

を
基

に
し

た
「
練

習
」
問

題
や

「
応

用
」
問

題
を

複
数

設
け

て
い

る
。

2
商

業
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

活
用

学
習

内
容

の
理

解
を

よ
り

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

単
元

ご
と

に
例

題
を

基
に

し
た

「
練

習
問

題
」
や

「
探

究
問

題
」
を

複
数

設
け

て
い

る
。

2
商

業
原

価
計

算

生
徒

が
学

習
内

容
を

振
り

返
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
単

元
ご

と
に

「
練

習
問

題
」
を

設
け

、
巻

末
に

は
ま

と
め

と
し

て
「
記

帳
練

習
例

題
」
を

設
定

し
て

い
る

。

2
商

業
財

務
会

計
Ⅰ

生
徒

が
学

習
内

容
を

振
り

返
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
単

元
ご

と
に

「
練

習
問

題
」
を

設
け

、
各

編
末

に
は

ま
と

め
と

し
て

「
総

合
問

題
」
を

設
定

し
て

い
る

。

2
商

業
観

光
ビ

ジ
ネ

ス

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
実

践
的

・
体

験
的

な
学

習
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
「
事

例
」
や

「
コ

ラ
ム

」
に

対
応

し
た

実
習

課
題

「
＋

S
tu

d
y」

を
適

宜
掲

載
し

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

2
商

業
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
実

践
的

・
体

験
的

な
学

習
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
「
事

例
」
や

「
コ

ラ
ム

」
に

対
応

し
た

実
習

課
題

「
＋

S
tu

d
y」

を
適

宜
掲

載
し

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

1
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

６
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

90



（
様

式
３

）

 

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
商

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
原

紺
　

勇
一

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
記

表
現

7
実

教
商

業
7
4
9

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

活
用

〇
〇

◎
選

定

1
9
0

東
法

商
業

7
5
0

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

活
用

〇
〇

７
実

教
商

業
7
1
8

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
〇

◎
〇

選
定

７
実

教
商

業
7
3
8

観
光

ビ
ジ

ネ
ス

〇
◎

〇
選

定

1
9
0

東
法

商
業

7
3
3

商
品

開
発

と
流

通
〇

◎
〇

選
定

7
実

教
商

業
7
3
2

商
品

開
発

と
流

通
〇

〇

2
3
0

ネ
ッ

ト
商

業
7
4
4

新
　

使
え

る
財

務
会

計
Ⅱ

〇
◎

〇
選

定

1
9
0

東
法

商
業

7
4
3

財
務

会
計

Ⅱ
〇

〇

7
実

教
商

業
7
5
1

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

管
理

〇
◎

〇
選

定

3
商

業
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

管
理

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
内

容
に

関
連

し
た

「
C

o
lu

m
n
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

3
商

業
財

務
会

計
Ⅱ

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

S
ec

ti
o
n
 の

冒
頭

に
「
は

じ
め

に
」
を

設
け

、
各

取
引

の
場

面
設

定
を

示
し

て
い

る
。

3
商

業
商

品
開

発
と

流
通

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
実

践
的

・
体

験
的

な
学

習
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
「
実

践
事

例
」
を

設
定

し
て

い
る

。

③
商

業

課
題

研
究
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。

③
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。

令
和

7
年

7
月

1
日

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

８
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
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（様式４） 

 

広島市立広島商業高等学校令和８年度使用教科用図書選定委員会規約 

 

 （設置） 

第１条 広島市立広島商業高等学校（以下「学校」という。）において使用する教科用図書の選定に

ついて審議するため、広島市立広島商業高等学校令和８年度使用教科用図書選定委員会（以下

「選定委員会」という。）を設置する。 

 

 （組織） 

第２条 選定委員会は、委員７人をもって組織する。 

 

 （委員） 

第３条 次に掲げる者を委員とする。 

(1) 学校の校長・教頭・主幹教諭・事務長・教務主任 

(2) 保護者代表・学校運営協議会委員・学識経験者 

２ 委員の任命及び委嘱は校長が行う。 

３ 委員の任期は、委員会の開催日から開催年の８月末日までとする。 

 

 （委員長及び副委員長） 

第４条 選定委員会には、委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、校長とする。 

３ 副委員長は、委員の互選によってこれを定める。 

４ 委員長は、会務を掌理し、選定委員会を代表する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

 （会議） 

第５条 選定委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 選定委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 選定の内容については、教科用図書を採択する教育委員会の会議が開催されるまで非公開と 

する。 

 

 （調査員） 

第６条 選定委員会に、専門の事項を調査させるため、調査員を置く。 

２ 調査員は、学校の教諭のうちから、校長が任命する。 

 

 （庶務） 

第７条 選定委員会の庶務は、学校において処理する。 

 

 （委任規定） 

第８条 この規約に定めるもののほか、選定委員会の運営に関し必要な事項は、校長が定める。 

 

  附 則 

この規約は、令和７年６月２日から施行する。 
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 (様式１） 

 

令和７年 ７月 ７日 

 

広 島 市 教 育 長 様 

（学校教育部指導第二課） 

 

                     学校名 広島市立広島工業高等学校  

 

                     校長名    𠮷 村   敦    

 

令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書選定手順（報告） 

 

月日（曜日） 選 定 手 順 の 内 容 

５月２８日（水） 

 

６月 ５日（木） 

 

６月 ５日（木） 

 

６月 ６日（金） 

 

 

６月 ９日（月）～ 

 

６月２５日（水） 

 ７月 ３日（木） 

 

７月 ７日（月） 

 

７月 ７日（月） 

 

・ 令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書 

 採択事務説明会に出席する。 

・ 校長は、校内における令和８年度使用教科用図書選定に係る事務の推

進を行うため「令和８年度使用教科用図書選定委員会」を設置する。 

・ 校長は、選定委員を委嘱または任命する。 

・ 校長は、調査員を任命する。 

・ 選定委員会において、教科用図書選定が適正かつ公正に行われるよう 

協議し、調査の観点及び視点を決定する。 

 ・ 選定委員会は、調査員に教科用図書を調査する観点及び視点を示す。 

 ・ 調査員は、選定委員会の依頼に基づき、教科書目録に記載されている 

教科用図書について、調査研究を行う。 

 ・ 調査員は、調査結果を選定委員に報告する。 

・ 選定委員会を開催し、令和８年度使用教科用図書について審議し、そ

の結果を校長に答申する。 

・ 校長は、選定委員会からの答申に基づき、令和８年度使用教科用図書 

申請書を作成する。 

 ・ 校長は、広島市教育委員会へ、令和８年度使用教科用図書申請書を提 

出する。 
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 (様式２） 

令和７年 ７月 ７日 

 

広 島 市 教 育 長 様 

（学校教育部指導第二課） 

 

                     学校名 広島市立広島工業高等学校  

 

                     校長名    𠮷 村   敦    

 

令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書選定資料（報告） 

 

１ 学校の特色 

本校は機械科・自動車科・電気科・情報電子科・建築科・環境設備科の６学科、１学年

６クラスを設置している。 

 教育課程は、平成１８年度から３年間、文部科学省研究指定事業「目指せスペシャリス

ト」に指定され、そこで培った経験を活かし、生徒が自主的に考え、将来を切り拓く力を

身につけることを目指す内容となっている。また、各学科の専門分野においても、資格取

得に有利な内容となっている。 

 学校全体で、「朝の読書」・「アイデアコンペ」等を実施し、読書習慣や落ち着いた学

習環境づくりと、生徒の創造力の育成に取り組んでいる。 

 本校は工業施設も充実しており、生徒はものづくりの基本から先端技術に至るまで、実

習を通して多くの知識と技能を学ぶことができる。自動車科においては、３級自動車整備

士国家資格の実技試験免除の整備士養成施設として認証されている。 

２ 生徒の実態 

 本校に入学する生徒は、学習到達度に大きな差がある。工業の学習に欠かせない分数計

算や比例計算などの基礎学力が十分に定着していない生徒も少なくない。また、学習習慣

や読書習慣が身についておらず、主体的に学習することが苦手な生徒が多く、板書や授業

記録のノートの取り方、予習・復習の仕方など、学習の基本から指導を行う必要がある。 

 指導の結果、学年の進行とともに学習に対して意欲を高める生徒は増加しており、昨今

の就職状況も背景として、高学年になるほど、資格取得や進路実現に向けて努力する生徒

が多くなっている。また、４割を超える生徒は、上級学校への進学を希望している。今後

も、生徒の希望する進路実現に向けた学力向上が求められている。 

３ 調査の観点及び視点 
 

 観点 視点 

① 知識及び技能の習得 
○単元の目標及びまとめの示し方 

○基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るための工夫 

② 思考力、判断力、表現力等の育成 

○各教科の見方・考え方を働かせ、思考力、判断力、表

現力を育成することができる工夫 

○ねらいに応じた言語活動の設定及びその工夫 

③ 主体的に学習に取り組む工夫 
○問題解決的な学習を実施するための工夫 

○興味・関心を高めるための工夫 

④ 内容の構成・配列・分量 
○年間の学習内容の見通しのもたせ方 

○単元や資料等の配列 

○系統性と反復性の工夫 

⑤ 内容の表現・表記 
○挿絵・写真等の活用 

○巻末資料の示し方 

○配色や文字の大きさ等の工夫 
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0
4

数
研

数
Ⅲ

7
1
1

最
新

　
数

学
Ⅲ

○
◎

〇
選

定

1
8
3

第
一

数
Ⅲ

7
1
5

新
編

数
学

Ⅲ
○

○

1
0
4

数
研

数
Ａ

1
0
4
-
9
0
5

改
訂

版
　

最
新

　
数

学
Ａ

○
○

◎
選

定

1
8
3

第
一

数
Ａ

7
1
8
 7

1
9

新
編

数
学

Ａ
新

編
数

学
Ａ

サ
ポ

ー
ト
ブ

ッ
ク

○
〇

書
　

名
観

点
の

評
価

改
訂

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

章
扉

や
テ

ー
マ

ご
と

に
「
関

連
年

表
」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図

書
申

請
書

（
そ

の
２

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

1
公

民
公

共
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

し
た

内
容

と
関

連
す

る
実

社
会

で
役

立
つ

情
報

や
考

え
方

を
取

り
上

げ
た

「
い

ま
を

生
き

る
ス

キ
ル

」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

3
地

理
歴

史
歴

史
総

合

2
数

学
数

学
Ⅱ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

の
「
章

扉
」
に

お
い

て
、

生
活

の
中

に
数

学
が

活
用

で
き

る
事

例
な

ど
を

紹
介

し
て

い
る

。

1
数

学
数

学
Ⅰ

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

の
「
章

扉
」
に

お
い

て
、

生
活

の
中

に
数

学
が

活
用

で
き

る
事

例
な

ど
を

紹
介

し
て

い
る

。

学
習

内
容

の
繋

が
り

を
把

握
さ

せ
、

系
統

性
を

持
た

せ
て

学
ぶ

こ
と

が
出

来
る

よ
う

「
次

へ
の

一
歩

」
を

設
定

し
、

次
の

項
目

を
意

識
し

た
問

題
を

取
り

上
げ

て
い

る
。

3
数

学
数

学
Ⅲ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

の
「
章

扉
」
に

お
い

て
、

生
活

の
中

に
数

学
が

活
用

で
き

る
事

例
な

ど
を

紹
介

し
て

い
る

。

3
数

学
数

学
Ａ

改
訂
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
工

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
𠮷

　
村

　
　

　
敦

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

1
0
4
 

数
研

数
Ｂ

 
7
1
3

最
新

　
数

学
Ｂ

○
○

◎
選

定

1
8
3
 

第
一

数
Ｂ

 
7
1
6

新
編

数
学

Ｂ
○

○

1
8
3

第
一

科
人

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

　
改

訂
　

科
学

と
人

間
生

活
◎

○
○

選
定

1
0
4

数
研

科
人

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
　

科
学

と
人

間
生

活
○

○

1
8
3

第
一

物
基

1
8
3
-
9
0
2

高
等

学
校

　
改

訂
　

新
物

理
基

礎
◎

○
○

選
定

1
0
4

数
研

物
基

1
0
4
-
9
0
2

改
訂

版
　

新
編

　
物

理
基

礎
○

○

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
2

新
高

等
保

健
体

育
　

改
訂

版
○

◎
○

選
定

1
8
3

第
一

保
体

1
8
3
-
9
0
1

1
8
3
-
9
0
2

高
等

学
校

　
改

訂
版

　
保

健
体

育
T

ex
tb

o
o
k

高
等

学
校

　
改

訂
版

　
保

健
体

育
A

ct
iv

it
y

○
○

5
0

大
修

館
保

体
7
0
2

新
高

等
保

健
体

育
○

◎
○

選
定

3
8

光
村

書
Ⅰ

0
3
8
-
9
0
1

書
Ⅰ

○
◎

○
選

定

6
教

図
書

Ⅰ
0
0
6
-
9
0
1

書
Ⅰ

○
○

書
　

名
観

点
の

評
価

学
習

内
容

を
振

り
返

り
な

が
ら

系
統

性
を

持
た

せ
て

反
復

の
演

習
が

で
き

る
よ

う
、

内
容

の
区

切
り

や
節

末
に

「
振

り
返

り
」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図

書
申

請
書

（
そ

の
３

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

1
理

科
科

学
と

人
間

生
活

改
訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

の
前

提
と

な
る

中
学

校
で

の
基

本
的

な
知

識
に

つ
い

て
ま

と
め

た
「
振

り
か

え
り

と
基

本
事

項
」
を

各
章

の
冒

頭
に

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

3
数

学
数

学
Ｂ

1
保

健
体

育
保

健
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

の
理

解
を

深
め

る
た

め
の

具
体

的
な

事
例

等
を

盛
り

込
ん

だ
「
C

o
lu

m
n
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

3
理

科
物

理
基

礎
改

訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
節

末
に

学
習

内
容

を
図

や
表

、
グ

ラ
フ

を
用

い
て

整
理

し
た

「
ま

と
め

て
み

よ
う

」
を

設
け

て
い

る
。

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
芸

術
科

書
道

ス
タ

ー
ト
ガ

イ
ド

」
を

設
け

て
い

る
。

②
保

健
体

育
保

健

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

の
理

解
を

深
め

る
た

め
の

具
体

的
な

事
例

等
を

盛
り

込
ん

だ
「
C

o
lu

m
n
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

1
芸

術
書

道
Ⅰ

改
訂
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
工

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
𠮷

　
村

　
　

　
敦

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

1
0
4

数
研

C
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
3

R
ev

is
ed

 C
O

M
E
T

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅰ

○
◎

○
選

定

1
5

三
省

堂
C

Ⅰ
0
1
5
-
9
0
3

V
IS

T
A

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅰ

N
ew

 E
d
it
io

n
○

○

1
0
4

数
研

C
Ⅱ

7
1
7

C
O

M
E
T

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅱ

○
◎

○
選

定

1
5

三
省

堂
C

Ⅱ
7
0
9

V
IS

T
A

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅱ

○
○

1
0
4

数
研

C
Ⅱ

7
1
7

C
O

M
E
T

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅱ

○
◎

○
選

定

1
8
3

第
一

家
基

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

版
 家

庭
基

礎
持

続
可

能
な

未
来

を
つ

く
る

○
○

◎
選

定

2
東

書
家

基
0
0
2
-
9
0
1

家
庭

基
礎

　
自

立
・
共

生
・
創

造
○

○

7
実

教
工

業
7
0
1

工
業

技
術

基
礎

◎
○

○
選

定

7
実

教
工

業
7
0
1

工
業

技
術

基
礎

◎
○

○
選

定

書
　

名
観

点
の

評
価

改
訂

言
語

活
動

を
通

し
て

生
徒

が
英

語
の

表
現

能
力

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
に

「
H

o
w
 a

b
o
u
t 

yo
u
?
」
や

「
W

h
at

 d
o
 y

o
u

th
in

k?
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図

書
申

請
書

（
そ

の
４

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

2
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ

言
語

活
動

を
通

し
て

生
徒

が
英

語
の

４
技

能
を

統
合

的
に

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
課

の
G

o
al

に
応

じ
た

「
G

o
al

 A
ct

iv
it
y」

を
掲

載
し

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

1
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ

2
家

庭
家

庭
基

礎
改

訂

複
数

の
単

元
を

繋
い

だ
探

究
的

な
学

び
が

で
き

る
よ

う
、

考
え

を
深

め
る

資
料

や
生

活
に

活
か

す
活

動
例

を
豊

富
に

取
り

入
れ

た
「
深

め
よ

う
・
活

か
そ

う
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

③
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ

言
語

活
動

を
通

し
て

生
徒

が
英

語
の

４
技

能
を

統
合

的
に

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
課

の
G

o
al

に
応

じ
た

「
G

o
al

 A
ct

iv
it
y」

を
掲

載
し

て
い

る
。

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
実

験
・
実

習
の

最
後

に
要

点
を

振
り

返
る

た
め

の
「
実

習
を

終
え

て
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

1
工

業
（
共

通
）

工
業

技
術

基
礎

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
実

験
・
実

習
の

最
後

に
要

点
を

振
り

返
る

た
め

の
「
実

習
を

終
え

て
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

③
工

業
（
共

通
）

課
題

研
究
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
工

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
𠮷

　
村

　
　

　
敦

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

7
実

教
工

業
7
0
1

工
業

技
術

基
礎

◎
○

○
選

定

7
実

教
工

業
7
0
1

工
業

技
術

基
礎

◎
○

○
選

定

7
実

教
工

業
7
0
2

機
械

製
図

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
0
2

機
械

製
図

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
0
2

機
械

製
図

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
0
2

機
械

製
図

○
◎

○
選

定

書
　

名
観

点
の

評
価

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
実

験
・
実

習
の

最
後

に
要

点
を

振
り

返
る

た
め

の
「
実

習
を

終
え

て
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図

書
申

請
書

（
そ

の
５

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

③
工

業
（
共

通
）

実
習

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
実

験
・
実

習
の

最
後

に
要

点
を

振
り

返
る

た
め

の
「
実

習
を

終
え

て
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

②
工

業
（
共

通
）

実
習

②
工

業
（
機

械
）

製
図

生
徒

が
図

面
か

ら
事

象
を

読
み

取
り

、
主

体
的

に
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

図
例

や
記

入
例

を
適

宜
掲

載
し

、
巻

末
に

は
製

図
例

プ
リ

ン
ト
を

収
録

し
て

い
る

。

1
工

業
（
機

械
）

製
図

生
徒

が
図

面
か

ら
事

象
を

読
み

取
り

、
主

体
的

に
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

図
例

や
記

入
例

を
適

宜
掲

載
し

、
巻

末
に

は
製

図
例

プ
リ

ン
ト
を

収
録

し
て

い
る

。

生
徒

が
図

面
か

ら
事

象
を

読
み

取
り

、
主

体
的

に
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

図
例

や
記

入
例

を
適

宜
掲

載
し

、
巻

末
に

は
製

図
例

プ
リ

ン
ト
を

収
録

し
て

い
る

。

2
工

業
(自

動
車

)
製

図

生
徒

が
図

面
か

ら
事

象
を

読
み

取
り

、
主

体
的

に
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

図
例

や
記

入
例

を
適

宜
掲

載
し

、
巻

末
に

は
製

図
例

プ
リ

ン
ト
を

収
録

し
て

い
る

。

③
工

業
（
機

械
）

(自
動

車
)

製
図
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
工

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
𠮷

　
村

　
　

　
敦

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

7
実

教
工

業
7
0
3

電
気

製
図

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
0
4

電
子

製
図

○
◎

〇
選

定

7
実

教
工

業
7
0
5

建
築

設
計

製
図

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
0
5

建
築

設
計

製
図

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
2
9

設
備

工
業

製
図

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
2
9

設
備

工
業

製
図

○
◎

○
選

定

書
　

名
観

点
の

評
価

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

製
図

で
使

用
す

る
記

号
や

文
字

や
そ

の
活

用
例

を
複

数
収

録
し

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図

書
申

請
書

（
そ

の
６

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

2
工

業
(情

報
電

子
)

製
図

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

持
っ

て
主

体
的

に
製

図
に

つ
い

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

身
近

な
発

電
技

術
で

あ
る

「
太

陽
光

発
電

」
や

「
風

力
発

電
」
を

取
り

扱
っ

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

3
工

業
（
電

気
）

製
図

③
工

業
（
建

築
）

製
図

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

建
築

物
の

挿
絵

と
そ

の
設

計
製

図
を

比
較

し
て

複
数

掲
載

し
て

い
る

。

2
工

業
（
建

築
）

製
図

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

建
築

物
の

挿
絵

と
そ

の
設

計
製

図
を

比
較

し
て

複
数

掲
載

し
て

い
る

。

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

衛
生

・
防

災
設

備
図

や
空

調
ダ

ク
ト
図

・
配

管
図

な
ど

設
備

に
関

す
る

図
面

を
多

く
掲

載
し

て
い

る
。

2
工

業
(環

境
設

備
)

製
図

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

衛
生

・
防

災
設

備
図

や
空

調
ダ

ク
ト
図

・
配

管
図

な
ど

設
備

に
関

す
る

図
面

を
多

く
掲

載
し

て
い

る
。

③
工

業
(環

境
設

備
)

製
図
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
工

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
𠮷

　
村

　
　

　
敦

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

7
実

教
工

業
0
0
7
-
9
0
1

工
業

情
報

数
理

　
新

訂
版

◎
○

○
選

定

7
実

教
工

業
7
1
9

精
選

工
業

情
報

数
理

○
○

7
実

教
工

業
0
0
7
-
9
0
2

機
械

工
作

１
　

新
訂

版
○

◎
○

選
定

7
実

教
工

業
0
0
7
-
9
0
3

機
械

工
作

2
　

新
訂

版
○

◎
○

選
定

7
実

教
工

業
7
0
8

機
械

工
作

１
○

◎
○

選
定

7
実

教
工

業
7
0
9

機
械

工
作

２
○

◎
○

選
定

7
実

教
工

業
0
0
7
-
9
0
4

機
械

設
計

1
　

新
訂

版
◎

○
○

選
定

書
　

名
観

点
の

評
価

改
訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

側
注

欄
に

用
語

の
補

足
説

明
や

多
く

の
主

な
用

語
の

英
語

を
示

し
て

い
る

。

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図

書
申

請
書

（
そ

の
７

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

1
工

業
（
機

械
）

機
械

工
作

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
先

端
技

術
の

関
連

性
に

つ
い

て
ま

と
め

た
「
C

o
lu

m
n
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

1
工

業
（
共

通
）

工
業

情
報

数
理

②
工

業
（
機

械
）

機
械

工
作

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
先

端
技

術
の

関
連

性
に

つ
い

て
ま

と
め

た
「
C

o
lu

m
n
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

1
工

業
（
機

械
）

機
械

工
作

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
先

端
技

術
の

関
連

性
に

つ
い

て
ま

と
め

た
「
C

o
lu

m
n
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
単

元
の

学
習

内
容

を
ま

と
め

た
上

で
振

り
返

る
「
節

末
問

題
」
を

設
け

て
い

る
。

②
工

業
（
機

械
）

機
械

工
作

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
先

端
技

術
の

関
連

性
に

つ
い

て
ま

と
め

た
「
C

o
lu

m
n
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

2
工

業
（
機

械
）

機
械

設
計

改
訂
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
工

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
𠮷

　
村

　
　

　
敦

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

7
実

教
工

業
0
0
7
-
9
0
5

機
械

設
計

2
　

新
訂

版
◎

○
○

選
定

7
実

教
工

業
7
1
0

機
械

設
計

１
◎

○
○

選
定

7
実

教
工

業
7
1
1

機
械

設
計

２
◎

○
○

選
定

7
実

教
工

業
7
6
3

原
動

機
○

◎
○

選
定

7
実

教
工

業
7
5
5

生
産

技
術

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
5
5

生
産

技
術

○
◎

○
選

定

書
　

名
観

点
の

評
価

改
訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
単

元
の

学
習

内
容

を
ま

と
め

た
上

で
振

り
返

る
「
節

末
問

題
」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図

書
申

請
書

（
そ

の
８

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

③
工

業
（
機

械
）

機
械

設
計

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
単

元
の

学
習

内
容

を
ま

と
め

た
上

で
振

り
返

る
「
節

末
問

題
」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

2
工

業
（
機

械
）

機
械

設
計

3
工

業
（
機

械
）

原
動

機

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
単

元
の

最
初

に
日

常
生

活
と

流
体

機
械

や
内

燃
機

関
の

関
わ

り
が

わ
か

る
写

真
が

複
数

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

③
工

業
（
機

械
）

機
械

設
計

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
単

元
の

学
習

内
容

を
ま

と
め

た
上

で
振

り
返

る
「
節

末
問

題
」
を

設
け

て
い

る
。

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

工
業

技
術

の
歴

史
の

概
略

に
つ

い
て

ま
と

め
た

、
「
『
生

産
技

術
』
を

学
ぶ

に
あ

た
っ

て
」
を

設
け

て
い

る
。

2

工
業

（
機

械
）

(環
境

設
備

)

生
産

技
術

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

工
業

技
術

の
歴

史
の

概
略

に
つ

い
て

ま
と

め
た

、
「
『
生

産
技

術
』
を

学
ぶ

に
あ

た
っ

て
」
を

設
け

て
い

る
。

③
工

業
（
機

械
）

生
産

技
術
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
工

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
𠮷

　
村

　
　

　
敦

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

7
実

教
工

業
7
5
5

生
産

技
術

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
1
2

自
動

車
工

学
１

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
1
3

自
動

車
工

学
２

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
1
2

自
動

車
工

学
１

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
1
3

自
動

車
工

学
２

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
1
2

自
動

車
工

学
１

○
◎

○
選

定

書
　

名
観

点
の

評
価

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

工
業

技
術

の
歴

史
の

概
略

に
つ

い
て

ま
と

め
た

、
「
『
生

産
技

術
』
を

学
ぶ

に
あ

た
っ

て
」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図

書
申

請
書

（
そ

の
９

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

1
工

業
(自

動
車

)
自

動
車

工
学

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

の
歴

史
的

背
景

に
つ

い
て

ま
と

め
た

資
料

「
発

達
過

程
に

み
る

自
動

車
の

時
代

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

3
工

業
(情

報
電

子
)

生
産

技
術

②
工

業
(自

動
車

)
自

動
車

工
学

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

の
歴

史
的

背
景

に
つ

い
て

ま
と

め
た

資
料

「
発

達
過

程
に

み
る

自
動

車
の

時
代

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

1
工

業
(自

動
車

)
自

動
車

工
学

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
流

通
の

関
わ

り
に

つ
い

て
ま

と
め

た
資

料
「
自

動
車

の
で

き
る

ま
で

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

の
歴

史
的

背
景

に
つ

い
て

ま
と

め
た

資
料

「
発

達
過

程
に

み
る

自
動

車
の

時
代

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

②
工

業
(自

動
車

)
自

動
車

工
学

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
流

通
の

関
わ

り
に

つ
い

て
ま

と
め

た
資

料
「
自

動
車

の
で

き
る

ま
で

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

③
工

業
(自

動
車

)
自

動
車

工
学
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
工

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
𠮷

　
村

　
　

　
敦

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

7
実

教
工

業
7
1
3

自
動

車
工

学
２

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
3
7

自
動

車
整

備
○

◎
○

選
定

7
実

教
工

業
7
3
7

自
動

車
整

備
○

◎
○

選
定

7
実

教
工

業
7
3
7

自
動

車
整

備
○

◎
○

選
定

7
実

教
工

業
0
0
7
-
9
0
6

電
気

回
路

1
　

新
訂

版
○

◎
○

選
定

1
5
4

オ
ー

ム
工

業
7
2
4

電
気

回
路

１
○

○

7
実

教
工

業
0
0
7
-
9
0
7

電
気

回
路

2
　

新
訂

版
○

◎
○

選
定

1
5
4

オ
ー

ム
工

業
7
2
5

電
気

回
路

２
○

○

書
　

名
観

点
の

評
価

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
流

通
の

関
わ

り
に

つ
い

て
ま

と
め

た
資

料
「
自

動
車

の
で

き
る

ま
で

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図
書

申
請

書
（

そ
の

１
０

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

1
工

業
(自

動
車

)
自

動
車

整
備

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

自
動

車
整

備
に

関
連

し
た

図
や

写
真

等
を

複
数

掲
載

し
て

い
る

。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
工

業
(自

動
車

)
自

動
車

工
学

③
工

業
(自

動
車

)
自

動
車

整
備

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

自
動

車
整

備
に

関
連

し
た

図
や

写
真

等
を

複
数

掲
載

し
て

い
る

。

②
工

業
(自

動
車

)
自

動
車

整
備

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

自
動

車
整

備
に

関
連

し
た

図
や

写
真

等
を

複
数

掲
載

し
て

い
る

。

1

工
業

(電
気

)
(情

報
電

子
)

電
気

回
路

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

カ
ラ

ー
写

真
や

回
路

図
を

多
く

掲
載

し
、

要
点

に
は

「
P
O

IN
T

」
や

「
話

題
」
を

設
け

詳
し

く
解

説
し

て
い

る
。

1

工
業

(電
気

)
(情

報
電

子
)

電
気

回
路

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

カ
ラ

ー
写

真
や

回
路

図
を

多
く

掲
載

し
、

要
点

に
は

「
P
O

IN
T

」
や

「
話

題
」
を

設
け

詳
し

く
解

説
し

て
い

る
。
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
工

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
𠮷

　
村

　
　

　
敦

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

7
実

教
工

業
7
2
0

電
気

回
路

１
○

◎
○

選
定

7
実

教
工

業
7
2
1

電
気

回
路

２
○

◎
○

選
定

7
実

教
工

業
7
3
8

電
気

機
器

○
◎

○
選

定

1
5
4

オ
ー

ム
工

業
7
3
9

電
気

機
器

○
○

7
実

教
工

業
7
3
8

電
気

機
器

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
4
0

電
力

技
術

１
◎

○
○

選
定

1
5
4

オ
ー

ム
工

業
7
4
2

電
力

技
術

１
○

○

7
実

教
工

業
7
4
1

電
力

技
術

２
◎

○
○

選
定

1
5
4

オ
ー

ム
工

業
7
4
3

電
力

技
術

２
○

○

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図
書

申
請

書
（

そ
の

１
１

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

電
気

回
路

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

カ
ラ

ー
写

真
や

回
路

図
を

多
く

掲
載

し
、

要
点

に
は

「
P
O

IN
T

」
や

「
話

題
」
を

設
け

詳
し

く
解

説
し

て
い

る
。

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

②

工
業

(電
気

)
(情

報
電

子
)

電
気

回
路

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

カ
ラ

ー
写

真
や

回
路

図
を

多
く

掲
載

し
、

要
点

に
は

「
P
O

IN
T

」
や

「
話

題
」
を

設
け

詳
し

く
解

説
し

て
い

る
。

②

工
業

(電
気

)
(情

報
電

子
)

2
工

業
（
電

気
）

電
気

機
器

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

協
働

し
て

取
り

組
む

実
験

や
調

査
等

の
題

材
を

扱
っ

た
「
L
et

’
ｓ　

Ｔ
ｒｙ

！
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

電
力

技
術

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

に
そ

の
章

で
学

ぶ
概

要
を

ま
と

め
た

、
「
こ

の
章

で
学

ぶ
こ

と
」
を

設
け

て
い

る
。

③
工

業
（
電

気
）

電
気

機
器

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

協
働

し
て

取
り

組
む

実
験

や
調

査
等

の
題

材
を

扱
っ

た
「
L
et

’
ｓ　

Ｔ
ｒｙ

！
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

2
工

業
（
電

気
）

電
力

技
術

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

に
そ

の
章

で
学

ぶ
概

要
を

ま
と

め
た

、
「
こ

の
章

で
学

ぶ
こ

と
」
を

設
け

て
い

る
。

2
工

業
（
電

気
）
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
工

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
𠮷

　
村

　
　

　
敦

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

7
実

教
工

業
7
4
0

電
力

技
術

１
◎

○
○

選
定

7
実

教
工

業
7
4
1

電
力

技
術

２
◎

○
○

選
定

7
実

教
工

業
7
4
4

電
子

技
術

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
4
4

電
子

技
術

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
4
5

電
子

回
路

◎
○

○
選

定

7
実

教
工

業
7
4
5

電
子

回
路

◎
○

○
選

定

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図
書

申
請

書
（

そ
の

１
２

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
工

業
（
電

気
）

電
力

技
術

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

に
そ

の
章

で
学

ぶ
概

要
を

ま
と

め
た

、
「
こ

の
章

で
学

ぶ
こ

と
」
を

設
け

て
い

る
。

③
工

業
（
電

気
）

電
力

技
術

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

に
そ

の
章

で
学

ぶ
概

要
を

ま
と

め
た

、
「
こ

の
章

で
学

ぶ
こ

と
」
を

設
け

て
い

る
。

2
工

業
（
電

気
）

電
子

技
術

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

を
実

践
的

に
身

に
付

け
て

理
解

を
深

め
る

「
実

験
コ

ー
ナ

ー
」
を

設
け

て
い

る
。

電
子

回
路

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

節
の

は
じ

め
に

単
元

の
目

標
を

示
し

た
「
こ

の
節

で
学

ぶ
こ

と
」
を

設
け

て
い

る
。

③
工

業
（
電

気
）

電
子

技
術

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

を
実

践
的

に
身

に
付

け
て

理
解

を
深

め
る

「
実

験
コ

ー
ナ

ー
」
を

設
け

て
い

る
。

③
工

業
(情

報
電

子
)

電
子

回
路

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

節
の

は
じ

め
に

単
元

の
目

標
を

示
し

た
「
こ

の
節

で
学

ぶ
こ

と
」
を

設
け

て
い

る
。

2
工

業
(情

報
電

子
)
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
工

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
𠮷

　
村

　
　

　
敦

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

7
実

教
工

業
7
6
5

通
信

技
術

◎
○

○
選

定

7
実

教
工

業
7
4
6

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
技

術
○

◎
○

選
定

7
実

教
工

業
7
6
7

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

技
術

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
6
7

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

技
術

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
1
4

建
築

構
造

◎
○

○
選

定

7
実

教
工

業
7
1
4

建
築

構
造

◎
○

○
選

定

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図
書

申
請

書
（

そ
の

１
３

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

2
工

業
(情

報
電

子
)

通
信

技
術

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

章
の

は
じ

め
に

単
元

の
目

標
を

示
し

た
「
こ

の
章

で
学

ぶ
こ

と
」
を

設
け

て
い

る
。

1
工

業
(情

報
電

子
)

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
技

術

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
学

習
内

容
と

関
連

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
技

術
を

扱
っ

た
「
T

ry
」
を

設
け

て
い

る
。

2
工

業
(情

報
電

子
)

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

技
術

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

絵
を

用
い

て
学

習
内

容
と

生
活

の
関

係
を

示
し

た
「
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ス
テ

ム
技

術
と

わ
た

し
た

ち
の

生
活

」
を

設
け

て
い

る
。

建
築

構
造

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

ご
と

の
め

あ
て

が
明

確
で

あ
り

、
建

築
構

法
の

構
造

図
と

共
に

明
解

に
表

記
し

て
い

る
。

③
工

業
(情

報
電

子
)

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

技
術

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

絵
を

用
い

て
学

習
内

容
と

生
活

の
関

係
を

示
し

た
「
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ス
テ

ム
技

術
と

わ
た

し
た

ち
の

生
活

」
を

設
け

て
い

る
。

③
工

業
（
建

築
）

建
築

構
造

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

ご
と

の
め

あ
て

が
明

確
で

あ
り

建
築

構
法

の
構

造
図

と
共

に
明

解
に

表
記

し
て

い
る

。

1
工

業
（
建

築
）

109



（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
工

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
𠮷

　
村

　
　

　
敦

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

7
実

教
工

業
7
4
9

建
築

計
画

◎
○

○
選

定

7
実

教
工

業
7
4
9

建
築

計
画

◎
○

○
選

定

7
実

教
工

業
7
4
8

建
築

構
造

設
計

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
6
8

建
築

施
工

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
6
9

建
築

法
規

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
6
9

建
築

法
規

○
◎

○
選

定

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図
書

申
請

書
（

そ
の

１
４

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

1
工

業
（
建

築
）

建
築

計
画

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
節

ご
と

に
学

習
の

め
あ

て
を

掲
載

す
る

と
と

も
に

、
学

習
内

容
に

関
す

る
図

や
表

を
適

宜
掲

載
し

て
い

る
。

②
工

業
（
建

築
）

建
築

計
画

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
節

ご
と

に
学

習
の

め
あ

て
を

掲
載

す
る

と
と

も
に

、
学

習
内

容
に

関
す

る
図

や
表

を
適

宜
掲

載
し

て
い

る
。

2
工

業
（
建

築
）

建
築

構
造

設
計

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

身
近

な
材

料
を

使
っ

た
実

験
を

紹
介

す
る

「
試

し
て

み
よ

う
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

建
築

法
規

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
ん

だ
知

識
の

活
用

を
促

す
｢L

et
's

tr
y｣

　
な

ど
を

設
け

て
い

る
。

3
工

業
（
建

築
）

建
築

施
工

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

高
め

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

熊
本

城
の

「
復

旧
・
修

復
工

事
」
や

、
「
現

場
監

督
の

一
日

」
「
各

種
構

造
躯

体
工

事
」
な

ど
を

写
真

や
イ

ラ
ス

ト
を

多
数

用
い

て
掲

載
し

て
い

る
。

③
工

業
（
建

築
）

建
築

法
規

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
ん

だ
知

識
の

活
用

を
促

す
｢L

et
's

tr
y｣

　
な

ど
を

設
け

て
い

る
。

2
工

業
（
建

築
）
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
工

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
𠮷

　
村

　
　

　
敦

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

7
実

教
工

業
7
3
2

設
備

計
画

○
◎

○
選

定

9
9
9

文
科

省
工

業
7
7
2

空
気

調
和

設
備

◎
○

○
選

定

2
0
1

海
文

堂
工

業
7
5
7

衛
生

・
防

災
設

備
○

◎
○

選
定

2
0
1

海
文

堂
工

業
7
5
7

衛
生

・
防

災
設

備
○

◎
○

選
定

7
実

教
工

業
7
5
3

化
学

工
学

○
◎

○
選

定

7
実

教
工

業
7
7
1

地
球

環
境

化
学

○
◎

○
選

定

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図
書

申
請

書
（

そ
の

１
５

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

1
工

業
(環

境
設

備
)

設
備

計
画

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

日
常

生
活

と
学

習
内

容
の

関
わ

り
に

つ
い

て
図

や
表

、
グ

ラ
フ

が
適

宜
活

用
さ

れ
て

い
る

。

2
工

業
(環

境
設

備
)

空
気

調
和

設
備

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
所

に
例

題
を

用
い

て
解

説
が

あ
り

、
学

習
内

容
に

関
す

る
図

や
表

、
グ

ラ
フ

が
適

宜
活

用
さ

れ
て

い
る

。

2
工

業
(環

境
設

備
)

衛
生

・
防

災
設

備

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

日
常

生
活

と
学

習
内

容
の

関
わ

り
に

つ
い

て
図

や
表

、
グ

ラ
フ

が
適

宜
活

用
さ

れ
て

い
る

。

化
学

工
学

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

見
返

し
に

、
工

場
や

装
置

な
ど

の
カ

ラ
ー

写
真

を
多

く
掲

載
し

て
い

る
。

ま
た

、
生

徒
が

主
体

と
な

っ
て

考
え

た
り

、
実

験
し

た
り

す
こ

と
で

学
習

内
容

の
整

理
が

で
き

る
「
S
T

C
」
を

設
け

て
い

る
。

③
工

業
(環

境
設

備
)

衛
生

・
防

災
設

備

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

日
常

生
活

と
学

習
内

容
の

関
わ

り
に

つ
い

て
図

や
表

、
グ

ラ
フ

が
適

宜
活

用
さ

れ
て

い
る

。

1
工

業
(環

境
設

備
)

地
球

環
境

化
学

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

持
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
巻

末
に

、
環

境
基

準
や

排
出

基
準

な
ど

の
デ

ー
タ

を
付

録
と

し
て

掲
載

し
て

い
る

。

3
工

業
(環

境
設

備
)
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（
様

式
３

）

 

 
広

 
島

 
市

 
教

 
育

 
長

　
様

(
学

校
教

育
部

指
導

第
二

課
）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
工

業
高

等
学

校

　
　

校
長

名
𠮷

　
村

　
　

　
敦

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現
表
記

7
実

教
工

業
7
7
1

地
球

環
境

化
学

○
◎

○
選

定

令
和

7
年

7
月

7
日

令
和

８
年
度
使
用
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）
用
教
科
用
図
書

申
請

書
（

そ
の

１
６

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

②
工

業
(環

境
設

備
)

地
球

環
境

化
学

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

持
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
巻

末
に

、
環

境
基

準
や

排
出

基
準

な
ど

の
デ

ー
タ

を
付

録
と

し
て

掲
載

し
て

い
る

。
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（様式４） 

 

広島市立広島工業高等学校令和８年度使用教科用図書選定委員会規約 

 

 （設置） 

第１条 広島市立広島工業高等学校（以下「学校」という。）において使用する教科用図書の選定に

ついて審議するため、広島市立広島工業高等学校令和８年度使用教科用図書選定委員会（以下

「選定委員会」という。）を設置する。 

 

 （組織） 

第２条 選定委員会は、委員８人をもって組織する。 

 

 （委員） 

第３条 次に掲げる者を委員とする。 

(1) 学校の校長・教頭・主幹教諭・事務長・教務主任 

(2) 保護者代表・学校運営協議会委員・学識経験者 

２ 委員の任命及び委嘱は校長が行う。 

３ 委員の任期は、委員会の開催日から開催年の８月末日までとする。 

 

 （委員長及び副委員長） 

第４条 選定委員会には、委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、校長とする。 

３ 副委員長は、委員の互選によってこれを定める。 

４ 委員長は、会務を掌理し、選定委員会を代表する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

 （会議） 

第５条 選定委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 選定委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 選定の内容については、教科用図書を採択する教育委員会の会議が開催されるまで非公開と 

する。 

 

 （調査員） 

第６条 選定委員会に、専門の事項を調査させるため、調査員を置く。 

２ 調査員は、学校の教諭のうちから、校長が任命する。 

 

 （庶務） 

第７条 選定委員会の庶務は、学校において処理する。 

 

 （委任規定） 

第８条 この規約に定めるもののほか、選定委員会の運営に関し必要な事項は、校長が定める。 

 

  附 則 

この規約は、令和７年６月５日から施行する。 
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 (様式１） 

 

令和７年７月８日 

 

広 島 市 教 育 長 様 

（学校教育部指導第二課） 

 

                     学校名 広島市立広島みらい創生高等学校  

 

                     校長名     小 田 卓 也      

 

令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書選定手順（報告） 

 

月日（曜日） 選 定 手 順 の 内 容 

５月28日（水） 

 

６月５日（木） 

 

６月６日（金） 

 

６月６日（金） 

 

 

６月９日（月）～ 

 

７月４日（金） 

７月４日（金） 

 

７月７日（月） 

 

７月８日（火） 

 

・ 令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書採

択事務説明会に出席する。 

・ 校長は、校内における令和８年度使用教科用図書選定に係る事務の推

進を行うため「令和８年度使用教科用図書選定委員会」を設置する。 

・ 校長は、選定委員を委嘱または任命する。 

・ 校長は、調査員を任命する。 

・ 選定委員会において、教科用図書選定が適正かつ公正に行われるよう

協議し、調査の観点及び視点を決定する。 

・ 選定委員会は、調査員に教科用図書を調査する観点及び視点を示す。 

 ・ 調査員は、選定委員会の依頼に基づき、教科書目録に記載されている

教科用図書について、調査研究を行う。 

 ・ 調査員は、調査結果を選定委員に報告する。 

・ 選定委員会を開催し、令和８年度使用教科用図書について審議し、そ

の結果を校長に答申する。 

・ 校長は、選定委員会からの答申に基づき、令和８年度使用教科用図書

申請書を作成する。 

・ 校長は、広島市教育委員会へ、令和８年度使用教科用図書申請書を提

出する。 
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 (様式２） 

 

令和７年７月８日 

 

広 島 市 教 育 長 様 

（学校教育部指導第二課） 

 

                    学校名 広島市立広島みらい創生高等学校  

 

              校長名     小 田 卓 也      

 

令和８年度使用高等学校・中等教育学校（後期課程）用教科用図書選定資料（報告） 

 

１ 学校の特色 

 

本校では、生徒が自分のペースで学習可能な学びのシステムを提供するため、午前

から夜間までの幅広い時間帯に授業や面接指導を実施するとともに、平日登校コース

の「授業」を中心とした学習、あるいは通信教育コースの「面接指導、添削指導」を

中心とした学習の中から、自由に教科・科目を選択できるようにしている。 

また、基礎的・基本的な学習内容の定着を図るため、少人数指導や習熟度別指導を

導入し、個に応じたきめ細かな学習指導を進めることとしている。 

 

２ 生徒の実態 

 

本校生徒は、その約半数が本校の特色である学び直し科目を履修している。また、そ

れ以外の生徒においても、四則計算や漢字の読み書きなど、すべての教科・科目に必要

な基礎学力に課題がある。一方で、向上心が強く、積極的に学習に取り組もうとする生

徒も数多く在籍している。 

さらに、定時制の課程の授業と、通信制の課程の授業について、併修を希望する生徒

もいる。 

 

３ 調査の観点及び視点 
 

 観点 視点 

① 知識及び技能の習得 
○単元の目標及びまとめの示し方 

○基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るための工夫 

② 思考力、判断力、表現力等の育成 

○各教科の見方・考え方を働かせ、思考力、判断力、表

現力を育成することができる工夫 

○ねらいに応じた言語活動の設定及びその工夫 

③ 主体的に学習に取り組む工夫 
○問題解決的な学習を実施するための工夫 

○興味・関心を高めるための工夫 

④ 内容の構成・配列・分量 
○年間の学習内容の見通しのもたせ方 

○単元や資料等の配列 

○系統性と反復性の工夫 

⑤ 内容の表現・表記 
○挿絵・写真等の活用 

○巻末資料の示し方 

○配色や文字の大きさ等の工夫 
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(定
時

制
の

課
程

)

　
　

校
長

名
小

　
田

　
卓

　
也

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

2
東

書
現

国
0
0
2
-
9
0
1

新
編

現
代

の
国

語
◎

〇
〇

選
定

1
5

三
省

堂
現

国
0
1
5
-
9
0
2

新
 現

代
の

国
語

 改
訂

版
〇

〇

2
東

書
言

文
0
0
2
-
9
0
1

新
編

言
語

文
化

◎
〇

〇
選

定

1
5

三
省

堂
言

文
0
1
5
-
9
0
2

新
 言

語
文

化
 改

訂
版

〇
〇

1
5

三
省

堂
論

国
7
0
4

新
 論

理
国

語
◎

〇
〇

選
定

1
8
3

第
一

論
国

7
1
1

高
等

学
校

　
論

理
国

語
〇

〇

1
8
3

第
一

文
国

7
1
0

高
等

学
校

　
標

準
文

学
国

語
◎

〇
〇

選
定

2
東

書
文

国
7
0
1

文
学

国
語

〇
〇

2
東

書
古

探
7
0
1

新
編

古
典

探
究

◎
〇

〇
選

定

1
8
3

第
一

古
探

7
2
0

高
等

学
校

　
標

準
古

典
探

究
◯

〇

2
東

書
現

国
0
0
2
-
9
0
1

新
編

現
代

の
国

語
◎

〇
〇

選
定

1
5

三
省

堂
現

国
0
1
5
-
9
0
2

新
 現

代
の

国
語

 改
訂

版
〇

〇

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

１
）

国
語

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由
選

定

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
単

元
に

国
語

の
資

質
・
能

力
の

基
礎

を
確

実
に

身
に

付
け

る
こ

と
を

ね
ら

い
と

し
た

多
様

な
言

語
活

動
（
「
話

す
」
「
聞

く
」
「
読

む
」
・

「
書

く
」
）
を

設
け

て
い

る
。

科
目

名
新

規
の

選
定

学 年 １

国
語

発
行

者
の

番
号

、
略

称

観
点

の
評

価
教

科
名

１

教
科

書
の

記
号

、
番

号

改
訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
単

元
扉

に
学

習
す

る
作

品
や

教
材

に
関

連
し

た
年

表
や

解
説

、
写

真
等

を
示

し
て

い
る

。

書
　

名

言
語

文
化

現
代

の
国

語
改

訂

２
国

語

３

改
訂

国
語

文
学

国
語

国
語

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
国

語

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
単

元
に

国
語

の
資

質
・
能

力
の

基
礎

を
確

実
に

身
に

付
け

る
こ

と
を

ね
ら

い
と

し
た

多
様

な
言

語
活

動
（
「
話

す
」
「
聞

く
」
「
読

む
」
・

「
書

く
」
）
を

設
け

て
い

る
。

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

に
よ

っ
て

学
ぶ

国
語

の
技

能
を

示
す

「
学

習
目

標
」
を

各
単

元
扉

に
設

け
、

「
学

習
の

ね
ら

い
」
を

各
教

材
の

冒
頭

に
掲

載
し

て
い

る
。

1
国

語

２

論
理

国
語

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
単

元
で

身
に

付
け

た
力

を
確

認
し

、
さ

ら
に

深
め

る
た

め
の

「
学

び
を

深
め

る
」
を

設
け

て
い

る
。

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
単

元
扉

に
学

習
す

る
作

品
や

教
材

に
関

連
し

た
年

表
や

解
説

、
写

真
等

を
示

し
て

い
る

。
古

典
探

究
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(定
時

制
の

課
程

)

　
　

校
長

名
小

　
田

　
卓

　
也

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

2
東

書
言

文
0
0
2
-
9
0
1

新
編

言
語

文
化

◎
〇

〇
選

定

1
5

三
省

堂
言

文
0
1
5
-
9
0
2

新
 言

語
文

化
 改

訂
版

〇
〇

2
東

書
現

国
7
0
1

新
編

現
代

の
国

語
〇

◎
〇

選
定

4
6

帝
国

地
総

0
4
6
-
9
0
1

高
等

学
校

 新
地

理
総

合
〇

◎
〇

選
定

2
東

書
地

総
0
0
2
-
9
0
1

地
理

総
合

〇
〇

4
6

帝
国

地
図

0
4
6
-
9
0
1

新
詳

高
等

地
図

〇
◎

〇
選

定

8
1

山
川

地
図

0
8
1
-
9
0
1

詳
解

現
代

地
図

 改
訂

版
〇

〇

8
1

山
川

地
探

7
0
3

地
理

探
究

〇
◎

〇
選

定

2
東

書
地

探
7
0
1

地
理

探
究

〇
〇

4
6

帝
国

地
図

7
0
2

新
詳

高
等

地
図

〇
◎

〇
選

定

1
地

理
歴

史
地

理
総

合

②
地

理
歴

史
地

理
探

究

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

様
々

な
視

点
の

資
料

図
を

多
数

掲
載

し
て

い
る

。

２
地

理
歴

史
地

理
探

究

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

テ
ー

マ
に

沿
っ

て
、

さ
ら

に
学

習
を

深
め

る
コ

ラ
ム

「
ポ

イ
ン

ト
と

補
説

」
を

設
け

て
い

る
。

改
訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

様
々

な
視

点
の

資
料

図
を

多
数

掲
載

し
て

い
る

。

1
国

語
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

国
語

改
訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
単

元
扉

に
学

習
す

る
作

品
や

教
材

に
関

連
し

た
年

表
や

解
説

、
写

真
等

を
示

し
て

い
る

。

学 年
選

定
選

　
　

定
　

　
の

　
　

理
　

　
由

観
点

の
評

価
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
書

　
名

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

２
）

教
科

書
の

記
号

、
番

号

1
地

理
歴

史
地

理
総

合
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

先
人

の
防

災
に

対
す

る
知

恵
や

努
力

を
紹

介
す

る
「
先

人
の

知
恵

」
を

設
け

て
い

る
。

国
語

実
用

国
語

④

ね
ら

い
に

応
じ

た
言

語
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

単
元

末
に

読
解

し
た

こ
と

を
言

語
活

動
に

つ
な

げ
る

「
言

語
活

動
」
を

設
け

て
い

る
。
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様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(定
時

制
の

課
程

)

　
　

校
長

名
小

　
田

　
卓

　
也

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

4
6

帝
国

歴
総

0
4
6
-
9
0
1

明
解

 歴
史

総
合

〇
〇

◎
選

定

1
8
3

第
一

歴
総

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

版
 歴

史
総

合
〇

〇

8
1

山
川

日
探

7
0
5

詳
説

日
本

史
〇

◎
〇

選
定

2
東

書
日

探
7
0
1

日
本

史
探

究
〇

〇

8
1

山
川

世
探

7
0
4

詳
説

世
界

史
〇

◎
〇

選
定

4
6

帝
国

世
探

7
0
3

新
詳

世
界

史
探

究
〇

〇

8
1

山
川

日
探

7
0
5

詳
説

日
本

史
〇

◎
〇

選
定

8
1

山
川

世
探

7
0
4

詳
説

世
界

史
〇

◎
〇

選
定

8
1

山
川

地
探

7
0
3

地
理

探
究

〇
◎

〇
選

定

④
地

理
歴

史
地

理
演

習

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

テ
ー

マ
に

沿
っ

て
、

さ
ら

に
学

習
を

深
め

る
コ

ラ
ム

「
ポ

イ
ン

ト
と

補
説

」
を

設
け

て
い

る
。

④
地

理
歴

史
世

界
史

演
習

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

の
め

あ
て

を
明

確
に

す
る

「
問

い
」
を

章
、

節
、

小
見

出
し

毎
に

設
け

て
い

る
。

④
地

理
歴

史
日

本
史

演
習

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

時
の

て
が

か
り

と
な

る
章

全
体

に
わ

た
る

「
問

い
」
を

各
章

の
導

入
文

に
設

け
て

い
る

。

２
地

理
歴

史
世

界
史

探
究

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

の
め

あ
て

を
明

確
に

す
る

「
問

い
」
を

章
、

節
、

小
見

出
し

毎
に

設
け

て
い

る
。

２
地

理
歴

史
日

本
史

探
究

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

時
の

て
が

か
り

と
な

る
章

全
体

に
わ

た
る

「
問

い
」
を

各
章

の
導

入
文

に
設

け
て

い
る

。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

1
地

理
歴

史
歴

史
総

合
改

訂

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

現
代

的
な

諸
課

題
を

考
察

す
る

視
点

（
自

由
と

制
限

、
平

等
と

格
差

、
開

発
と

保
全

、
統

合
と

分
化

、
対

立
と

協
調

）
を

設
定

し
て

い
る

。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

３
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
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）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(定
時

制
の

課
程

)

　
　

校
長

名
小

　
田

　
卓

　
也

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

4
6

帝
国

地
図

7
0
2

新
詳

高
等

地
図

〇
◎

〇
選

定

1
8
3

第
一

公
共

1
8
3
-
9
0
2

高
等

学
校

 改
訂

版
 新

公
共

〇
◎

〇
選

定

2
東

書
公

共
0
0
2
-
9
0
1

公
共

〇
〇

1
8
3

第
一

倫
理

7
0
5

高
等

学
校

　
倫

理
〇

◎
〇

選
定

2
東

書
倫

理
7
0
1

倫
理

〇
〇

2
東

書
政

経
7
0
1

政
治

・
経

済
◎

〇
〇

選
定

1
0
4

数
研

政
経

7
0
5

政
治

・
経

済
〇

〇

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
6

改
訂

版
 新

 高
校

の
数

学
Ⅰ

〇
〇

◎
選

定

2
東

書

数
Ⅰ

0
0
2
-
9
0
5

0
0
2
-
9
0
6

改
訂

版
 新

数
学

Ⅰ
改

訂
版

 新
数

学
Ⅰ

 解
答

編
〇

〇

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
1
1

新
編

 数
学

Ⅱ
〇

〇
◎

選
定

7
実

教
数

Ⅱ
7
0
4

新
編

数
学

Ⅱ
〇

〇

２
数

学
数

学
Ⅱ

生
徒

が
系

統
性

を
も

っ
て

学
習

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
内

容
的

に
関

連
の

あ
る

複
数

の
例

に
つ

い
て

、
理

解
す

る
た

め
の

「
P
o
in

t」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

１
数

学
数

学
Ⅰ

改
訂

学
習

内
容

の
定

着
に

応
じ

て
振

り
返

り
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
「
ふ

り
か

え
り

」
を

設
け

て
い

る
。

３
公

民
政

治
・
経

済

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

重
要

事
項

を
わ

か
り

や
す

く
解

説
し

た
「
レ

ク
チ

ャ
ー

」
を

設
け

て
い

る
。

３
公

民
倫

理

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

に
関

連
の

あ
る

写
真

特
集

ペ
ー

ジ
「
V

IE
W

」
を

設
け

て
い

る
。

２
公

民
公

共
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

を
実

社
会

で
活

か
す

た
め

に
役

立
つ

情
報

や
考

え
を

取
り

上
げ

た
特

集
ペ

ー
ジ

「
い

ま
を

生
き

る
ス

キ
ル

」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

④
地

理
歴

史
地

理
演

習

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

様
々

な
視

点
の

資
料

図
を

多
数

掲
載

し
て

い
る

。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

４
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

120



（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(定
時

制
の

課
程

)

　
校

長
名

小
　

田
　

卓
　

也
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

1
0
4

数
研

数
Ⅲ

7
1
0

新
編

　
数

学
Ⅲ

〇
〇

◎
選

定

7
実

教
数

Ⅲ
7
0
4

新
編

数
学

Ⅲ
〇

〇

1
0
4

数
研

数
Ａ

1
0
4
-
9
0
4

改
訂

版
 新

編
 数

学
A

〇
〇

◎
選

定

7
実

教
数

Ａ
0
0
7
-
9
0
2

新
編

数
学

A
 F

le
x

〇
◯

1
0
4

数
研

数
B

7
1
2

新
編

　
数

学
B

〇
〇

◎
選

定

7
実

教
数

B
7
0
5

新
編

数
学

B
〇

〇

1
0
4

数
研

数
C

7
1
0

新
編

　
数

学
Ｃ

〇
〇

◎
選

定

7
実

教
数

C
7
0
4

新
編

数
学

Ｃ
〇

〇

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
6

改
訂

版
 新

 高
校

の
数

学
Ⅰ

〇
〇

◎
選

定

2
東

書

数
Ⅰ

0
0
2
-
9
0
5

0
0
2
-
9
0
6

改
訂

版
 新

数
学

Ⅰ
改

訂
版

 新
数

学
Ⅰ

 解
答

編
〇

〇

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

7
1
6

新
 高

校
の

数
学

Ⅰ
〇

〇
◎

選
定

④
数

学
数

学
演

習

学
習

内
容

の
定

着
に

応
じ

て
振

り
返

り
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
「
ふ

り
か

え
り

」
を

設
け

て
い

る
。

１
数

学
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

数
学

改
訂

学
習

内
容

の
定

着
に

応
じ

て
振

り
返

り
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
「
ふ

り
か

え
り

」
を

設
け

て
い

る
。

３
数

学
数

学
Ｃ

生
徒

が
系

統
性

を
も

っ
て

学
習

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
内

容
的

に
関

連
の

あ
る

複
数

の
例

に
つ

い
て

、
理

解
す

る
た

め
の

「
P
o
in

t」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

２
数

学
数

学
Ｂ

生
徒

が
系

統
性

を
も

っ
て

学
習

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
内

容
的

に
関

連
の

あ
る

複
数

の
例

に
つ

い
て

、
理

解
す

る
た

め
の

「
P
o
in

t」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

１
数

学
数

学
Ａ

改
訂

生
徒

が
系

統
性

を
も

っ
て

学
習

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
内

容
的

に
関

連
の

あ
る

複
数

の
例

に
つ

い
て

、
理

解
す

る
た

め
の

「
P
o
in

t」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

３
数

学
数

学
Ⅲ

生
徒

が
系

統
性

を
も

っ
て

学
習

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
内

容
的

に
関

連
の

あ
る

複
数

の
例

に
つ

い
て

、
理

解
す

る
た

め
の

「
P
o
in

t」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

５
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

121



（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(定
時

制
の

課
程

)

　
　

校
長

名
小

　
田

　
卓

　
也

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

7
1
6

新
 高

校
の

数
学

Ⅰ
〇

〇
◎

選
定

2
東

書
科

人
0
0
2
-
9
0
1

改
訂

 科
学

と
人

間
生

活
〇

◎
〇

選
定

1
0
4

数
研

科
人

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
 科

学
と

人
間

生
活

〇
〇

2
東

書
物

基
0
0
2
-
9
0
2

改
訂

 新
編

物
理

基
礎

◎
〇

〇
選

定

6
1

啓
林

館
物

基
0
6
1
-
9
0
1

高
等

学
校

 物
理

基
礎

 改
訂

版
〇

〇

2
東

書
物

理
7
0
1

物
理

〇
〇

◎
選

定

1
0
4

数
研

物
理

7
0
6

物
理

〇
〇

2
東

書
化

基
0
0
2
-
9
0
2

改
訂

 新
編

化
学

基
礎

〇
◎

〇
選

定

1
0
4

数
研

化
基

1
0
4
-
9
0
3

改
訂

版
 新

編
 化

学
基

礎
〇

〇

2
東

書
化

学
7
0
1

化
学

　
V

o
l.
1
　

理
論

編
〇

◎
〇

選
定

1
0
4

数
研

化
学

7
0
6

化
学

〇
〇

２
理

科
化

学

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

化
学

現
象

に
気

付
い

た
り

理
解

を
深

め
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
簡

易
な

実
験

を
掲

載
し

た
「
気

づ
き

ラ
ボ

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

１
理

科
化

学
基

礎
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

し
た

内
容

と
日

常
生

活
や

科
学

の
歴

史
と

の
つ

な
が

り
を

記
載

し
た

「
コ

ラ
ム

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

３
理

科
物

理

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

身
の

ま
わ

り
の

事
象

に
対

す
る

「
L
et

’
ｓ 

st
aｒ

t!
（
問

い
）
」
や

、
学

習
内

容
に

つ
い

て
考

え
さ

え
せ

る
「
？

（
問

い
か

け
）
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

２
理

科
物

理
基

礎
改

訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

を
ま

と
め

、
反

復
練

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
「
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
ド

リ
ル

」
を

設
け

て
い

る
。

１
理

科
科

学
と

人
間

生
活

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

自
宅

な
ど

で
も

で
き

る
学

習
内

容
と

関
連

し
た

簡
単

な
実

験
を

記
載

し
た

「
ち

ょ
こ

ラ
ボ

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

④
数

学
実

用
数

学

学
習

内
容

の
定

着
に

応
じ

て
振

り
返

り
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
「
ふ

り
か

え
り

」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

６
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(定
時

制
の

課
程

)

　
校

長
名

小
　

田
　

卓
　

也
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

2
東

書
化

学
7
0
2

化
学

　
V

o
l.
2
　

物
質

編
〇

◎
〇

選
定

1
0
4

数
研

化
学

7
0
6

化
学

〇
〇

2
東

書
生

基
0
0
2
-
9
0
2

改
訂

 新
編

生
物

基
礎

〇
◎

〇
選

定

1
0
4

数
研

生
基

1
0
4
-
9
0
3

改
訂

版
 新

編
 生

物
基

礎
〇

〇

1
0
4

数
研

生
物

7
0
4

生
物

〇
〇

◎
選

定

2
東

書
生

物
7
0
1

生
物

〇
〇

2
東

書
地

基
0
0
2
-
9
0
1

改
訂

 地
学

基
礎

〇
◎

〇
選

定

1
0
4

数
研

地
基

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
 高

等
学

校
 地

学
基

礎
〇

〇

2
東

書
物

基
7
0
2

新
編

物
理

基
礎

◎
〇

〇
選

定

2
東

書
化

基
7
0
2

新
編

化
学

基
礎

〇
◎

〇
選

定

④
理

科
化

学
基

礎
演

習

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

し
た

内
容

と
日

常
生

活
や

科
学

の
歴

史
と

の
つ

な
が

り
を

記
載

し
た

「
歴

史
と

の
つ

な
が

り
」
、

「
日

常
と

の
つ

な
が

り
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

④
理

科
物

理
基

礎
演

習

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

を
ま

と
め

、
反

復
練

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
「
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
ド

リ
ル

」
を

設
け

て
い

る
。

１
理

科
地

学
基

礎
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
最

先
端

の
研

究
を

見
開

き
の

記
事

で
ま

と
め

た
「
ア

ー
ス

ペ
デ

ィ
ア

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

３
理

科
生

物

生
徒

が
見

通
し

を
持

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
節

の
学

習
の

ゴ
ー

ル
を

「
こ

の
節

の
目

標
」
で

示
し

て
い

る
。

２
理

科
生

物
基

礎
改

訂

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

２
理

科
化

学

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

化
学

現
象

に
気

付
い

た
り

理
解

を
深

め
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
簡

易
な

実
験

を
掲

載
し

た
「
気

づ
き

ラ
ボ

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

と
関

係
す

る
職

業
に

就
い

て
い

る
方

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
ま

と
め

た
「
生

物
基

礎
×

仕
事

」
と

学
習

内
容

と
関

連
の

深
い

書
籍

を
紹

介
し

た
「
生

物
基

礎
の

本
棚

」
を

各
編

毎
に

設
け

て
い

る
。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

７
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(定
時

制
の

課
程

)

　
　

校
長

名
小

　
田

　
卓

　
也

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

2
東

書
生

基
7
0
2

新
編

生
物

基
礎

◎
〇

〇
選

定

2
東

書
地

基
7
0
1

地
学

基
礎

〇
◎

〇
選

定

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

 改
訂

版
〇

◎
〇

選
定

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
2

新
高

等
保

健
体

育
 改

訂
版

〇
〇

5
0

大
修

館
保

体
7
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

〇
◎

〇
選

定

5
0

大
修

館
保

体
7
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

〇
◎

〇
選

定

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

 改
訂

版
〇

〇
◎

選
定

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
2

新
高

等
保

健
体

育
 改

訂
版

〇
〇

１
保

健
体

育
保

健
改

訂

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

項
目

を
学

ぶ
に

あ
た

っ
て

の
重

要
な

用
語

や
概

念
を

ま
と

め
た

「
ke

yw
o
rd

s」
を

設
け

て
い

る
。

③
保

健
体

育
体

育

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

し
た

知
識

を
活

用
し

て
解

決
す

る
課

題
や

学
習

者
自

身
に

調
べ

さ
せ

る
課

題
を

設
定

し
て

い
る

。

②
保

健
体

育
体

育

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

し
た

知
識

を
活

用
し

て
解

決
す

る
課

題
や

学
習

者
自

身
に

調
べ

さ
せ

る
課

題
を

設
定

し
て

い
る

。

１
保

健
体

育
体

育
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

し
た

知
識

を
活

用
し

て
解

決
す

る
課

題
や

学
習

者
自

身
に

調
べ

さ
せ

る
課

題
を

設
定

し
て

い
る

。

④
理

科
地

学
基

礎
演

習

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
最

先
端

の
研

究
を

見
開

き
の

記
事

で
ま

と
め

た
「
ア

ー
ス

ペ
デ

ィ
ア

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

④
理

科
生

物
基

礎
演

習

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

中
学

校
の

学
習

内
容

を
復

習
す

る
た

め
の

「
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
サ

イ
ト
（
二

次
元

コ
ー

ド
）
」
を

設
け

た
り

、
本

文
中

に
「
中

学
と

の
つ

な
が

り
」

を
掲

載
し

て
い

る
。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

８
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(定
時

制
の

課
程

)

　
　

校
長

名
小

　
田

　
卓

　
也

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

5
0

大
修

館
保

体
7
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

〇
〇

◎
選

定

5
0

大
修

館
保

体
7
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

◎
〇

〇
選

定

5
0

大
修

館
音

Ⅰ
0
5
0
-
9
0
1

音
楽

Ⅰ
 改

訂
版

 T
u
tt

i＋
◎

〇
〇

選
定

2
7

教
芸

音
Ⅰ

0
2
7
-
9
0
2

高
校

生
の

音
楽

1
〇

〇

5
0

大
修

館
音

Ⅱ
7
0
1

音
楽

Ⅱ
　

T
u
tt

i＋
◎

〇
〇

選
定

2
7

教
芸

音
Ⅱ

7
0
2

高
校

生
の

音
楽

2
〇

〇

2
7

教
芸

音
Ⅲ

7
0
1

Jo
y 

o
f 
M

u
si

c
〇

◎
〇

選
定

8
9

友
社

音
Ⅲ

7
0
2

Ｏ
Ｎ

! 
3

〇
〇

5
0

大
修

館
音

Ⅰ
7
0
1

音
楽

Ⅰ
　

T
u
tt

i＋
〇

◎
〇

選
定

④
芸

術
実

用
音

楽

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

し
た

知
識

や
技

能
を

活
用

し
て

創
作

活
動

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
「
音

の
ス

ケ
ッ

チ
」
を

設
け

て
い

る
。

３
芸

術
音

楽
Ⅲ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

音
楽

の
特

徴
と

社
会

と
の

関
わ

り
を

理
解

す
る

こ
と

の
で

き
る

特
集

ペ
ー

ジ
を

設
け

て
い

る
。

２
芸

術
音

楽
Ⅱ

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

読
譜

に
関

す
る

基
礎

的
な

事
項

を
解

説
す

る
「
R
ev

ie
w
 o

f 
B

as
ic

s」
を

設
け

て
い

る
。

１
芸

術
音

楽
Ⅰ

改
訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

読
譜

に
関

す
る

基
礎

的
な

事
項

を
解

説
す

る
「
R
ev

ie
w
 o

f 
B

as
ic

s」
を

設
け

て
い

る
。

④
保

健
体

育
生

涯
ス

ポ
ー

ツ

言
語

活
動

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
し

た
内

容
を

整
理

す
る

た
め

の
「
や

っ
て

み
よ

う
」
や

実
践

力
を

育
成

す
る

た
め

の
「
特

設
」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

②
保

健
体

育
保

健

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

項
目

を
学

ぶ
に

あ
た

っ
て

の
重

要
な

用
語

や
概

念
を

ま
と

め
た

「
ke

yw
o
rd

s」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

９
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(定
時

制
の

課
程

)

　
校

長
名

小
　

田
　

卓
　

也
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

1
1
6

日
文

美
Ⅰ

1
1
6
-
9
0
1

新
・
高

校
生

の
美

術
1

〇
◎

〇
選

定

3
8

光
村

美
Ⅰ

0
3
8
-
9
0
1

美
術

1
〇

〇

1
1
6

日
文

美
Ⅱ

7
0
2

高
校

生
の

美
術

2
〇

◎
〇

選
定

3
8

光
村

美
Ⅱ

7
0
1

美
術

2
〇

〇

1
1
6

日
文

美
Ⅲ

7
0
2

高
校

生
の

美
術

3
〇

◎
〇

選
定

3
8

光
村

美
Ⅲ

7
0
1

美
術

3
〇

〇

3
8

光
村

書
Ⅰ

0
3
8
-
9
0
1

書
Ⅰ

〇
◎

〇
選

定

2
東

書
書

Ⅰ
0
0
2
-
9
0
1

書
道

Ⅰ
〇

〇

3
8

光
村

書
Ⅱ

7
0
4

書
Ⅱ

〇
◎

〇
選

定

2
東

書
書

Ⅱ
7
0
1

書
道

Ⅱ
〇

〇

3
8

光
村

書
Ⅲ

7
0
3

書
Ⅲ

〇
◎

〇
選

定

2
東

書
書

Ⅲ
7
0
1

書
道

Ⅲ
〇

〇

３
芸

術
書

道
Ⅲ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

書
論

の
背

景
や

生
活

の
中

の
書

に
関

す
る

「
C

O
L
U

M
N

」
を

親
し

み
や

す
い

漫
画

形
式

で
掲

載
し

て
い

る
。

２
芸

術
書

道
Ⅱ

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
学

習
の

め
あ

て
」
を

設
け

て
い

る
。

１
芸

術
書

道
Ⅰ

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

世
界

に
広

が
る

日
本

の
書

文
化

を
紹

介
す

る
「
S
H

O
」
の

コ
ー

ナ
ー

を
設

け
て

い
る

。

３
芸

術
美

術
Ⅲ

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

題
材

ご
と

に
、

学
習

の
目

標
を

３
つ

の
視

点
で

示
し

た
「
学

び
の

目
標

」
や

学
習

の
ね

ら
い

を
示

し
た

「
ポ

イ
ン

ト
マ

ー
ク

」
等

を
設

け
て

い
る

。

２
芸

術
美

術
Ⅱ

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
び

の
目

標
を

三
つ

の
観

点
で

示
し

た
「
学

び
の

目
標

」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

１
芸

術
美

術
Ⅰ

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

現
代

の
作

家
の

制
作

過
程

や
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

「
創

造
の

舞
台

裏
」
と

し
て

掲
載

し
て

い
る

。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

１
０

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(定
時

制
の

課
程

)

　
校

長
名

小
　

田
　

卓
　

也
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

2
東

書
Ｃ

Ⅰ
0
0
2
-
9
0
1

A
ll 

A
b
o
ar

d
! 
E
n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
Ⅰ

 R
ev

is
ed

◎
〇

〇
選

定

1
0
4

数
研

Ｃ
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
3

R
ev

is
ed

 C
O

M
E
T

 E
n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅰ

〇
〇

2
東

書
Ｃ

Ⅱ
7
0
1

A
ll 

A
b
o
ar

d
! 
E
n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
　

Ⅱ
〇

◎
◯

選
定

1
5

三
省

堂
Ｃ

Ⅱ
7
0
9

V
IS

T
A

 E
n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅱ

〇
〇

5
0

大
修

館
Ｃ

Ⅲ
7
0
9

P
A

N
O

R
A

M
A

 E
n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 3

〇
◎

〇
選

定

5
0

大
修

館
Ｃ

Ⅲ
7
0
8

C
ro

ss
ro

ad
s 

E
n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅲ

〇
〇

1
5

三
省

堂
論

Ⅰ
0
1
5
-
9
0
2

M
Y

 W
A

Y
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
 Ⅰ

 N
ew

 E
d
it
io

n
〇

◎
〇

選
定

1
0
4

数
研

論
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
4

R
ev

is
ed

 B
IG

 D
IP

P
E
R

E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
 Ⅰ

〇
〇

1
5

三
省

堂
論

Ⅱ
7
0
5

M
Y

 W
A

Y
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
Ⅱ

〇
◎

〇
選

定

6
1

啓
林

館
論

Ⅱ
7
0
8

V
is

io
n
 Q

u
es

t 
E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
 Ⅱ

 A
ce

〇
〇

2
1
2

桐
原

論
Ⅲ

7
1
0

F
A

C
T

B
O

O
K

 E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
 Ⅲ

〇
◎

〇
選

定

2
東

書
論

Ⅲ
7
0
1

N
E
W

 F
A

V
O

R
IT

E
 E

n
gl

is
h

L
o
gi

c 
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
 Ⅲ

〇
〇

１
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
改

訂

知
識

及
び

技
能

の
定

着
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
し

た
文

法
事

項
を

ま
と

め
た

「
文

法
の

ま
と

め
」
を

適
宜

設
定

し
て

い
る

。

２
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ

言
語

活
動

を
通

し
て

英
語

の
４

技
能

５
領

域
を

統
合

的
に

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
レ

ッ
ス

ン
の

終
わ

り
に

「
A

ct
iv

it
y」

を
設

定
し

て
い

る
。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

１
１

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

３
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅲ

言
語

活
動

を
通

し
て

表
現

力
を

育
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

レ
ッ

ス
ン

に
「
S
h
ar

e 
Y

o
u
r

T
h
o
u
gh

ts
」
と

「
N

ex
t 

S
te

p
」
を

設
定

し
て

い
る

。

１
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅰ

改
訂

言
語

活
動

を
通

し
て

英
語

で
発

信
す

る
能

力
を

育
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
の

終
わ

り
に

「
S
p
ec

ia
l 
A

ct
iv

it
y」

を
設

定
し

て
い

る
。

２
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅱ

言
語

活
動

を
通

し
て

「
話

す
こ

と
」
や

「
書

く
こ

と
」
に

係
る

能
力

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
「
L
et

's
 T

al
k」

や
「
S
p
ec

ia
l 
A

ct
iv

it
y」

を
設

定
し

て
い

る
。

３
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅲ

「
書

く
こ

と
」
や

「
話

す
こ

と
」
に

係
る

能
力

を
言

語
活

動
を

通
し

て
伸

ば
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
に

「
E
xt

ra
 W

ri
ti
n
g」

を
設

定
し

て
い

る
。
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(定
時

制
の

課
程

)

　
校

長
名

小
　

田
　

卓
　

也
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

9
開

隆
堂

Ｃ
Ⅰ

0
0
9
-
9
0
1

R
ev

is
ed

 A
m

it
y 

E
n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅰ

〇
〇

◎
選

定

1
0
4

数
研

Ｃ
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
2

R
ev

is
ed

 B
IG

 D
IP

P
E
R

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅰ

〇
〇

9
開

隆
堂

論
Ⅰ

0
0
9
-
9
0
1

R
ev

is
ed

 A
m

it
y 

E
n
gl

is
h

L
o
gi

c 
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
 Ⅰ

◎
〇

〇
選

定

1
5

三
省

堂
論

Ⅰ
7
0
6

V
IS

T
A

 L
o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
Ⅰ

〇
〇

2
東

書
家

基
0
0
2
-
9
0
1

家
庭

基
礎

 自
立

・
共

生
・
創

造
◎

〇
〇

選
定

7
実

教
家

基
0
0
7
-
9
0
1

新
家

庭
基

礎
 気

づ
く

力
 築

く
未

来
〇

〇

2
東

書
家

基
7
0
1

家
庭

基
礎

　
自

立
・
共

生
・
創

造
◎

〇
〇

選
定

2
東

書
情

Ⅰ
0
0
2
-
9
0
1

新
編

情
報

Ⅰ
〇

〇
◎

選
定

7
実

教
情

Ⅰ
0
0
7
-
9
0
2

最
新

情
報

Ⅰ
 新

訂
版

〇
〇

7
実

教
工

業
7
0
1

工
業

技
術

基
礎

◎
〇

〇
選

定

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

１
２

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

１
外

国
語

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
英

語
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

持
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
に

本
文

に
関

す
る

補
足

情
報

と
し

て
「
D

A
T

A
」
が

設
け

ら
れ

て
い

る
。

４
外

国
語

実
用

英
語

改
訂

言
語

材
料

の
基

礎
・
基

本
を

定
着

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
文

法
の

ま
と

め
」
が

設
け

ら
れ

て
い

る
。

１
家

庭
家

庭
基

礎
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
自

分
の

生
活

を
振

り
返

る
「
生

活
ch

ec
k」

を
設

け
て

い
る

。

②
家

庭
家

庭
基

礎
演

習

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
進

路
選

択
の

参
考

と
な

る
よ

う
、

そ
の

章
の

参
考

と
関

連
す

る
職

業
に

就
い

て
い

る
人

の
紹

介
を

示
し

た
「
私

の
キ

ャ
リ
ア

」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。

２
情

報
情

報
Ⅰ

改
訂

学
習

事
項

を
体

系
的

に
理

解
し

た
上

で
、

実
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
理

論
編

」
と

「
実

習
編

」
に

分
か

れ
た

構
成

に
な

っ
て

い
る

。

１
工

業
工

業
技

術
基

礎

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
実

験
・
実

習
の

最
後

に
要

点
を

振
り

返
る

た
め

の
「
実

習
を

終
え

て
」
を

掲
載

し
て

い
る

。
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(定
時

制
の

課
程

)

　
校

長
名

小
　

田
　

卓
　

也
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

7
実

教
工

業
7
0
1

工
業

技
術

基
礎

◎
〇

〇
選

定

7
実

教
工

業
7
0
3

電
気

製
図

〇
〇

◎
選

定

7
実

教
工

業
0
0
7
-
9
0
6

電
気

回
路

1
 新

訂
版

〇
◎

〇
選

定

1
5
4

オ
ー

ム
工

業
7
2
4

電
気

回
路

1
〇

〇

7
実

教
工

業
0
0
7
-
9
0
7

電
気

回
路

2
 新

訂
版

〇
◎

◯
選

定

1
5
4

オ
ー

ム
工

業
7
2
5

電
気

回
路

2
〇

〇

7
実

教
工

業
7
3
8

電
気

機
器

〇
◎

〇
選

定

1
5
4

オ
ー

ム
工

業
7
3
9

電
気

機
器

〇
〇

7
実

教
工

業
7
4
0

電
力

技
術

1
〇

〇
◎

選
定

1
5
4

オ
ー

ム
工

業
7
4
2

電
力

技
術

1
〇

〇

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

１
３

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

２
工

業
電

気
実

習

電
気

・
電

子
機

器
の

取
扱

い
方

に
関

す
る

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
実

験
・
実

習
の

最
後

に
要

点
を

振
り

返
る

た
め

の
「
実

習
を

終
え

て
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

２
工

業
電

気
製

図

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
章

の
冒

頭
に

学
習

の
ね

ら
い

や
学

習
内

容
を

明
示

し
て

い
る

。

２
工

業
電

気
回

路
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
に

関
連

し
た

身
近

な
「
話

題
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

２
工

業
電

気
回

路
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
に

関
連

し
た

身
近

な
「
話

題
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

３
工

業
電

気
機

器

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
章

の
始

め
に

学
習

内
容

を
イ

ラ
ス

ト
な

ど
で

示
し

た
「
T

o
p
ic

」
を

設
け

て
い

る
。

４
工

業
電

力
技

術

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

に
そ

の
章

で
学

ぶ
概

要
を

ま
と

め
た

、
「
こ

の
章

で
学

ぶ
こ

と
」
を

設
け

て
い

る
。
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(定
時

制
の

課
程

)

　
校

長
名

小
　

田
　

卓
　

也
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

7
実

教
工

業
7
4
1

電
力

技
術

2
〇

〇
◎

選
定

1
5
4

オ
ー

ム
工

業
7
4
3

電
力

技
術

2
〇

〇

7
実

教
工

業
7
0
1

工
業

技
術

基
礎

〇
〇

◎
選

定

7
実

教
商

業
0
0
7
-
9
0
1

ビ
ジ

ネ
ス

基
礎

　
新

訂
版

〇
◎

〇
選

定

2
3
4

T
A

C
商

業
2
3
4
-
9
0
1

ビ
ジ

ネ
ス

基
礎

　
新

訂
版

〇
〇

7
実

教
商

業
0
0
7
-
9
0
2

ビ
ジ

ネ
ス

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

新
訂

版
〇

◎
〇

選
定

1
9
0

東
法

商
業

1
9
0
-
9
0
2

ビ
ジ

ネ
ス

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

新
訂

版
〇

〇

7
実

教
商

業
7
1
8

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
〇

〇
◎

選
定

1
9
0

東
法

商
業

7
1
9

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
〇

〇

7
実

教
商

業
7
3
2

商
品

開
発

と
流

通
〇

◎
〇

選
定

1
9
0

東
法

商
業

7
3
3

商
品

開
発

と
流

通
〇

〇

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

１
４

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

４
工

業
電

力
技

術

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
は

じ
め

に
そ

の
章

で
学

ぶ
概

要
を

ま
と

め
た

、
「
こ

の
章

で
学

ぶ
こ

と
」
を

設
け

て
い

る
。

④
工

業
課

題
研

究

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
ん

だ
技

術
を

用
い

て
作

品
を

製
作

す
る

こ
と

が
で

き
る

「
参

考
作

品
例

」
を

設
け

て
い

る
。

１
商

業
ビ

ジ
ネ

ス
基

礎
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
生

徒
に

身
近

な
地

域
の

課
題

を
考

察
で

き
る

「
実

習
」
を

設
け

て
い

る
。

３
商

業
ビ

ジ
ネ

ス
・

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

改
訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
事

例
を

基
に

取
り

組
む

実
習

課
題

「
＋

S
tu

d
y」

を
設

け
て

い
る

。

３
商

業
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

プ
ロ

セ
ス

と
本

書
の

構
成

を
対

応
さ

せ
た

図
を

掲
載

し
て

い
る

。

４
商

業
商

品
開

発
と

流
通

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
事

例
や

コ
ラ

ム
を

基
に

取
り

組
む

実
習

課
題

「
＋

S
tu

d
y」

を
多

数
掲

載
し

て
い

る
。
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(定
時

制
の

課
程

)

　
校

長
名

小
　

田
　

卓
　

也
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

1
9
0

東
法

商
業

1
9
0
-
9
0
3

簿
記

　
新

訂
版

〇
〇

◎
選

定

7
実

教
商

業
0
0
7
-
9
0
4

新
簿

記
　

新
訂

版
〇

〇

7
実

教
商

業
7
2
8

新
財

務
会

計
Ⅰ

〇
◎

〇
選

定

1
9
0

東
法

商
業

7
2
9

財
務

会
計

Ⅰ
〇

〇

7
実

教
商

業
7
2
0

原
価

計
算

〇
◎

〇
選

定

2
3
4

T
A

C
商

業
7
2
3

原
価

計
算

〇
〇

7
実

教
商

業
0
0
7
-
9
0
5

最
新

情
報

処
理

　
新

訂
版

A
d
va

n
ce

d
 C

o
m

p
u
ti
n
g

〇
◎

〇
選

定

1
9
0

東
法

商
業

1
9
0
-
9
0
4

情
報

処
理

　
新

訂
版

〇
〇

7
実

教
商

業
7
3
6

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

活
用

〇
〇

◎
選

定

1
9
0

東
法

商
業

7
3
7

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

活
用

〇
〇

7
実

教
家

庭
7
0
7

保
育

基
礎

◎
〇

〇
選

定

6
教

図
家

庭
7
0
6

保
育

基
礎

　
よ

う
こ

そ
，

と
も

に
育

ち
合

う
保

育
の

世
界

へ
〇

〇

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

１
５

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

２
商

業
簿

記
改

訂

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
冒

頭
に

学
習

の
ポ

イ
ン

ト
や

「
テ

ー
マ

」
を

明
示

し
て

い
る

。

３
商

業
財

務
会

計
Ⅰ

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
内

容
を

実
生

活
や

実
社

会
と

関
連

付
け

た
「
会

計
コ

ラ
ム

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

３
商

業
原

価
計

算

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

製
造

現
場

を
イ

メ
ー

ジ
し

た
写

真
や

イ
ラ

ス
ト
を

掲
載

し
て

い
る

。

２
商

業
情

報
処

理
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
生

活
と

関
連

付
け

た
「
考

察
事

例
」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

４
商

業
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

活
用

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

例
題

ご
と

に
学

習
内

容
を

明
示

し
て

い
る

。

３
家

庭
保

育
基

礎

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

保
育

に
関

わ
る

社
会

課
題

や
身

近
な

話
題

を
取

り
上

げ
た

「
T

o
p
ic

」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(定
時

制
の

課
程

)

　
校

長
名

小
　

田
　

卓
　

也
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

7
実

教
家

庭
7
0
3

フ
ー

ド
デ

ザ
イ

ン
◎

〇
〇

選
定

6
教

図
家

庭
7
0
2

フ
ー

ド
デ

ザ
イ

ン
 F

o
o
d

C
h
an

ge
s 

L
IF

E
〇

〇

7
実

教
家

庭
7
0
8

消
費

生
活

◎
〇

〇
選

定

7
実

教
福

祉
7
0
1

社
会

福
祉

基
礎

◎
〇

〇
選

定

7
実

教
福

祉
7
0
2

介
護

福
祉

基
礎

◎
〇

〇
選

定

7
実

教
福

祉
7
0
5

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

◎
〇

〇
選

定

7
実

教
福

祉
7
0
3

生
活

支
援

技
術

〇
〇

◎
選

定

４
家

庭
消

費
生

活

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

１
６

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

４
家

庭
フ

ー
ド

デ
ザ

イ
ン

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
内

容
を

実
社

会
と

結
び

付
け

て
考

察
す

る
「
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。

２
福

祉
社

会
福

祉
基

礎

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

巻
末

に
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
や

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
全

体
像

を
掲

載
し

て
い

る
。

生
徒
が
興
味
・
関
心
を
も
っ
て
主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

学
習
内
容
を
実
社
会
と
結
び
付
け
て
考
察

す
る
「
研
究
課
題
」
を
適
宜
掲
載
し
て
い

る
。

３
福

祉
介

護
福

祉
基

礎

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

巻
頭

巻
末

に
カ

ラ
ー

版
で

「
介

護
・
福

祉
に

関
わ

る
さ

ま
ざ

ま
な

職
場

」
を

写
真

と
と

も
に

掲
載

し
て

い
る

。

１
福

祉
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

編
末

に
「
編

末
問

題
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

２
福

祉
生

活
支

援
技

術

生
活

支
援

の
技

術
に

つ
い

て
学

習
内

容
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
用

語
や

手
順

の
解

説
は

イ
ラ

ス
ト
を

活
用

し
て

掲
載

し
て

い
る

。
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(定
時

制
の

課
程

)

　
校

長
名

小
　

田
　

卓
　

也
　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

7
実

教
福

祉
7
0
3

生
活

支
援

技
術

〇
〇

◎
選

定

7
実

教
福

祉
7
0
4

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
の

理
解

◎
〇

〇
選

定

1
1
6

日
文

美
Ⅰ

7
0
2

高
校

生
の

美
術

１
〇

◎
〇

選
定

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

１
７

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

③
福

祉
生

活
支

援
技

術

生
活

支
援

の
技

術
に

つ
い

て
学

習
内

容
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
用

語
や

手
順

の
解

説
は

イ
ラ

ス
ト
を

活
用

し
て

掲
載

し
て

い
る

。

２
福

祉
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
理

解

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

編
末

に
「
編

末
問

題
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

④
美

術
ビ

ジ
ュ

ア
ル

デ
ザ

イ
ン

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

作
品

が
掲

載
さ

れ
て

い
る

ペ
ー

ジ
に

作
家

の
肖

像
画

と
一

緒
に

「
作

家
の

言
葉

」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(通
信

制
の

課
程

)

　
　

校
長

名
小

　
田

　
卓

　
也

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

2
東

書
現

国
0
0
2
-
9
0
1

新
編

現
代

の
国

語
◎

〇
〇

選
定

1
5

三
省

堂
現

国
0
1
5
-
9
0
2

新
 現

代
の

国
語

 改
訂

版
〇

〇

2
東

書
言

文
0
0
2
-
9
0
1

新
編

言
語

文
化

◎
〇

〇
選

定

1
5

三
省

堂
言

文
0
1
5
-
9
0
2

新
 言

語
文

化
 改

訂
版

〇
〇

1
8
3

第
一

文
国

7
1
0

高
等

学
校

 標
準

文
学

国
語

◎
〇

〇
選

定

2
東

書
文

国
7
0
1

文
学

国
語

〇
〇

5
0

大
修

館
国

表
7
0
1

国
語

表
現

〇
〇

◎
選

定

2
東

書
国

表
7
0
2

国
語

表
現

〇
〇

2
東

書
古

探
7
0
1

新
編

古
典

探
究

◎
〇

〇
選

定

1
8
3

第
一

古
探

7
2
0

高
等

学
校

　
標

準
古

典
探

究
〇

〇

2
東

書
現

国
0
0
2
-
9
0
1

新
編

現
代

の
国

語
◎

〇
〇

選
定

1
5

三
省

堂
現

国
0
1
5
-
9
0
2

新
 現

代
の

国
語

 改
訂

版
〇

〇

国
語

表
現

３

改
訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
単

元
に

国
語

の
資

質
・
能

力
の

基
礎

を
確

実
に

身
に

付
け

る
こ

と
を

ね
ら

い
と

し
た

多
様

な
言

語
活

動
（
「
話

す
」
「
聞

く
」
「
読

む
」
・

「
書

く
」
）
を

設
け

て
い

る
。

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
単

元
扉

に
学

習
す

る
作

品
や

教
材

に
関

連
し

た
年

表
や

解
説

、
写

真
等

を
示

し
て

い
る

。

１
国

語

国
語

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
国

語

国
語

書
　

名

言
語

文
化

教
科

名

改
訂

国
語

古
典

探
究

国
語

教
科

書
の

記
号

、
番

号

改
訂

文
学

国
語

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

１
）

国
語

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由
選

定

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
単

元
に

国
語

の
資

質
・
能

力
の

基
礎

を
確

実
に

身
に

付
け

る
こ

と
を

ね
ら

い
と

し
た

多
様

な
言

語
活

動
（
「
話

す
」
「
聞

く
」
「
読

む
」
・

「
書

く
」
）
を

設
け

て
い

る
。

科
目

名
新

規
の

選
定

学 年 １

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

原
稿

用
紙

の
使

い
方

や
面

接
の

際
の

言
葉

遣
い

な
ど

を
確

認
す

る
「
実

践
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

」
を

設
け

て
い

る
。

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

に
よ

っ
て

学
ぶ

国
語

の
技

能
を

示
す

「
学

習
目

標
」
を

各
単

元
扉

に
設

け
、

「
学

習
の

ね
ら

い
」
を

各
教

材
の

冒
頭

に
掲

載
し

て
い

る
。

現
代

の
国

語

発
行

者
の

番
号

、
略

称

観
点

の
評

価

４２１

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
単

元
扉

に
学

習
す

る
作

品
や

教
材

に
関

連
し

た
年

表
や

解
説

、
写

真
等

を
示

し
て

い
る

。
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(通
信

制
の

課
程

)

　
　

校
長

名
小

　
田

　
卓

　
也

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

2
東

書
言

文
0
0
2
-
9
0
1

新
編

言
語

文
化

◎
〇

〇
選

定

1
5

三
省

堂
言

文
0
1
5
-
9
0
2

新
 言

語
文

化
 改

訂
版

〇
〇

4
6

帝
国

地
総

0
4
6
-
9
0
1

高
等

学
校

 新
地

理
総

合
〇

◎
〇

選
定

2
東

書
地

総
0
0
2
-
9
0
1

地
理

総
合

〇
〇

4
6

帝
国

地
図

0
4
6
-
9
0
1

新
詳

高
等

地
図

〇
◎

〇
選

定

8
1

山
川

地
図

0
8
1
-
9
0
1

詳
解

現
代

地
図

 改
訂

版
〇

〇

8
1

山
川

地
探

7
0
3

地
理

探
究

〇
◎

〇
選

定

2
東

書
地

探
7
0
1

地
理

探
究

〇
〇

4
6

帝
国

地
図

0
4
6
-
9
0
1

新
詳

高
等

地
図

〇
◎

〇
選

定

8
1

山
川

地
図

0
8
1
-
9
0
1

詳
解

現
代

地
図

 改
訂

版
〇

〇

4
6

帝
国

歴
総

0
4
6
-
9
0
1

明
解

 歴
史

総
合

〇
〇

◎
選

定

1
8
3

第
一

歴
総

1
8
3
-
9
0
1

高
等

学
校

 改
訂

版
 歴

史
総

合
〇

〇

１
地

理
歴

史
歴

史
総

合
改

訂

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

現
代

的
な

諸
課

題
を

考
察

す
る

視
点

（
自

由
と

制
限

、
平

等
と

格
差

、
開

発
と

保
全

、
統

合
と

分
化

、
対

立
と

協
調

）
を

設
定

し
て

い
る

。

３
地

理
歴

史
地

理
探

究

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

様
々

な
視

点
の

資
料

図
を

多
数

掲
載

し
て

い
る

。

国
語

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
国

語
改

訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
単

元
扉

に
学

習
す

る
作

品
や

教
材

に
関

連
し

た
年

表
や

解
説

、
写

真
等

を
示

し
て

い
る

。

３
地

理
歴

史
地

理
探

究

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

テ
ー

マ
に

沿
っ

て
、

さ
ら

に
学

習
を

深
め

る
コ

ラ
ム

「
ポ

イ
ン

ト
と

補
説

」
を

設
け

て
い

る
。

１
地

理
歴

史
地

理
総

合
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

様
々

な
視

点
の

資
料

図
を

多
数

掲
載

し
て

い
る

。

書
　

名
観

点
の

評
価

１
地

理
歴

史
地

理
総

合
改

訂

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

２
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

先
人

の
防

災
に

対
す

る
知

恵
や

努
力

を
紹

介
す

る
「
先

人
の

知
恵

」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

1
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(通
信

制
の

課
程

)

　
　

校
長

名
小

　
田

　
卓

　
也

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

8
1

山
川

日
探

7
0
5

詳
説

日
本

史
〇

◎
〇

選
定

2
東

書
日

探
7
0
1

日
本

史
探

究
〇

〇

8
1

山
川

世
探

7
0
4

詳
説

世
界

史
〇

◎
〇

選
定

4
6

帝
国

世
探

7
0
3

新
詳

世
界

史
探

究
〇

〇

1
8
3

第
一

公
共

1
8
3
-
9
0
2

高
等

学
校

 改
訂

版
 新

公
共

〇
◎

〇
選

定

2
東

書
公

共
0
0
2
-
9
0
1

公
共

〇
〇

1
8
3

第
一

倫
理

7
0
5

高
等

学
校

　
倫

理
〇

◎
〇

選
定

2
東

書
倫

理
7
0
1

倫
理

〇
〇

2
東

書
政

経
7
0
1

政
治

・
経

済
◎

〇
〇

選
定

1
0
4

数
研

政
経

7
0
5

政
治

・
経

済
〇

〇

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
6

改
訂

版
 新

 高
校

の
数

学
Ⅰ

〇
〇

◎
選

定

2
東

書

数
Ⅰ

0
0
2
-
9
0
5

0
0
2
-
9
0
6

改
訂

版
 新

数
学

Ⅰ
改

訂
版

 新
数

学
Ⅰ

 解
答

編
〇

〇

１
数

学
数

学
Ⅰ

改
訂

学
習

内
容

の
定

着
に

応
じ

て
振

り
返

り
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
「
ふ

り
か

え
り

」
を

設
け

て
い

る
。

４
公

民
政

治
・
経

済

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

重
要

事
項

を
わ

か
り

や
す

く
解

説
し

た
「
レ

ク
チ

ャ
ー

」
を

設
け

て
い

る
。

４
公

民
倫

理

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

に
関

連
の

あ
る

写
真

特
集

ペ
ー

ジ
「
V

IE
W

」
を

設
け

て
い

る
。

２
公

民
公

共
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

を
実

社
会

で
活

か
す

た
め

に
役

立
つ

情
報

や
考

え
を

取
り

上
げ

た
特

集
ペ

ー
ジ

「
い

ま
を

生
き

る
ス

キ
ル

」
を

設
け

て
い

る
。

４
地

理
歴

史
世

界
史

探
究

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

の
め

あ
て

を
明

確
に

す
る

「
問

い
」
を

章
、

節
、

小
見

出
し

毎
に

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

３
地

理
歴

史
日

本
史

探
究

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

時
の

て
が

か
り

と
な

る
章

全
体

に
わ

た
る

「
問

い
」
を

各
章

の
導

入
文

に
設

け
て

い
る

。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

３
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(通
信

制
の

課
程

)

　
　

校
長

名
小

　
田

　
卓

　
也

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

1
0
4

数
研

数
Ⅱ

7
1
1

新
編

 数
学

Ⅱ
〇

〇
◎

選
定

1
8
3

第
一

数
Ⅱ

7
1
4
　

7
1
5

新
編

数
学

Ⅱ
新

編
数

学
Ⅱ

サ
ポ

ー
ト
ブ

ッ
ク

〇
〇

1
0
4

数
研

数
Ａ

1
0
4
-
9
0
4

改
訂

版
 新

編
 数

学
A

〇
〇

◎
選

定

7
実

教
数

Ａ
0
0
7
-
9
0
2

新
編

数
学

A
 F

le
x

〇
〇

1
0
4

数
研

数
Ｂ

7
1
2

新
編

 数
学

B
〇

〇
◎

選
定

7
実

教
数

Ｂ
7
0
5

新
編

数
学

B
〇

〇

1
0
4

数
研

数
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
6

改
訂

版
 新

 高
校

の
数

学
Ⅰ

〇
〇

◎
選

定

2
東

書

数
Ⅰ

0
0
2
-
9
0
5

0
0
2
-
9
0
6

改
訂

版
 新

数
学

Ⅰ
改

訂
版

 新
数

学
Ⅰ

 解
答

編
〇

〇

2
東

書
科

人
0
0
2
-
9
0
1

改
訂

 科
学

と
人

間
生

活
〇

◎
〇

選
定

7
実

教
科

人
0
0
7
-
9
0
1

科
学

と
人

間
生

活
 新

訂
版

〇
〇

2
東

書
物

基
0
0
2
-
9
0
2

改
訂

 新
編

物
理

基
礎

◎
〇

〇
選

定

6
1

啓
林

館
物

基
7
0
6

高
等

学
校

 考
え

る
物

理
基

礎
〇

〇

３
理

科
物

理
基

礎
改

訂

１
理

科
科

学
と

人
間

生
活

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

自
宅

な
ど

で
も

で
き

る
学

習
内

容
と

関
連

し
た

簡
単

な
実

験
を

記
載

し
た

「
ち

ょ
こ

ラ
ボ

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

を
ま

と
め

、
反

復
練

習
す

る
こ

と
が

で
き

る
「
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
ド

リ
ル

」
を

設
け

て
い

る
。

１
数

学
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

数
学

改
訂

学
習

内
容

の
定

着
に

応
じ

て
振

り
返

り
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
「
ふ

り
か

え
り

」
を

設
け

て
い

る
。

４
数

学
数

学
Ｂ

生
徒

が
系

統
性

を
も

っ
て

学
習

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
内

容
的

に
関

連
の

あ
る

複
数

の
例

に
つ

い
て

、
理

解
す

る
た

め
の

「
P
o
in

t」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

３
数

学
数

学
Ａ

改
訂

生
徒

が
系

統
性

を
も

っ
て

学
習

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
内

容
的

に
関

連
の

あ
る

複
数

の
例

に
つ

い
て

、
理

解
す

る
た

め
の

「
P
o
in

t」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

２
数

学
数

学
Ⅱ

生
徒

が
系

統
性

を
も

っ
て

学
習

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
内

容
的

に
関

連
の

あ
る

複
数

の
例

に
つ

い
て

、
理

解
す

る
た

め
の

「
P
o
in

t」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

４
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(通
信

制
の

課
程

)

　
　

校
長

名
小

　
田

　
卓

　
也

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

2
東

書
化

基
0
0
2
-
9
0
2

改
訂

 新
編

化
学

基
礎

〇
◎

〇
選

定

1
0
4

数
研

化
基

1
0
4
-
9
0
3

改
訂

版
 新

編
 化

学
基

礎
◯

〇

2
東

書
生

基
0
0
2
-
9
0
2

改
訂

 新
編

生
物

基
礎

〇
◎

〇
選

定

1
8
3

第
一

生
基

1
8
3
-
9
0
2

高
等

学
校

 改
訂

 新
生

物
基

礎
〇

〇

2
東

書
地

基
0
0
2
-
9
0
1

改
訂

 地
学

基
礎

〇
◎

〇
選

定

1
0
4

数
研

地
基

1
0
4
-
9
0
1

改
訂

版
 高

等
学

校
 地

学
基

礎
〇

〇

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

 改
訂

版
〇

◎
〇

選
定

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
2

新
高

等
保

健
体

育
 改

訂
版

〇
〇

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

 改
訂

版
〇

◎
〇

選
定

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
2

新
高

等
保

健
体

育
 改

訂
版

〇
〇

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

 改
訂

版
〇

◎
〇

選
定

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
2

新
高

等
保

健
体

育
 改

訂
版

〇
〇

３
保

健
体

育
体

育
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

し
た

知
識

を
活

用
し

て
解

決
す

る
課

題
や

学
習

者
自

身
に

調
べ

さ
せ

る
課

題
を

設
定

し
て

い
る

。

２
保

健
体

育
体

育
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

し
た

知
識

を
活

用
し

て
解

決
す

る
課

題
や

学
習

者
自

身
に

調
べ

さ
せ

る
課

題
を

設
定

し
て

い
る

。

１
保

健
体

育
体

育
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

し
た

知
識

を
活

用
し

て
解

決
す

る
課

題
や

学
習

者
自

身
に

調
べ

さ
せ

る
課

題
を

設
定

し
て

い
る

。

３
理

科
地

学
基

礎
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

内
容

と
関

連
し

た
最

先
端

の
研

究
を

見
開

き
の

記
事

で
ま

と
め

た
「
ア

ー
ス

ペ
デ

ィ
ア

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

２
理

科
生

物
基

礎
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

と
関

係
す

る
職

業
に

就
い

て
い

る
方

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
ま

と
め

た
「
生

物
基

礎
×

仕
事

」
と

学
習

内
容

と
関

連
の

深
い

書
籍

を
紹

介
し

た
「
生

物
基

礎
の

本
棚

」
を

各
編

毎
に

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

２
理

科
化

学
基

礎
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

し
た

内
容

と
日

常
生

活
や

科
学

の
歴

史
と

の
つ

な
が

り
を

記
載

し
た

「
コ

ラ
ム

」
を

適
宜

設
け

て
い

る
。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

５
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(通
信

制
の

課
程

)

　
　

校
長

名
小

　
田

　
卓

　
也

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

 改
訂

版
〇

◎
〇

選
定

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
2

新
高

等
保

健
体

育
 改

訂
版

〇
〇

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

 改
訂

版
〇

〇
◎

選
定

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
2

新
高

等
保

健
体

育
 改

訂
版

〇
〇

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
1

現
代

高
等

保
健

体
育

 改
訂

版
〇

〇
◎

選
定

5
0

大
修

館
保

体
0
5
0
-
9
0
2

新
高

等
保

健
体

育
 改

訂
版

〇
〇

5
0

大
修

館
音

Ⅰ
0
5
0
-
9
0
1

音
楽

Ⅰ
 改

訂
版

 T
u
tt

i＋
◎

〇
〇

選
定

2
7

教
芸

音
Ⅰ

0
2
7
-
9
0
2

高
校

生
の

音
楽

1
〇

〇

5
0

大
修

館
音

Ⅱ
7
0
1

音
楽

Ⅱ
　

T
u
tt

i＋
◎

〇
〇

選
定

2
7

教
芸

音
Ⅱ

7
0
2

高
校

生
の

音
楽

2
〇

〇

1
1
6

日
文

美
Ⅰ

1
1
6
-
9
0
1

新
・
高

校
生

の
美

術
1

〇
◎

〇
選

定

3
8

光
村

美
Ⅰ

0
3
8
-
9
0
1

美
術

1
〇

〇

２
芸

術
美

術
Ⅰ

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

現
代

の
作

家
の

制
作

過
程

や
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

「
創

造
の

舞
台

裏
」
と

し
て

掲
載

し
て

い
る

。

４
芸

術
音

楽
Ⅱ

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

読
譜

に
関

す
る

基
礎

的
な

事
項

を
解

説
す

る
「
R
ev

ie
w
 o

f 
B

as
ic

s」
を

設
け

て
い

る
。

２
芸

術
音

楽
Ⅰ

改
訂

基
礎

・
基

本
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

読
譜

に
関

す
る

基
礎

的
な

事
項

を
解

説
す

る
「
R
ev

ie
w
 o

f 
B

as
ic

s」
を

設
け

て
い

る
。

2
保

健
体

育
保

健
改

訂

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

項
目

を
学

ぶ
に

あ
た

っ
て

の
重

要
な

用
語

や
概

念
を

ま
と

め
た

「
ke

yw
o
rd

s」
を

設
け

て
い

る
。

１
保

健
体

育
保

健
改

訂

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

項
目

を
学

ぶ
に

あ
た

っ
て

の
重

要
な

用
語

や
概

念
を

ま
と

め
た

「
ke

yw
o
rd

s」
を

設
け

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

４
保

健
体

育
体

育
改

訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
習

し
た

知
識

を
活

用
し

て
解

決
す

る
課

題
や

学
習

者
自

身
に

調
べ

さ
せ

る
課

題
を

設
定

し
て

い
る

。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

６
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(通
信

制
の

課
程

)

　
　

校
長

名
小

　
田

　
卓

　
也

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

1
1
6

日
文

美
Ⅱ

7
0
2

高
校

生
の

美
術

2
〇

◎
〇

選
定

3
8

光
村

美
Ⅱ

7
0
1

美
術

2
〇

〇

3
8

光
村

書
Ⅰ

0
3
8
-
9
0
1

書
Ⅰ

〇
◎

〇
選

定

2
東

書
書

Ⅰ
0
0
2
-
9
0
1

書
道

Ⅰ
〇

〇

3
8

光
村

書
Ⅱ

7
0
4

書
Ⅱ

〇
◎

〇
選

定

2
東

書
書

Ⅱ
7
0
1

書
道

Ⅱ
〇

〇

2
東

書
Ｃ

Ⅰ
0
0
2
-
9
0
1

A
ll 

A
b
o
ar

d
! 
E
n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
Ⅰ

 R
ev

is
ed

◎
〇

〇
選

定

1
0
4

数
研

Ｃ
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
3

R
ev

is
ed

 C
O

M
E
T

 E
n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅰ

〇
〇

2
東

書
C

Ⅱ
7
0
1

A
ll 

A
b
o
ar

d
! 
E
n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
　

Ⅱ
〇

◎
〇

選
定

1
5

三
省

堂
C

Ⅱ
7
0
9

V
IS

T
A

 E
n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅱ

〇
〇

1
5

三
省

堂
論

Ⅰ
0
1
5
-
9
0
2

M
Y

 W
A

Y
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
 Ⅰ

 N
ew

 E
d
it
io

n
〇

◎
〇

選
定

1
0
4

数
研

論
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
4

R
ev

is
ed

 B
IG

 D
IP

P
E
R

E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
 Ⅰ

〇
〇

３
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅰ

改
訂

言
語

活
動

を
通

し
て

英
語

で
発

信
す

る
能

力
を

育
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
の

終
わ

り
に

「
S
p
ec

ia
l 
A

ct
iv

it
y」

を
設

定
し

て
い

る
。

２
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

―
シ

ョ
ン

Ⅱ

言
語

活
動

を
通

し
て

英
語

の
４

技
能

５
領

域
を

統
合

的
に

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
レ

ッ
ス

ン
の

終
わ

り
に

「
A

ct
iv

it
y」

を
設

定
し

て
い

る
。

１
外

国
語

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅰ
改

訂

知
識

及
び

技
能

の
定

着
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
し

た
文

法
事

項
を

ま
と

め
た

「
文

法
の

ま
と

め
」
を

適
宜

設
定

し
て

い
る

。

４
芸

術
書

道
Ⅱ

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
学

習
の

め
あ

て
」
を

設
け

て
い

る
。

２
芸

術
書

道
Ⅰ

改
訂

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

世
界

に
広

が
る

日
本

の
書

文
化

を
紹

介
す

る
「
S
H

O
」
の

コ
ー

ナ
ー

を
設

け
て

い
る

。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

４
芸

術
美

術
Ⅱ

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

学
び

の
目

標
を

三
つ

の
観

点
で

示
し

た
「
学

び
の

目
標

」
を

設
け

て
い

る
。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

７
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(通
信

制
の

課
程

)

　
　

校
長

名
小

　
田

　
卓

　
也

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

1
5

三
省

堂
論

Ⅱ
7
0
5

M
Y

 W
A

Y
 L

o
gi

c 
an

d
E
xp

re
ss

io
n
Ⅱ

〇
◎

〇
選

定

6
1

啓
林

館
論

Ⅱ
7
0
8

V
is

io
n
 Q

u
es

t 
E
n
gl

is
h
 L

o
gi

c
an

d
 E

xp
re

ss
io

n
 Ⅱ

 A
ce

〇
〇

9
開

隆
堂

Ｃ
Ⅰ

0
0
9
-
9
0
1

R
ev

is
ed

 A
m

it
y 

E
n
gl

is
h

C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅰ

〇
〇

◎
選

定

1
0
4

数
研

Ｃ
Ⅰ

1
0
4
-
9
0
2

R
ev

is
ed

 B
IG

 D
IP

P
E
R

E
n
gl

is
h
 C

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 Ⅰ

〇
〇

2
東

書
家

基
0
0
2
-
9
0
1

家
庭

基
礎

　
自

立
・
共

生
・
創

造
◎

〇
〇

選
定

7
実

教
家

基
0
0
7
-
9
0
1

新
家

庭
基

礎
 気

づ
く

力
 築

く
未

来
〇

〇

2
東

書
情

Ⅰ
0
0
2
-
9
0
1

新
編

情
報

Ⅰ
〇

〇
◎

選
定

7
実

教
情

Ⅰ
0
0
7
-
9
0
2

最
新

情
報

Ⅰ
 新

訂
版

〇
〇

7
実

教
工

業
0
0
7
-
9
0
1

工
業

情
報

数
理

 新
訂

版
〇

〇
◎

選
定

7
実

教
工

業
7
1
9

精
選

工
業

情
報

数
理

〇
〇

7
実

教
工

業
0
0
7
-
9
0
6

電
気

回
路

1
 新

訂
版

〇
◎

〇
選

定

1
5
4

オ
ー

ム
工

業
7
2
4

電
気

回
路

１
〇

〇

４
工

業
電

気
回

路
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
に

関
連

し
た

身
近

な
「
話

題
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

２
工

業
工

業
情

報
数

理
改

訂

学
習

内
容

を
振

り
返

り
な

が
ら

主
体

的
な

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

巻
末

に
プ

ロ
グ

ラ
ミ
ン

グ
言

語
の

命
令

関
数

一
覧

を
掲

載
し

て
い

る
。

３
情

報
情

報
Ⅰ

改
訂

学
習

事
項

を
体

系
的

に
理

解
し

た
上

で
、

実
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

「
理

論
編

」
と

「
実

習
編

」
に

分
か

れ
た

構
成

に
な

っ
て

い
る

。

１
家

庭
家

庭
基

礎
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
自

分
の

生
活

を
振

り
返

る
「
生

活
ch

ec
k」

を
設

け
て

い
る

。

１
外

国
語

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
英

語
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

持
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

課
に

本
文

に
関

す
る

補
足

情
報

と
し

て
「
D

A
T

A
」
が

設
け

ら
れ

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

４
外

国
語

論
理

・
表

現
Ⅱ

言
語

活
動

を
通

し
て

「
話

す
こ

と
」
や

「
書

く
こ

と
」
に

係
る

能
力

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
「
L
et

's
 T

al
k」

や
「
S
p
ec

ia
l 
A

ct
iv

it
y」

を
設

定
し

て
い

る
。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

８
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(通
信

制
の

課
程

)

　
　

校
長

名
小

　
田

　
卓

　
也

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

7
実

教
工

業
0
0
7
-
9
0
7

電
気

回
路

2
 新

訂
版

〇
◎

〇
選

定

1
5
4

オ
ー

ム
工

業
7
2
5

電
気

回
路

２
〇

〇

7
実

教
商

業
0
0
7
-
9
0
1

ビ
ジ

ネ
ス

基
礎

　
新

訂
版

〇
◎

〇
選

定

1
9
0

東
法

商
業

1
9
0
-
9
0
1

ビ
ジ

ネ
ス

基
礎

　
新

訂
版

〇
〇

1
9
0

東
法

商
業

1
9
0
-
9
0
3

簿
記

　
新

訂
版

〇
〇

◎
選

定

7
実

教
商

業
0
0
7
-
9
0
4

新
簿

記
 新

訂
版

〇
〇

7
実

教
家

庭
7
0
7

保
育

基
礎

◎
〇

〇
選

定

6
教

図
家

庭
7
0
6

保
育

基
礎

　
よ

う
こ

そ
，

と
も

に
育

ち
合

う
保

育
の

世
界

へ
◯

〇

7
実

教
家

庭
7
0
3

フ
ー

ド
デ

ザ
イ

ン
◎

〇
〇

選
定

6
教

図
家

庭
7
0
2

フ
ー

ド
デ

ザ
イ

ン
 F

o
o
d

C
h
an

ge
s 

L
IF

E
◯

〇

7
実

教
福

祉
7
0
1

社
会

福
祉

基
礎

◎
〇

〇
選

定

２
福

祉
社

会
福

祉
基

礎

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

巻
末

に
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
や

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
全

体
像

を
掲

載
し

て
い

る
。

３
家

庭
フ

ー
ド

デ
ザ

イ
ン

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
内

容
を

実
社

会
と

結
び

付
け

て
考

察
す

る
「
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。

４
家

庭
保

育
基

礎

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

保
育

に
関

わ
る

社
会

課
題

や
身

近
な

話
題

を
取

り
上

げ
た

「
T

o
p
ic

」
を

適
宜

掲
載

し
て

い
る

。

４
商

業
簿

記
改

訂

生
徒

が
見

通
し

を
も

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

各
章

の
冒

頭
に

学
習

の
ポ

イ
ン

ト
や

「
テ

ー
マ

」
を

明
示

し
て

い
る

。

２
商

業
ビ

ジ
ネ

ス
基

礎
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
ビ

ジ
ネ

ス
社

会
に

お
け

る
具

体
的

事
例

を
多

数
掲

載
し

て
い

る
。

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

４
工

業
電

気
回

路
改

訂

生
徒

が
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
学

習
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
学

習
に

関
連

し
た

身
近

な
「
話

題
」
を

掲
載

し
て

い
る

。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

９
）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（
様

式
３

）

 
令

和
7
年

7
月

8
日

 広
 島

 市
 教

 育
 長

　
様

(学
校

教
育

部
指

導
第

二
課

）

学
校

名
広

島
市

立
広

島
み

ら
い

創
生

高
等

学
校

(通
信

制
の

課
程

)

　
　

校
長

名
小

　
田

　
卓

　
也

　

知
識

技
能

思
判

表
等

主
体

的
構

成
等

表
現

表
記

7
実

教
福

祉
7
0
2

介
護

福
祉

基
礎

◎
〇

〇
選

定

選
定

選
　

　
定

　
　

の
　

　
理

　
　

由

４
福

祉
介

護
福

祉
基

礎

生
徒

の
興

味
・
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

巻
頭

巻
末

に
カ

ラ
ー

版
で

「
介

護
・
福

祉
に

関
わ

る
さ

ま
ざ

ま
な

職
場

」
を

写
真

と
と

も
に

掲
載

し
て

い
る

。

令
和

８
年

度
使

用
高

等
学

校
・中

等
教

育
学

校
（後

期
課

程
）用

教
科

用
図

書
申

請
書

（そ
の

１
０

）

学 年
教

科
名

科
目

名
新

規
の

選
定

発
行

者
の

番
号

、
略

称
教

科
書

の
記

号
、

番
号

書
　

名
観

点
の

評
価
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（様式４） 

 

広島市立広島みらい創生高等学校令和８年度使用教科用図書選定委員会規約 

 

 （設置） 

第１条 広島市立広島みらい創生高等学校（以下「学校」という。）において使用する教科用図書の

選定について審議するため、広島市立広島みらい創生高等学校令和８年度使用教科用図書選定

委員会（以下「選定委員会」という。）を設置する。 

 

 （組織） 

第２条 選定委員会は、委員12人をもって組織する。 

 

 （委員） 

第３条 次に掲げる者を委員とする。 

(1) 学校の校長・教頭・事務長・教務主任 

(2) 保護者代表・学校運営協議会委員・学識経験者 

２ 委員の任命及び委嘱は校長が行う。 

３ 委員の任期は、委員会の開催日から開催年の８月末日までとする。 

 

 （委員長及び副委員長） 

第４条 選定委員会には、委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、校長とする。 

３ 副委員長は、委員の互選によってこれを定める。 

４ 委員長は、会務を掌理し、選定委員会を代表する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

 （会議） 

第５条 選定委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 選定委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 選定の内容については、教科用図書を採択する教育委員会の会議が開催されるまで非公開と 

する。 

 

 （調査員） 

第６条 選定委員会に、専門の事項を調査させるため、調査員を置く。 

２ 調査員は、学校の教諭のうちから、校長が任命する。 

 

 （庶務） 

第７条 選定委員会の庶務は、学校において処理する。 

 

 （委任規定） 

第８条 この規約に定めるもののほか、選定委員会の運営に関し必要な事項は、校長が定める。 

 

  附 則 

この規約は、令和７年６月５日から施行する。 
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